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馬 の 伝染 性 人 血 に よる 被害 が 独り 馬 の み に 止ま ら ず 産業 経済 に 及ぼ す 影 響 の 大 きい こと は 今 
更 論議 を 要 し な いと ころ で あり ます 。 59 必 

道 に お きま し て は 本 病 の 解明 の た め 昭 和 28 年 以降 垢 界 の 覆 魔 容 に 研究 を 委託 し その 研究 成績 
は 既に 第 一 第 二 報 と し て 刊行 し 貴重 な 文献 と し て お 攻 に y 

今回 更に 東京 大 学 伝染 病 研究 所 荒川 清二 博士 か ら そ の 後 の 研 究 成 績 に つい て 報告 が か まとまり 
秋 に 矢 追 博 士 の 追試 も あま と まつ た の で 第 三 報 と し て 刊行 の 運び と な り ま し た こと は 喜び に 堪え 
な い 次 第 で あり ます 。 
、 到 に 荒川 博士 並び に 矢 追 博士 の 御 研 讃 と 御 協力 に 対 し 深 甚 の 散 意 を 表し 序 と いた し ます 。 
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馬 伝 染 性 貧血 ( 伝 貧 ) に 関す る 実験 的 研究 
第 1 報 病 毒 を マウ ス 脳 及 は 時 化 夷 卵 に 分 離 固 定 
又は 分 離す る で で に つい て ※ 


東京 大 学 伝染 病 研 究 所 
荒川 清二 , 兼子 千秋 , 関 二 雄 , 武藤 進 


先 人 の 業績 P232【 こ よる と マウ ス は 伝 筆 病 毒 に 対 し 全く 感受 性 が な いと 見 人 区 され た . 従 つ て 実験 重 
物 と し て は 全然 問題 に な ら な か つた . し か る に 昌 allauer? - は 最近 伝 信 病 媒 を て ウス に 感 委 せ しめ 
う る 直 を 報 し 7 だ が 病原 学 的 同定 に 迄 は 及 ん で いな い . に の 際 後 は 病 毒 を マ ウ ス に 半 定 する J 
に も 成功 し て いな い . 

著者 の 一 人 荒川 は デン グ 熱 ?, 麻疹 ?, 流行 性 肝炎 27, トラ ュー マ 9$) 及び 水 瘍 り を マウ ス 脳 に 分 離 
固守 し た が , 之 等 の ウイ ルス は 従来 マウス を 実験 動物 ど し て 使用 で きぬ と され た も の で あつ た . そ 
こ で 是 等 の ウイ ルス 分 離 と 同様 の 手技 即ち 約 7g 前 後 の 幼 若 エ マウ ス を 用 いて 伝 貧 病 奏 の マウ ス 分 離 、 
固定 を 試み 成功 し た の で 報告 する . 


実験 方 法 


病 毒 材料 : 農林 省 家 畜 衛 生 試 験 場 よ り 分 与 頂 いた 有 熱 時 の 伝 偽 馬 血清 及び 芝浦 選 殺 場 に 情 殺 伝 貧 
馬 と し て 送ら れ た 伝 倫 馬 中 高熱 を 有する も の か ちら 採血 し た 血清 で , 何れ も 肝臓 究 素 に よる 特異 の 鉄 
反応 , 谷 血 そ の 他 の 臨床 的 検査 で 伝 谷 と 確実 に 診断 され た 馬 か ら の も の で ある . 

実験 用 マウ ス : 7 瓦 前 後 の 幼 着 な る マウ ス を 用 いた . マウ ス 接 種 : 病 毒 材 料 を 矢 追 針 ( 度 内 用 ) 
を 用 いて 0.025cc 脳 内 に 接種 し た . 継 代 に は 脳 を 無菌 的 に と り 出 し て 磨 砕 し , 10%% 食塩 水 pH 7.6) 
乳剤 と し , 3,000 回 10 分 遠心 し た 上 清 で ある . 

観察 期間 : 接種 マウ ス 和 観察 期間 は 最長 3 週間 で ある . 

実験 用 暴 化 鶏卵 : 8 て 10 日 膝 化 卵 を 用 い 培 養 法 は 田中 氏 法 ? ( 鈍 円 を 上 に し て 直立 せ し め て 接種 
培養 思 る ) に よ つ た . 継 代 は 5 日毎 に 行 つた . 時 化 は 37"C, 培養 は 35C. で 行 つ た . 

病 毒 申 和 試 験 : 病 毒 材料 (マウ ス 脳 10 乳剤 , 3,000 回 15 分 遠心 上 清 ) を 10 進 稀釈 し, 血清 
を 等 量 に 混 じ て 37?C 2 時 間 放 軒 時 々 振 湯 し て か ら 一 夜 水 室 (0"C~ て 4"C) に 放置 し て マ ゥ ス Q0g) 
の 脳 に 0.025cc 宛 各 皿 に 注射 し て 観察 した. 

科 体 結合 反応 : 目 本 脳炎 で 行わ れる 法 に 準じ た . 即ち 大 体 Casals% の 法 に 拠 つ て いる . 抗原 は 
マウ ス 脳 を 0.35 め 食塩 水 .DH 7.6) に 60"C、20 分 加 温 非 働 化 し た 健康 モル モツ ト 血 清 で 10 乳 
剤 と し ) 一 夜 (0? て 4?7C) に 放置 し , 3,000 回 30 分 遠心 し , 凍結 融解 5 回 行 つ て か ら , 5,000 回 1 
時 間 憶 心 し た 上 清 . 標準 血清 は マッ ウス 脳 乳剤 (10) を 5,000 回 30 分 行 つ た 上 清 を モル モツ ト 脳 
に 0.15cc 接種 , 10 日 後 再び 同 量 同 様 に 注射 し て 2 週間 後 採 箇 し た も の で ある . 

家 束 免 曽 清 : A) 伝 知 馬 血清 材料 に よる も の は No. 15 (1 月 30, 1951 採血 ) の 発作 時 血清 を 
体重 2,230g の 家 各 に 第 1 回 20cc 静脈 注射 後 約 100 日 目 に 第 2 回 20cc 静脈 , 17cc 腹腔 , 第 3 
回 10cc 皮下 , 15cc 皮 内 , 第 4 回 15cc 皮 内 , 40cc 腹 院 , 第 5 回 15cc 皮 内 , 20cc 腹腔 。 第 6 




















※ 本 第 1 報 の 概略 は | 生体 の 科学 」 4 巻 3 号 , 47-48, 1952 に , 本 報 は “ Experimentelle Studien tber 
das Virus der infekti6sen Anamie der Pferde” と 題し Wiener Tierarztliche Monatschrift,、40. JG. 
) 耳 。6, S. 321-326, 1953 に 掲載 し た . PA 
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回 30cc 腹腔 。 第 7 回 30cc 腹腔 , 第 8 回 30cc 腹腔 , 第 9 回 30cc 腹 陵 注射 後 吾 弱 の 為 全 採血 を 
し て 得 た 血清 で ある . 
B) マッ ス 脳 固定 毒 No. 1 に よる も の は 答 思 マウ ス 10% 乳剤 , 3,000 回 30 分 遠心 し て 上 清 を 
第 1 回 0.1cc, 第 2 回 0.2cc, 第 3 回 0.4cc, 第 4 回 0.8cc 家 束 に 1 週間 隔 で 静脈 注射 し , 1 週間 
後 一 部 採血 し て 得 た 血清 で ある (2 月 6 日, 1951 採血 )-. 


実 験 成 績 


1 ) 分 離 固定 試験 

固定 成績 は 第 1 表 の 如く で あつ て , 小平 15 号 馬 (9 月 8 日 , 1950)0 マウ ス の み に よ る も の は 7 
代 CNo. 1 株 ), 明 化 鶏卵 通過 の も の は 剛 化 鶏卵 17 代 後 マ ウゥ ス 2 代 (No. 2 株 ) で 固定 , 同じ く 
No. 3 株 (10 月 24 日 , 1951 採血 材料 に よる ) は 3 代 で , 又 芝 浦 No.152 (11 月 21, 1951 採血 ), No. 
154 (11 月 21 日 , 1951 採血 ) は それ ぞ れ 9 及び 5 代 で 固定 し た . 即ち 病 毒 接種 を うけ た すべ て の マ 
ウゥ ス が 一 定 潜伏 期 の 後に 脳炎 症状 を 発起 し , か つ 死 亡 す る に 至 つた . 凶 3 の 材料 か ら の も の は 4 へ て 6 
代 継 代 し て も 症状 が は つき り し な い の で 継 代 を 断念 し た (第 2 表 )- 


Table 1. Eixation of EIA Yirus to mouSe. 








Tncubation Tnoculated Attacked 











Stralin Generation Animal (Days) ut Pt 
NGO 議 1 Mouse 10 3 
8 XT1950 2 ヶ 14 5 2 
3 ヶ 2 5 も 1 
4 ク 3 5 ば 
5 ク 1 5 4 
6 ヶ ヶ 5 5 
7(F ) / 4 5 4 
No. 2 1 Hen's egg 5 4 4 
8. X1. 1950 の ヶ 5 4 4 
3 ヶ 5 4 6) 
4 ヶ 5 4 3 
記 ヶ (6 4 7 
6 ヶ 8 4 3 
7 / 5 4 3 
8 / 5 4 2 
9 Z 5 4 凡 
10 ヶ 5 4 2 
ME ク 5 4 3 
12 Z 4 4 3 
51 ク 5 4 1 
14 ヶ 5 4 区 
15 ク 5 4 3 
16 ヶ 5 4 2 
(人 ク 5 1 
18 IMouse 5 5 3 
19( ド ) ク 5 5 3 
No. 3 上 IMouse 5 6 4 
24 請 入 き 951 入 Z 9 5 2 
3(F ) / 4 6 6 
No. 152 中 IMouse 5 5 
の WCSNI9 2 ヶ 5 2 
3 ヶ 4 5 か 
4 ヶ 5 5 5 
5 ヶ 6 6 軸 
6 ク 5 5 
り 6 ヶ 5 ) 5 
8 ヶ 3 5 4 
9(F ) / 3 5 因 
No. 154 1) IMouse 5 5 3 
20202NI MI9S51 2 の 5 5 2 
g / 5 7 5 
4 Z 5 5 3 
5(F ) ヶ 5 5 5 
(F): Fixation 
連 愛 9 る 計 


Table 2. Unsuccessful fixation of EIA・Yirus to mouse. 











・ 5 5 1ncubation Inoculated Removed 

Material Generation Animal CDays) ni 人 
No. 25 上 IMtouse 0 5 5) 
13. XII. 1950 2 / 5 5 5 
0 ヶ 5 9] 0) 
4 ヶ 5 5 5 
No. 24 1 Mouse 5 5 5 
7. 1. 1950 2 ク 5 5 5 
3 ヶ 5 5 5 
4 ヶ 5 員 5 
5 ヶ 5 ゆ ) の 
6 ク 5 軸 5 
No. 24 1 Mouse 5 5 5 
(Full blood ) 2 ク 5 5) 5 
7. 1. 1950 3 / 5 5 人 
4 / の 0) 9 
5 ヶ (6) 5 5 
6 ヶ 5 5 5 


| 
| 
| 





HH) 同 定 成 績 

A. 愚 馬 血 清 で 免 商 し た 家 束 血清 は 本 病 毒 を 中 和 す る か . 

分 離 固定 材料 (No. 1 株 ) と 同じ 伝 貧 馬 血清 (No. 15) を 以 つ て 免 し た 家 束 血清 が 本 固定 毒 
(No. 1 株 ) を 中 和 す る か 否 か を 検 べ た と ころ 第 3 表 の 如く で 中 和 指 数 は 103.99 三 1230 で 明か に 中 
和 さ れる . 


Table 3.。 Neutralization test of mouse-fxed virus with 
antiserum of native VIruS. 














IMouse-fxed virus Anti-native-Yirus 本 上 り NIL TNI 
NG Anti-native-YVirus 3.29 
3.09 1230 


Normal 6.38 








Note: TLD: Titre (LD,。), 1ogarithm of dilution 
NIL : Neutralization Index logarithm 
NI : Neutralization Index 


B. 各 株 の 血清 学 的 異同 

No. 1 株 で 免 尊し た 家 兎 血清 に つい て 各 固 定 毒 株 に 対す る 中 和 力 を 検 べ た と ころ 第 4 表 の 如く で 
No. 1 株 に 対し 中 和 指 数 27550, No. 2 株 に 対し 5880, No. 3 株 に 対し 1860, No. 152 株 に 対し 
1350, No. 154 株 に 対し 7,760 と な り 何 れ の 株 も 血清 学 的 に 共通 の 抗原 を も つて いる こと が 明か と 
de あり 


Table 4. Neutralization test of mouse-fxed EIA strains with 
antiserum of one of these strains (No. 1-strain ) . 




















・ Anti-mouse-fixed-YiruS Normal 
Mouse-fixed virus (NN6 BU EN NIL NI 
No. RU 2523 6.67 4.44 27550 
No. 2 2922 6.0 9 5880 
No. 0 の 22 5.5 2 1860 
INOs 主 062 2。 5 6.63 Eo】 1350 
No. 154 2.65 6.54 3.89 7760 





C. 神体 結合 反応 
固定 毒 No. 1 株 を 抗原 と し て 小平 吊 馬 血清 No. 15 血清 材料 で 免 商 し た 家 束 血 清 , 標準 モル モツ 
ーー 3 ーーー 


ト 血清 に つい て みる と 第 8 表 の 如く ぐ で 前 者 に 1『8『 修 者 ば 『IH? 錠 陽性 で つた. 


Table 5. Complement fixation test with mouse-fixed virus 
and antiserurm of native ViruS. 








0 SI 9 し Je RS IN 中 2 LN 
Anti-native-YiruS 0 4 3 2 0 0 0 
Normal 0 0 0 0 0 0 0 

み 0 0 0 0 


Standard 0 4 





N.B.: Hemolytic system: 3 M.H.D. Complement: 2 full units. 
Antigen: 4 units、S C : Serum control,N C: Antigen control. 


考 察 


緒言 に 述べ た よう に マウ ス に 感受 性 が な いと され た 伝 筐 ウイ ルス の 証明 に 再び マウ スズ を 用 いた わ 
け は , 従来 不可 能 視 さ れ た デン グ 熱 ?, 麻疹 流行 性 肝炎 ?, 水 間 り 等 の ウイ ルス が マウ ス に 馴化 
され た こと , し か も これ と 同じ 手段 と 方 法 で は 伝 貧 ウ イル ス の 実験 は 行わ れ て いな いよ うに 思わ れ 
た か ら で あ る . Hallauer? は 流石 に 比較 的 若い マウ ス (体重 10g 以下 ) の も の を 用 いた が , 私 の 
経験 で は 継 代 に は 大 きく て も た か だ か 体重 7g の 幼 若 な も の で は じ め て 確実 な 感染 が 可能 で ある . 

ュ ッ ウス 固定 伝 貧 病 毒 を 馬 又 は 仔馬 に か えす こと は まだ 行 つ て いな い が , 家 束 に は 確実 に 感 業 せ し 
め る こと が で きた . 正常 マウ ス 脳 で は 家 兎 に 貧血 は 起 し 得 な か つた . これ に つい て は 加 馬 血清 と 
ゥ ス 固 定 毒 の 補 体 結合 反応 と 共に 後 報 し た い ・ 


結 論 


1. 伝 委 病 毒 を マウ ス に 分 @ 離 固定 する に は 発作 時 の 血清 を 体重 7g 程度 の マウ ス 脳 に 0.025cc 注 
射す る 必要 が ある ・ 

2.、 この ウイ ルス は 騰 化 鶏 卵 紫 尿 膜 に も 培養 可能 で ある ・ 

2 。 マウ ス 脳 に 固定 し た こ の ッ イ ルス は その 固定 に 用 いた 馬 の 発作 時 の 血清 で 家 兎 を 免 疲 し た 


血清 で 中 和 さ れる ・ 
4. この 免疫 家 束 血清 は 伝 貧 固 定 毒 と の 補 体 結合 反応 が 陽性 で ある ・ 
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xperinmental studies on equirne infectious anermla 
1. Fixation of vjruns to mouse-braim or to developing hen's egg. 


Seiii Arakawa, Tiaki Kaneko, Tomio Seki, and Susumu Muto 


The Institue for Infectious Diseases, The University of Tokyo 


1. In order to isolate the virus of equine infectious anemia, it jiS necessary to draw 
serum from horses during an attack: then mice of 7g are inoculated intracerebrally with 
0.025 of this serum. 

2. This virus can be grown on the chorio-allontoic membrane of the chick embryo, 
tO0. 

3. The serum of a rabbit which has been inoculated with serum drawn from the 
diseased horse during an attack of fever, neutralizes the virus being fxed in the mouse 
brain. 

4. This antirabbit serum also gives a positive complement fixation test with the . 
antigen of the fixed virus. 

(Published in Wiener tierarztliche Monatschrift, 4 の Jahrgang, Heft 6, S. 321-326, 1953). 
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馬 伝 染 性 貧血 ( 伝 谷 ) に 関す る 実験 的 研究 
第 2 報 病 赤 の マウ ス 脳 分離 と 膝 化 鶏卵 培養 実験 続報 


東京 大 学 伝 要 病 研究 所 
荒川 清二 , 兼子 千秋 , 関 富雄 , 武 藤 進 


著者 等 2 (1951, 1952) は 伝 貧 患 馬 発作 時 の 血清 7 材料 か ら 4 株 を 直接 マウ ス 脳 通過 で マウ ス に 
病 毒 を 分 離 固 定 す る こと が で き , 又 1 株 は 和 鶏卵 通過 17 代目 の も の を 接種 し て 同じ く 幼 若 マ ウス に 
分 離 固定 で き , これ が 免疫 学 血清 学 的 に 伝 貧 病 毒 と 同定 で きる こと を 報告 し た . 

その 後 著者 等 は 純 鶏 卵 通過 株 を うる た め と (1952), 固定 化 の 易 化 の た め 病 毒 濃縮 材料 (1953), 
患 馬 材 料 を 健康 馬 に 援 種 し て 初発 熱 直後 の 血清 材料 を 用 いる 法 (1957) に よる 実験 を ぐり 返し , い 
ずれ も 本 病 毒 が マウ ス 脳 に 分 離 固 定 さ れる こと を みた の で 報告 する . 

実験 材料 及び 方 法 

病 毒 材料 : 1952 及び 3 の 材料 中 家畜 衛生 試験 場 石井 坦 士 の 厚意 に よ つ て 得 た も の は 同 場 44 号 馬 
の 発作 時 の 血清 で , 使用 直前 に それ ぞ れ 分 与 を うけ た も の で ある . その 他 芝 浦 に 伝 貧 馬 と し て 屋 和 殺 
され る た め に 送ら れ た 馬 の う ちか ら , 発熱 40"C 内 外 の 熱 を も ち 貧 血 症状 の 判然 と し た 馬 の 血 清 で 
ある . 弟 遠 心材 料 (1953) は し 型 ス ピン ュ 超 遠心 器 の rotor #40 を 用 いて 100cc の 血清 を 4 万 回 
転 〈 約 100,000G) 1 時 間 沈 汰 し , 原 量 の 1/50 又は 1/100 の 生理 食塩 水 に て 沈 浴 を 再 肖 洒 させ 軽 
く 遠心 し た 上 清 で ある . 1957 の 分 は 家畜 衛生 試験 場 よ り 分 与 を うけ た New Hampshire 株 接種 86 号 
馬 血 清 で ある . この 材料 を 健康 馬 (肝臓 刺 及び 採血 に よ つ て 伝 各 症状 な か し と され た ) に 接種 し て 
発熱 最初 の 24 時 間 以 内 の 血清 を 用 いた . 

敵 化 鶏卵 は 自 色 レグ ホー ン 卵 で 38"C, 7<9 日 明 化 し た も の を 用 いた 。 鈍 円 部 を 上 に し て ここ に 
径 約 1cm の 穴 を 究 ち , 卵殻 膜 を の ぞい て 材料 を 0.2cc づつ 滴下 , 減 菌 ガラ ス で 穴 を 被 い , パラ フ 
イン で 比 封 し て か ら 36"C で 4 へ 5 日 培 養 し た : 培養 後 は 卵殻 を 泊 度 チン キ で 消毒 し て か ら , ピン 
セッ ト で 無菌 的 に 猿 尿 膜 を と り 出 し て 硬質 ガラス 粉 を 入れ て 磨 古 し , 生理 的 食塩 水 で 約 20 の 乳 
剤 と し , 軽く 遠心 し た 上 清 を 次 の 継 代 又 は マウ ス 脳 接種 に 用 いた . 

マウ ス は 分 離 固定 用 に は 離乳 直後 の 幼 若 な 7g 内 外 の も の を 用 いた が , 中 和 試 験 に は 10g 前 後 
の も の を 用 いた . 脳 内 に は 0.02cc 常 法 に 従 つ て 度 内 用 矢 追 針 (1/5) を 用 いて 接種 し た . 

同定 用 血清 は 1952-3 で は 第 1 報 に 用 いた 自然 毒 超 免 疫 家 束 血 清 で ある が , 1957 で は No. 1 株 
( 旧 小 平 No. 15 株 ) 免 尊 馬 血清 を 用 いた . 

中 和 試 験 に は 上 述 の マウ ス 4 匹 づつ を 用 い , 病 毒 の 10 進 稀釈 液 に 対し 等 量 の 免 血 清信 は 対照 正 
常 血 清 を 加え て よく 振 商 し , 37" じ 2 時間 放置 後 水 室 に 1 夜 お いた も の を 上 記 の 量 を マウ ス 脳 内 に 接 
種 し , 3 週間 観察 し て か ら Reed-Muench の 法 で 免疫 血清 及び 正常 血清 処置 各 群 の 病 毒 の LDs。 を 
付 , 免疫 血清 の 中 和 指 数 を 求め た . 

実 験 成 縛 

1 ) 分 離 固定 実験 : 第 1 表 a に 示す よう に 1952, 5 月 10 日 に 接種 の ちの で は 遇 化 鶏卵 5 て 4 日 培 
養 (で 7 代 つ な ぎ , 8 代目 に マウ ス 5 匹 に 接種 し た と ころ , 何れ も 5 日 の 潜伏 期 で 全部 発症 し た . こ 
の 夷 卵 通過 株 は 共 来 鶏卵 の み 通 過 の まま 現在 (1958, 3 月 10 日 ) 70 代 に 及 ん で いる . 同時 に 行 つ た 

ンー 


直接 マウス 通 過 は 第 1 表 b に 示す ご と く で , 3 代 か ら 固定 し か けた よう に 見 えた が , 結局 8 代 を 要 
徐 泊 く 


Table 1a. Virus jsolation to mouse-brain by CAM culture (No. 6 _strain )、 








Interyal of 








Serum IMaterial Generation Animal yk さ Passaged/Inoculated 

中 Hens′ Egg 5 3/4 
2 ヶ 9 4/6 

No. 44-horse 3 / 4 1/5 
4 ク 5 2/4 
5 ヶ 4 375 
6 ヶ 4 2/5 
4 / 3/4 

10/V, 1952 Mouse 趣 旬 - 堆 g 

5 5 5 5 5 


葵 Attacked mouse. Numeral: Day of death 
*・ Fixed, Date: Begin of experlment 


Table 1b. Direct isolation of virus to mouse-brain (No. 7 一 stran ) 

















Serumn mnaterial Generation Day of culture Passaged/1noculated 
4 5 
@ の 6 ① 重 列 OM 半 語 6 
2 2 。。 12。 っ 12。 IO 475 
g W ① ① ① 
No.44-horse 9 8 4 4 4 4 5/5 
(10/V,1952) @  O① ① 人 へ PA 
4 6 6 6 1 2 ソノ 5 
信 紛 ① ① ① 
5 5 5 5 5 575 
競 総 《⑤) ① ① 
も 5 5 5 5 5 575 
人 5 軸 ① ① 人 
り 6 6 6 6 2 475 
* 稚 給 に 欠 さり ) 
9 3 3 る 3 3 575 
9 に 礁 - トリ ⑳ 
3 3 3 6) の 
〇 Normal mouse 
① Dubious mouse 
氏 Attacked and dead mouse: Numeral: Day of death or slaughter 
中 Attacked severely 
* THixed 


Accidental death | 


2 


つぎ に 1953 に 上 L 型 スピ ン ュ 超 遠 心 器 が 購入 され た の で , 3 月 7 日 超 遠 心して 得 た 洗 溢 を 1/50 原 

- 容 の 生理 食塩 水 浮 渡 液 軽 遠心 上 清 を 敵 化 玩 卵 及び マウ ス に 接種 し た . この 回 は 鶏卵 1 代 通 過 の も の 

を 接種 し た 処 , 6 匹 中 3 匹 は 4 日 に , 他 は 5 日 目 に 発症 し た . 4 日 目 の 分 を 次 供 マ ウス に 植え た 処 , 
ー 8 一 


。 全 部 3 日 の 潜伏 期 で 発症 する よう に な つた CNo 8 株 。 第 2 夷 8)- じ か る に マッ ウス 直接 の 方 法 は 初 
代 で 6 匹 中 2 匹 が 6 日 目 に , 1 匹 が 7 目 目 に , 8 日 目 に 残り 全部 が 発症 し た . 6 日 目 の 分 を 継 代 し た 
と ころ 2 代目 で 既に 3 日 の 潜伏 期 で 発症 する に 至 つ た . 即ち この 場合 2 代 で 固定 し た CNo.9 株 , 第 
2 表 b). 


Table 2a. Virus isolation to mouse-brain by CAM culture with ultracen- 
trifuged and concentrated serum material (No. 8 一 Strain ). 











Serum material Generation Day of culture Passaged/Inoculated 
No. 44-horse 1 4 2/4 
の DD の で  @ の 
7/1II, 1953 2 4 4 | 5 8 5 3/6 
o ボ ED 勢 乾 5) ー W 
8 3 3 3 3 3 3 


Seyerely attacked mouse 
Attacked and dead mouse. Numeral: Day of death or slaughter 
* 。 Hixed 


Table 2b. Direct isolation of virus to mouse-brain by concentrated 
serumr material (No. 9-Strain ). 








Serum material Generation Day of culture Passaged/Inoculated 
AM 0 ドウ ド 2 トド) W 間 ドリ 
No. 44-horse 1 6 6 2 8 8 8 2/6 
* 介 @ @ @ 介 
17/III, 1953 2 還 2 2 3 3 2 





No. 10, No. 11 株 は 芝浦 飛 殺 場 に 送ら れ た 愚 馬 血 清 材料 を 超 遠 心 に よ つ て 精製 濃縮 し , 電子 顕微 鏡 
撮影 に 使用 し た 材料 ? を 接種 し た . これ は 100 倍 濃縮 の た めか , 自然 私 思 に よる た め 毒 力 が 本 来 強 
か つた 為 か , 何れ も 初代 で は つき り し た 症状 を あら わし た . 従来 り No. 1, No. 2 と し て 記載 し た 
も の で ある (第 3 表 ). 


Table 3. Djrect isolation of virus to mouse-brain by ultracentrifuged and 100 times 
concenentrated serum material (No. 10-and No. 11-strain ). 











] 














2 No. 10 strain | No. 11-strain 
山 夫 介 に り 〇 氏 ドリ 欠 ド 5) 人 
(4/VL 1953) PT 7 ak 5 5 5 
| 
ゥ 栓 勉 血 だ 但 旬 欠 ・ 但 交 
の 8 8 8 8 4 4 5 5 5 








礁 Attackd and dead mouse. Numeral: Day of death or slaughter 
* Fixed 
1957 の 分 は 玩 卵 接種 (No. 12 株 ) は 4 代 通 過 の も の を マウ ス 5 区 に 接種 。 11 日 , 12 日 目 に 夫々 
2 匹 づ つ 発 症 死 亡 , 1 匹 だ け 生 き 残 つた が , この 4 匹 分 を 一 緒 に し て 次 代 マ ウス 5 匹 に 接種 し た 処 , 


4 日 の 潜伏 期 で 全部 発症 死亡 し た (第 4 表 a)- 

マッ ウス 直接 の 分 離 (No. 13 株 ) で は 初代 は 脳 内 0.02cc 接種 の 他 に 皮下 に 0.2cc 注射 し た 処 
5 匹 中 1 想 生 存 し た が , 他 は 6, 7 日 に 1 匹 づつ つ 8 日 に 2 距 発 症 死亡 し た . この 4 中 を 次 代 5 史 に 
接種 し た と ころ 1 匹 は 2 日 に 死亡 し た が , 残り 4 匹 は 5 日 に 全部 死亡 する に 至 つた . 然るに 更に 次 
代 に 接種 し た と ころ , 全部 4 日 で 死亡 し た . その 後 本 株 の 潜伏 期 は 大 体 4 日 内 外 で ある (第 4 表 b). 


Table 4a. Hen's egg strain に 12-strain ) derived from New Hampshire strain. 














Serum material Generation Day o Passaged/Inoculated Mouse inoculation 
Serum of pony 1 5 8/8 
attacked by New M 2 3/3 
Hampshire strain 3 ヶ 3/3 
* 5 @  @ @ O ひ O 
2774HN9577 4 2/9 11 11 12 12 
\ 
※ 
ドリ し ) に 時 人 @ 
3 373 4 kk 
〇 ) Normal mouse 
の Attacked and dead mouse, Numeral: Day of death 
人 Accidental death 


Fixed 


Table 4b. Direct isolation of virus to mouse-brain. (No.13-strain ) 











Serum material Generation Day of culture Passaged/Inoculated 

@  @  @  @ ひ O 

Serum of pony 由 6 2 8 8 1/5 
上 2 チバ に ) し ) L) 和 

attacked by New 2 2 5 5 5 5 4/5 
as * 価 し ドリ 人 人 で 

Hampshire strain 3 4 4 4 4 4 5/5 
05 し ) に) に 2 』 
17/IV 1957 4 4 4 の 4 





| 
| 
] 
| 


従来 分 離 し 得 た 13 株 の 名 , bg (5552 
よう に な る . 即ち 分 離 の 順序 に 従 つて 番号 を 附 し て 株 名 と し た . この うち No. る "935 7』8, 9 
の 5 株 は 整理 処分 し た も の で , 現在 No. 1 (9 及び 30 代 ), No. 4 (11 代 ), No. 5 (9 代 ), No. 6 
⑦0 代 ), No. 10 及び 11 (5 代 ), No. 12 (9 代 ) No.13 (8 代 ) の 8 株 を 保存 し て いる 。 表 中 E 

る の は 純 鵜 罰 通 過 を 示す . 


Table 5. List of isolated virus of EIA. 


暫時 Present 











。 of 3 
Strain Derived from animal generation 
を woe sue 9 と で お そく 8 る ー 一 配 ーーーーーーー に 
INO。 Hi No. 15, 9/X1, 1950, Kodaira Mouse  。 and 
30 

NO 議 2 了 IMouse after Discarded 

18 Generation 

of CAM culture 
No. 3 No. 3, 24/X, 1951, Kodaira Mouse トド 
No. 4 No. 152, 21/XI, 1951, Sibaura 11 


3 / 0 放 こ こ 


No. 5 No. 154, 21/X[, 1951, Sibaura IMouse 9 


No. 6 No. 44, 10/V, 1952, Kodaira Hen's Egg E70 
(CAM-Culture) 

INGOik4 お IMouse Discarded 

No. 8 ぁ ぉ 7/LII: 1953, Kodaira に 

No. 9 ぅ 17/III, 1953, Kodaira Hen's Egg 
(CAM-Culture) 

No. 10 No. 1, 4/VL Sibaura Mouse 5 

IN . No. 2 4/VL 1953, Sibaura 3 5 

Ni 2 New Hampshire 27/III, 1957 Hen's Egg E9 

No. 86 Pony (CAM-Culture) 


No. 13 衣 17/IV, 1957 IMouse 8 


3 ) 自然 毒 免 商家 兎 血清 父 は 固定 毒 免疫 血清 に よる 中 和 試 験 

自然 毒 ( 患 馬 血 清 材料 ) の 免疫 家 束 血清 に よる 中 和 試 験 は 第 6 表 a, b の 如く で , No. 1 株 に 対 
し て 2,640 の 中 和 指 数 を 示 し た が , No. 6 株 ( 凌 卵 株 ) に 対し 760, No. 7 株 に 対し 3,200 で あ 
つた 。 同じ < No.8 株 に 対し て は 日 本 脳炎 中 山 株 第 間 血清 で は わずか に 2, 伝 貧 自 然 毒 免 商 血 清 で 
は 2140 で あり , No.9 株 に 対し て は 伝 貧 自 然 毒 免疫 血清 で は 214 で あつ て , 明か に 伝 貧 免 疫 血 清 と 
分 離 株 は 中 和 和 関係 を 示す . 

次 に No.1 株 で 免 症 し た 馬 血 清 を , 正常 家 束 血 清 を 対 駒 と し て 中 和 試 験 を 行 つ た 処 , 免疫 血清 の 
力 価 が 低く , 原 株 の No. 1 株 に 対し 46 の 中 和 指 数 を 示し た に 過ぎ な か つた が , No.6 株 に 対し 


Table 6a. Neutralization test with anti-native-E 1 A-virus serum. 


















































も Dilution of virus Nenutrali- 
Strain Serum ーー = 演 ま まま まこ きこ. 交 員 お ! 骨 記 Zation 
MO 0 SE 二 0 0 OS60 ミ 5 1nde 
Anti-native-YiruS 2/4 2/4 1/4 0/4 : 1 。 ieW76 
ーー Control 4 人 4 24 18 0/4 074 4.65 0 
REI II ) 。  . 42 リ 12 00。 02 。 2367 。 2 
NM Control VA Nu 
Anti-natiVe-Yirus 1 4/4 14 1/4 0/4 : 8 2 79 RY 
ye Control 仙人 MCA 衝 の いし が WW 人 WS 
Table 6b. Neutralization test with anti-native-EIA- and Anti-Japanese- 
B-encephalitis-Virus-Serumn. 
昌和 Hition of virus NON MA て 
Strain Serumn ュ き 開 和 = Neut REOBGA 
MR 40P ペ 0 本 036 0 
Anti-Japanese BEV 4/4 4/4 3/4 3/4 6.0 2 
No. 8 Anti-native-E1A-virus 2/4 0/4 0/4 3.0 2140 
Control 8 4/4 4/4 3/4 6.33 
導 上 Anti-native-EIA-virus 3/4 0/4 0/4 3。 39 214 
0. ーー ーーーーーーーーーーー- ーー ーー ーー ーーーーーーーーーー ニー ニー ニニ ーーー ーー 
Control 3/4 3/4 2/4 1/4 5.66 





Table 6. Neutralization test with anti-fixed-virus (No. 1 -strajn ) -Serum・ 


Dilution of Yirus 












































> Neutralization 
Stratn Serum = 回 うー 届 間 。 ミ s 
10 づ 3 10-! 10-5 10-“ 9 1ndex 
INO 縛 唐 ! 4/4 4/4 4 0/4 
No / / 特記 定 W / 和 46 
Control 二 W 474。 (44 人 5.66 
5 WT14 0 0 .5 
Ne 4 較 / / So 10 
Control 44 44 99 6 府 4.66 
INO 語 説 4/4 3/4 衣 4 7 山 CT 4 E 
No. 10 0 wuaf 旨 os 0 ya 63a 放 13 
Control 4/4 4/4 4/4 1/4 5.66 
NO ]  。、 00 記 2220 .、 2 人 ci 
No 1 / / Ss ee 9 18 
Control AO 二 IES2 ) WoA 44 6.5 ' 
穫 NO 0WJ84 1 ・)07 人 0 992 _. 居 移 3 宙 寺 
No. 12 No.1 } 細 舌 貴 唱 人 め ぇ 0 全球 上 宰 拓 半 る 12 148 
Control 人 人 aa 4/4 ae 444 6.5 
INo』 4 /4 4/4 1 /4 0/4 4.66 
0 3 」 似せ 0 NN 人 >) で 00 )) 任 全 JMC 2NRNJ 生 抹 69 
Control 476 R 0. (K974 na 6.5 








10, No. 10 株 に 対し 13, No. 11, 12、13 に 対し それ ぞ れ 18, 148, 69 で あつ だ た (第 6 表 65 本 
表 a, b の No. 1 株, No. 6 株 間 の 中 和 関 係 を 対比 すれ ば 右 株 は 当然 相互 に 革 通 の 抗原 性 ある ここ 
を 示し て いる . 





Carre et Vallee (1906)? 以来 , 佐々 木 及 び 城 井 (1905)5、 了 臨時 馬 商 調査 委員 会 (1914)9 Steim 
and Mott(1944)2 そ の 他 多 数 の 報告 や に 徴 す る と , マウ ス は 伝 委 病 毒 に 対 し 感受 性 が な いと 見 役 さ 
れ た . 従 つ て マウ ス は 実験 動物 と し て は 問題 に な ら な か つた . 然るに Hallauer (1949)9 は 伝 貧 病 
毒 (に 対す る マウ ス の 感受 性 に つい て 詳細 に 検討 し , マッ ウス に 感受 性 ある こと を みた が , 馬 伝 貧 病 毒 
ょ の 病原 学 的 同定 に は 確 平 た る 成果 を あげ て いな い . その 際 彼 は 10g 以下 の マウ ス を 用 いて 病 毒 の 
ッッ ウス 脳 分 離 を 試み た が 不 成 功 に 終 つ た . Dreguss and Lombard (1954)% に よる と , 病 聞 碧 清 材 
料 の 脳 内 接種 を 行 つた 処 , 体重 の 減少 は 対照 に 比べ 常に 認め られ た し, 接種 4 ヵ月 後 殺し て 沖 見 し た 
ら , 多少 歪 臓 が 肥大 し て いた の み で , その 他 に 著しい 変化 は 見 受け られ な か つた と い う ・ そ の 後 脳 内 
に 継 代 接種 を 4 ン 6 代 試 みた が 成功 し な か つた . Fortner 及び Ulbrich (1954)1) は 路 乳 マウ ス に 対 
し 患 馬 血 清 を 脳 内 又は 脳 内 及び 腹 芝 内 接種 に より 分 離 を 試み た が 成功 し な か つた . 石井 等 (1957 の 
る ゃ これ を 追試 し て 同様 陰性 で あつ た と いう . 山 極 等 (1957) や は 思 馬 リンパ 人 節 を 村 料 と し て マウ ス 
(7g 前 後 か ら 25g 前 後 ) に 接種 し た が , 特別 の 所 見 を 記載 し て で て いない: 著者 等 は 員 乳 マウ ス も 便 
用 し た 経験 は ある が , 抵 抗力 が 弱 す ぎ て 死 直 後 の 材料 を 得る こと は 基 だ 困難 で あつ た だ め 中 止 し た . 
リン パ 稼 は 病 毒 分 離 の た め の 材 料 と し て は 無 貢 操 作 及 び 病 妻 の 活性 度 に 於 記 発 作 発熱 時 の 血 痛 に 比 
し 好ま 得 く な いよ うに 思わ れる , 

閉 者 箋 て 1950-) が 比較 的 容易 に マッ ス に 病 慈 を 分 離し 得 た の は 実に 離乳 直後 の 幼 着 マウ ス (7g 


前 後 ) を 用 い , これ を 丹念 に 観 案 し , .F 死 亡 直後 ] に 継 代 す る と いう 根気 の 入る 仕事 に 専念 し 得 た 
点 に ある と 思う . 石井 秋 び 田 光 等 (1954② 越智 等 (1955)5) は 著者 等 の 仕事 村 試 し た が 陰性 に 


了 つ た と いう . し か し この 点 に つい て の 特別 の 券 虎 に ば 鱗 け で \n る ま ! う に < 思 惣 れ 窓 、 
マッ ス に 直接 病 毒 を 分 離す る 方 法 の 他 に , 他 の 方 法 で 病 毒 を 増強 で きれ ば と の 方 法 も 採用 すべ き 
で ある . 前 報 に 於 ける No. 2 株 の 如く 17 代 映 化 鶏卵 を 通過 し て も 病 毒 は 継 代 む し ろ 増 強 さ きれ る の を 


見 た . 今回 も この 方 法 と 比較 する と 共に , マウ ス 自 身 に た また ま 偶 発し た り , 潜伏 する マウ ス 病 素 
の 迷 入 を さけ る 攻 に も 純 鶏 卵 株 の 必要 を 感じ て 実験 を すす め 幸 に No. 12 株 を 得 た . 父 超速 心 に よ 
つて 病 毒 洋 流 液 を 濃縮 する と , 更に 固定 毒 化 は 容 協 で ある よう で ある . 同様 の 実験 は 電子 串 微 鏡 
料 調製 の 際 精 製 濃縮 病 毒 液 接種 の 際 に ゃ 経験 し た (No. 11, No. 12 株 ). 

本 病 毒 の 里 化 鶏卵 矯 養 に つい て は Pinus 及び Pirog 1937)⑤ が や り , U.S. Bureau of Animal 
Industry (1950)?) で 行 は れ 、 つ いで 上 述 の Dreguss 筆 が 上 崩 尿 膜 尿 膜 遇 及 び 卵 黄 宮 接 種 を 継続 し 
その プー ル し た 材料 を 10cc 皮下 に , 3cc を 静脈 内 に それ ぞ れ 1 頭 の 健康 馬 に か え し て , 前 者 で は 
発熱 は な か つた が , 赤血球 の 減少 及び へ モグ ロビ ン 量 の 低下 を 見 , 後者 で は 13 日 目 に 軽い 発熱 が あ 
り , その 翌日 赤血球 も 多少 減じ た . 又 35 て 41 日 に 軽い 発熱 (38.7?C) が あり , その 後 も 時 々 出 た 
と いう . し か し は つき り し た 貧 面 は みせ て いな い . 後日 2 頭 と も 患 馬 血 清 接種 で 発症 し た と いう . 
丸 伝 妥 病 毒 が 培養 きれ て いる な ら ば New Castle 病 毒 の 赤血球 北 集 反応 が 伝 賀 病 毒 の 干渉 に よ つ て 
抑制 され る 期待 で 行わ れ た 実験 も 決定 的 で は な か つた . この 際 比 化 鶏卵 を 必ず し ゃ 致死 させ な か つ 
た . し か し 彼 は 恐らく 敵 化 鶏卵 で 培養 で きる と し て いる . 

病 毒 の 存在 を 馬 へ の 復元 及び その 人 後 の 免 商 成 立 に よ つ て 立証 する 際 に は , 発病 する に 足る だ け の 
充分 な 病 毒 の 量 乃 至 は 質 が 必要 で , 免 間 が た と え 成 立 し て いて も , この 免 疫 を 打破 る 程度 の 強い カ 
価 の 病 毒 で 攻撃 を うけ れ ば 当然 発症 する . 又 肝 化 鶏卵 で 病 毒 が 僅 養 きれ て いて も , 必 ず し ゃ 胎児 は 死 
記し な いし , 健常 胎児 で も 死ぬ こと が ある . 従 つて 病 毒 が 果して 培養 きれ た か どう か は 血清 学 的 免 
間 学 的 の 方 活 に よる の が 一 番 判 然 と する . 先 人 の 業績 で この 点 が 待 閑 視 さ れ た の は 遺 憎 で あつ た . 
著者 等 は 第 1 報 に 於 て 十 馬 血清 材料 即ち 自然 毒 で 免 間 し た 家 兎 血清 は 本 病 毒 を 中 和 す る が , 健康 血 
清 は 中 和 せ ず , 祥 本 固定 毒 を 抗原 と し て 補 体 結合 反応 を 行う と 特異 的 に 陽性 に 出る こと を 証明 し , 
本 固定 毒 が 伝 徐 に 直 来 し て いる こと を 立証 し た . 今回 分 離し た 病 毒 も No.1 株 免疫 血清 又は 自然 毒 
免 導 血 清 で 特異 的 に 中 和 さ れる こと を みた . その 後 本 固定 毒 を 抗原 と し て 愚 馬 と 診断 され た 血清 に 
つい て 1956 に 69 頭 , 1957 に 168 頭 に 対し て 補 体 結合 反応 を 行い それ ぞ れ 71 多 及び 77 多 の 
陽性 , 叉 Ramon 及び Verge 両 教授 の 厚意 に より フラ ンス より 送ら れ た 伝 貧 の な い 土 地 の 健康 馬 
15 頭 に つい て は 1 例 の 陽性 例 も な く , 同じ フラ ンス より 送ら れ た 伝 貸 馬 血清 で は 陽性 で ある こと を 
みて いる 病 雪 の 大 さ の 点 ? で も 限 外因 過 試験 並 に 電子 顕微 鏡 の 上 か ら 自 然 毒 の それ と 略 一 - 致 し 
GMA る 。 

従 つ て これ ら の 点 は 本 固定 毒 が 伝 貧 の 病原 に 由来 する こと を 首 育 せ し め る 有力 な 根 損 を 世 え て い 
笑 。 


結 
1 ) 伝 貸 病 毒 は マウ ス 脳 に 分 離 固定 し うる . 
2 ) 伝 貧 病 毒 の 早 化 鶏 培 養 も 可能 で , マウ ス 分 離 に ゃ 役立つ . 
3 ) 現在 まで に 13 株 を 分 離 し 得 た が , 各 株 は 自然 病 毒 に よる 免疫 血清 信 は 固定 毒 No. 1 株 免疫 血 
清 に よる 中 和 試 験 上 少く と も 共通 の 抗原 性 を も つ . 
4 ) 分 離 病 毒 株 の 病原 学 的 同定 上 の 根拠 に つい て 述べ た . 
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Experiment studies on equine infectious amnemmia ( 記 IA ) 
TI. Further outcomes in fixation of the virus to 
mouse-bran and developing hen's egg 


by 
Seljl Arakawa, Tiaki Kaneko, Tomio Seki, and Susumu Muto 
The Institute for Infectious Diseases, 華 he University of Tokyo 
Equine infectious anemia virus can be isolated in mouse by repeated passage in brain 
of young mouse weighing about 7g just after weaning directly or after repeated passage 
of chorioallantoic membrane of hen's egg. Thirteen stralns were isolated in 1952-1957. 


Each strain has a common antigenicity in neutralization test with anti-native-virus Serum Or 


anti-mouse-fxed virus (No. 1-strain) serum. 
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高 伝染 性 貧血 ( 伝 委 ) に 関す る 実験 的 研究 
第 8 報 伝 貧 固 定 毒 の 限 外 濾 過 試 験 こ 伝 谷 固 定 毒 及 び 
自然 病 毒 材料 に ょ る 電子 顕微 鏡 写 真 に つい て 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 
荒川 清二 , 兼子 千秋 , 関 富雄 , 武 藤 進 





伝 答 の 病原 体 が 濾過 性 で ある こと に つい て は Vallee et Carre (1904)① が 無菌 的 伝 貧 馬 血清 100cc 
を 馬 に 注射 し て 発症 せ し め て 以来 , Ostertag (1907)2, Hempel (1909)3, Theiler and Kehoe 
(1915)? 等 に よ つ て 追 諏 され た . 

Balozet (1939)5) は 限 外 濾過 試験 で 平均 孔径 100m の 膜 は 通る が , 52m の それ で は 通ら な い 
か ら 林 ウイ ルス の 大 さ は 18~50mr だ と し た . Reagan その 他 (1950)@ は 電子 顕微 鏡 で 11…59mzx 
の 球状 の 小 体 を 認め た . 石井 等 て 1952)2 は 25<50m の 粒子 を , 莉 見 (1955)8) は 35 て 65m/e 
西 等 1957)9 は 20-50m の 粒子 を みとめ た . 最近 田淵 等 (1957)) は 本 病 毒 を 分 割 遠心 で 精製 
し て 沈降 常 数 を 求め 水 和 を 30 ダ と すれ ば 22m で ある と いう . 

著者 等 (1952 て )0 め は さき に 本 ウイ ルス が 映 化 鶏卵 に 培養 で きる 許 り で な く , マウ ス 脳 に も 分 離 
で きる こと を 報告 した. その 際 こ の 病 毒 は 馬 血 清 材料 を 以 つ て し た 自然 ウイ ルス 免疫 家 各 血清 で 中 
利 試 験 及び 補 体 結合 反応 に より , 伝 谷 ウイ ルス と 同定 する こと が で きた . そこ で その ウイ ルス の 大 
きき は 果して 自然 ウイ ルス と 同じ で ある か どう か の 問題 に 逢 着 し ,。 これ を 検 べ この 点 か ら も 略 同 定 
才 る こと が 出来 た の で , 一 部 は 既に 報告 (1953, 1957) や 2 し た が , 牙 に は その 後 の 成 績 を も 含め 
一 括 し て 報告 する . 


材料 及び 方 法 


ウイ ルス 材料 : 固定 毒 で は No. 1 株 , 自然 毒 は 発作 発熱 時 の 患 馬 2 頭 よ り そ れ ぞ れ 採血 , 血清 
と し た も の で ある . 日 本 勝 炎 ウイ ルス は 中 山 株 を 用 いた . 

限 外 濾 過 材 料 と し て は 槍 思 マッ ウス 脳 又 は 化 鶏卵 妊 尿 膜 材料 を 夫々 3 に 含む Hartley 肉汁 
(pH 7.6) 乃至 は 非 働 化 正常 モル モツ ト 血 清 を 含む 蒸溜 水 を 以 て し た . 之 を 3,000 回 転 15 分 遠心 し , 
上 清 を 砂 パ ルプ 源 過 器 を 通過 し , 平均 孔径 530mz の Gradocol 膜 を 通過 し て 母 液 と し た . 病 毒 の 
力 価 は マウ ス 3 匹 づ つつ を 用 いて 十 進 稀釈 し た ウイ ルス 液 を 0.02cc づつ マッ ウス 脳 内 に 接種 し , 3 週 
間 和 観察 した. Gradocol 膜 は Elfordt? 一 矢 追 や ) の 方 式 で つく つた . 限 外 濾過 は 11.5 気圧 の 陽 圧 
で 行 つ た . 各 渡 液 は マウ ス 10 匹 つつ に 夫々 0.02cc 脳 内 注射 を 行い 3 週間 観察 し た . 

中 和 試 験 は 第 1 報 と 同じ よう に 行い , ウイ ルス の 力 価 及び 中 和 指 数 の 算出 も 同様 で ある . 

電子 顕微 鏡 撮 影 用 の ウイ ルス 材料 と し て は 上 述 の 如く 愚 馬 の 発作 時 の 血清 を 自然 ウイ ルス 出発 材 
料 と し, 固定 毒 の それ は 10 ダ の マ ゥ ス 脳 生理 食塩 水 浮 渡 液 を 3,000 回 20 分 遠心 し た 上 清 を 5 回 凍 
千 融 解 し, 再び 3,000 回 20 分 遠心 し た 上 清 で ある . 各 出 発 材料 は Spinco 弟 遠 心 器 L 型 で No. 40 
の rotor を 用 い 4 万 回 ( 約 100.000xG) 60 分 遠心 し た 沈 溶 を 原 量 の 生理 食塩 水 で 浮 渡さ せ , 3, 000 
回 20 分 遠心 し 上 清 を 再び Spinco 工 , No. 40 の rotor で 60 分 遠心 し , 沈 溶 を 蒸溜 水 で 原 量 の 1/20 
に 湾 させ 上 清 を 3, 000 回 転 20 分 遠心 し て その 上 清 を 電子 顕微 鏡 撮 影 材 料 と した. この 材料 は マウ 
ス 分 難 に も 用 いた . 

写真 は 日 立 HU- 9 型 を 用 い 50kV の 下 で 撮影 し た . Shadowing に は クロ ム を 用 いた . 
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第 1 表 に 示す よう に .Hartley の 肉 注 を 用 いた も の は 通り が 悪く , 。 114 mx の 膜 で は 多少 通過 が 越 
く な る 程度 で ある が 98mz で は 通り ら ない. そこ で こん ど は 1 正常 モア モッ ド 李 清 を 加え た 村 濁 
水 洋 流 液 で 濾過 を 行 つ た 処 , 114mw で は 軽く 通過 し た が , 98m で 困難 と どなり, 58mz。 で は 極め 
て 困難 , 42mye で 全く 通ら な か つた . 同時 に 日 本 脱 炎 病 毒 洋 流 液 を 対照 と し て 限 外 濾過 を 毎 つ た 
処 , 58m は 楽に 通 つ た が , 42m で は 矢 張 り 通 ちら な か つた . 通り 方 の 量 に つい て みる と 注記 に 用 

' Table 1. 
Ultrafiltration test of mouse-fixed EIA virus and Japanese B Encephalitis Virus. 
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Figs. 1 and 2. Electronmicrograph of native equine infectious anemia virus from 


attackedl horse-No. 2 serum (upper ) and mouse fixed equine infectious anem1a Yirus 


from infected mouse brain (lower) shadowed with chromium. 1: 80.000. て (7 を の ) 
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いた 量 は それ ぞ れ 10ce に 対し 渡 液 は 伝 谷 ウイ ルス は 78cc で あつ た が , 日 本 脳 ウ イル ス も 
Scc で 大 差 は な く ぐ , マウ ス 槍 思 の 状況 か ら し て も 日 本 脳炎 は 10 匹 中 10 匹 権 患 に 対 し , 伝 貧 ウイ ルス 
は 6, 6 , 10, 4 匹 で 大 差 は な いよ うに 思 は れる . 即ち EIford に よる ウイ ルス の 大 さ は 何れ も 42m- 
0.33<<0.5 三 14 一 21mw 程度 と な つた . (第 1 表 ) そ こ で 日 本 脳炎 と の 鑑別 が 必要 に な つた の で 中 
和 試 験 を 行 つ て みた 処 , 自然 ウイ ルス で 免 療 し た 血清 に 対し て No. 1 株 は 2,130 の 中 和 指 数 を 示 
し た が , 目 本 脳 衝 ウイ ルス に 対 し て は わずか に 2 に 過ぎ ず , 伝 貧 ウ イル ス が 日 本 脳炎 ウイ ルス と ち 
が うこ と が 判然 と し た 


(第 2 表 ). 
本 able 2. 
Neutralization test of mouse-fixed ETA virus with antiserum of Japanese B 


Fe Yirus and mouse-fixed EIA virus. 


























こ ま 6 【 肖 | Neutral 和 On 
Virus 「 Antiserum | ID) 記 hd 
Japan. B.E. ま 
(Nakayamma ) 10? 2 
2 2 10-3 2130 
CNo。 6 Go. わり | シ 
Control 10 一 6.33 








2) 電子 顕微 鏡 所 見 

2 頭 の 思 馬 か ら 得 た 像 は 合計 69 和 負 あつ た が 大 体 2060mg の 球状 に 近い 形状 を し た も の が 見 出さ 
れ た Fig. 1 No. 1 馬 よ ょ り も No. 2 の 馬 材 料 か ら の 方 が 比較 的 少数 で あつ た が , マウ ス へ の 分 離 実 
験 で も 第 3 表 に 示す よう に No. 2 の 方 が 楽 で あつ た . 

固定 赤 の 基本 小 体 は 119 短 を 数 えた が 。 大 体 2040me の 大 さ で あつ た (第 2 図形 態 の 上 か 
ら は 固定 書 も 自然 ウイ ルス も 氏 別 で き な い . この 際 2 頭 の 馬 か ら マ ウス に 分 離 で きた 株 が 果して 伝 
誰か どう か , 固定 毒 血清 で 申 和 実験 を 行 つ た . 成績 は 第 3 表 の 如く で 本 分 離 ウ イル ス も No.1 株 旬 
疫 血清 で 中 和 さ れる こと を 知 つ た . 
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Neutralization test of No. 10=and No. 11-strains with No. 1-strain-serum・. 




















e y て いい に F Neutralization 
Virus Serum 103 10 一 4 10-5 10 一 6 LDso index 
No. 1 多 1 94 4 10 一 5 
No. 1 46 
Control 1 多 4 4 10 一 5.6e 
No. 1 シ /1 1 3 4 10 一 を 5 
No. 10 13 
Controt 4 4 を 4 4 10 一 5.66 

JUN 多 多 衝 1 10 一 5-23 
Ne。 Ii 14 
Control 44 34 44 34 10 一 6.5 
考 察 


伝 貧 病 毒 が 濾過 性 の ウイ ルス で ある こと に つい て は Vallee et Carre が 無菌 的 に 伝 谷 馬 血清 100cc 
を 馬 に 注射 し て 発症 せ し め て 以来 , Ostertag, Hempel, Theiler 及び Kehoe 等 に よ つ て 認め られ , 
Balozet が 限 外 江 過 に よ つ て 本 病 毒 の 大 さ を 18ー50m/z と し た こと は 上 述 の 如く で ある . HIlford に 
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よる と 終末 点 則 ち ウイ ルス が 通過 し な く な つた 膜 の うち 最大 の 平均 径 の 大 さ の も の が 100m 以下 
の 場合 は 当該 ウッ イル ス の 大 さき は 平均 孔径 0.33-0.5 倍 で ある と いう . そこ で Balozet が 100mz で 
は 通る が 52mg で は 通ら な か つた の で , 最小 52mx0.33 三 18my 最大 100mX0.5 三 50m の 間 
に ある と し た わけ で あろ う . 中 井 は 第 二 次 大 戦中 陸軍 龍 医 学校 より 矢 追 教授 の 下 に 派遣 され , 矢 追 
教授 @) と 共に 伝 貧 病 毒 の 限 外 濾過 を 行 つ た . その 際 ウ イル ス は 60mz で は 容易 に 通過 し た が , 50 
mg で は 非常 に 困難 で あつ た と いう . われ われ の 成績 で は 58mz で 通り , 52mz で 通ら な か つた ・ 
従 つて 厳密 に 終末 点 を 追 完 すれ ば 42>58me の 間 に 終 末 点 は ある わけ で ある が この 間 の 膜 が 手許 
に な か つた の で 一 応 42mz を 終末 点 と し た . 矢 追 一 中 井 の 成績 か ら す る と, 50 一 58mp の 間 と いう 
こと に な る か も 知れ な い . 従 つて Balozet の いい 方 で いえ ば 14ー29mz と いう こと に な る が , こ 
こ で は Elford に 従 つ た . さき に 著者 の 一 人 荒川 は 矢 追 , 金沢 , 村 江 と 共に 日 本 脳 衝 ウゥ イル ス の 限 
外 江 過 実験 を 行 つ た . この 時 は 終末 点 は 60mz で あつ た . 但し この 際 は Hartley の 肉汁 を ウッ イル 
ス 洋 流 液 に 用 いた の で あつ た . この 肉汁 を 用 いる と 第 1 表 で も わか る よう に , どう も 通り が 趣 い . 
従 つ て 若 し 当時 今回 の よう に 1 正常 モ シ モッ ト 血 清 液 を 用 いて いた ら 終 末 点 は も つと 下 つ た で あ 
ら う . 本 実験 で は た また ま 日 本 脳炎 ウイ ルス と 伝 貧 ウ イル ス は 同じ 終末 点 を 示し た . し か る に 日 本 
脳炎 も 本 邦 に 淫 浸 し て いる の で , 或 は 日 本 脳炎 病 毒 を 伝 答 と 間違え て いる の か も 知れ ぬ と いう 心配 
が 起 つ た . そこ で 自然 毒 ( 伝 妥 叫 馬 発 作 時 の 血清 ) で 免疫 し た 中 和 指 数 の 高い 血清 で 中 和 実 験 を 行 
つた と ころ , 第 2 表 に 示す よう に 日 本 脳炎 と は は つき り 区 別 す る こと が で きだ た だ. 

電子 顕微 鏡像 で は Reagan 等 が 11 一 59 mx の 球状 の 小 体 を 報じ て いる . 石井 等 は 20ー50mz の 欄 
子 を 出し , 馬 体 復元 に も 成功 し た と いう 。 双 者 見 は 35 て 65mz の 球状 小 体 を 報じ 。 これ を 原 と し 
て 愚 馬 血 清 の 特異 的 補 体 結合 反応 が 成立 する と いい , 西 等 は 20-50mz の 粒子 を 報告 し た が , これ 
を 抗原 と する 馬 血 清 の 補 体 結合 反応 で は 明確 な 特異 性 が 見 られ な か つた と いう . 但し 対照 健康 馬 は 
必ず し る 伝 貧 を 除外 し 得 な い 道産 馬 を 使用 し て いる . 土 見 の 材料 は 特に 脳症 を 起 し て いな い 加 馬 の 
脳 か ら も 同様 の 物質 を 得 て い る よう で ある . 然 ら ば この 特異 抗原 は Altara の 抗原 乃至 購 質 抗原 ⑰ と 
の 鑑別 も 一 応 必要 で あら う . ここ に 示 し た 写真 は 1953 北 海道 に て 開か れ た 日 本 獣医 学会 で 示し た 一 
部 で ある が , 自然 災 か ら は マウ ス 脳 に ウイ ルス を 分 離し , これ が 従来 の No.1 株 免疫 血清 で 中 和 さ 
れる こと を た しかめ て いる し , 写真 その 物 ふ も 固定 毒 と 自然 毒 で は 大 さ 形 状 に 於 て 鑑別 は む づ か し 
い . 本 病 毒 は 何れ 更に 精製 し て , 免疫 血清 に よる 沸 集 な ど を 検 する 予定 で ある . 





結 論 


43 伝 貧 固 定 毒 の 限 外 濾過 試験 に よる と 終末 点 は 42mp 従 つ て EIford に よる ウイ ルス の 天 き 
は 14^21mx で ある . 
2. 発作 時 思 馬 血清 を 材料 と する 自然 病 毒 (ウイ ルス ) の 電子 顕微 鏡像 は 径 20-60m/。 固定 圧 の 


それ は 20 一 40my で あつ た . 
3. 電子 顕微 鏡 撮 影 材料 と し た 是 馬 血清 材料 より マウ ス に ウイ ルス 分 離 固定 し , 従来 の No.1 株 免 
商 血 清 で 同定 され た . 


4. 本 ウイ ルス は 日 本 脳 燈 ウイ ルス と 限 外 江 過 試験 に よる 大 さ に 於 て 近似 する が , 免疫 学 的 に は 
明白 に 区 別 さ れる . 


本 研究 は 北海 道庁 伝 委 委 託 研究 費 に よる こと 大 で ある . 六 に 術 ん で 北海 道 知事 田中 敏文 , 総務 部 
長 金丸 三郎 , 農務 部 長 福岡 武 二 の 諸氏 並 に 同庁 田中 畜産 課長 は じ め 同 課 の 各位 の 御 厚 情 を 深謝 す 
る . 又 本 研究 に 当り 恩師 矢 追 秀 武 教授 , 故 細谷 省 昔 本 学名 稔 教 授 東大 農学 部 越 因 男 一 教授 は じ め 関 
係 各 位 の 御 激励 又は 御 援助 を 奈 く し た こと を 深謝 する . 
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Experinmental studies on equine Infectious anemia ( 包 IA) 「 
HIT. Ultrafiltration test on the mouse-fixed PIA virusa nd electron- 
micrograph of the native and mouse-fixed ELIA virus 


By 
Seiji Arakawa, Tiaki Kaneko, Tomio Seki, and Susumu Muto 


The Institute for Infectious Diseases、 The University of Tokyo 


1) The size of mouse-fxed equine infectious anemia virus has been estimated by means 
of Elford's ultrafiltration, uSing the graded collodion membrane. The 加 tration endpoint of 
the virus was estimated as to be 42mzz so that the size of virus was calculated at 14ー21 my 
by Elford's formula. ' は 

2) Native EIA virus.in the infectious horse seruml Was purified and concentrated by 
fractional ultracentrifugation, then subjected to the electron microscopic investigation. 
Spherical particles with size of 20 to 60mzz were .observed in the visual field. Mouse-fixed 
EIA virus that was the 10 suspension of infected mouse-brain in saline water was purifed 
and concentrated by the same way as mentioned above. Almost coincided with the size of 
the native virus, namely, the size of mouse-fixed virus was estimated as 20 to 40mz by 
electronmicroScODe. WW 5 

3) From the native virus material purified and concentrated by fractional ultracentrifuga- 
tion two strains Were isolated and fixed to mouse-brain. 

4) The size of the virus by ultrafiltration coincides with that of Japanese B encepha 


jitis virus. By virus neutralization test however the both viruses are quite different. 


税 伝 染 性 貧血 ( 伝 谷 ) に 関す る 実験 前 研究 
ーー PPE の GT 同 作出 復元 試験 


伝染 病 研究 所 
荒川 清二 , 武藤 進 , 村岡 信彦 , 稚 見 登 , 兼 干 千 秋 , 関 富雄 


前 報 の に 於 て 伝 妥 病 天 が マウ ス 脳 及び 財 化 鶏卵 に 分 離 で きる こと , この 分 離 病 毒 は 自然 毒 (上 馬 
碧 清 材料 ) で 免 論 し た 家 和 束 血 清 で 中 和 和 され る し , 分 離 病 毒 を 抗原 と し て この 自然 毒 免疫 血清 の 補 体 
結 倉 反 記 を 得 つ て 陽性 に 出る こと が た し か め ら れ た . 他方 この 伝 貸 マ ウス 固定 天 は 限 外 濾 過 の 上 か 
ら も , 電子 顕微 鏡 の 所 見 か ら ゃ 自然 病 毒 と 区 別 し 難い こと を 報じ た の. そこ で 本 病 毒 は 果 し て マウ 
ス に 貧血 を 起す か どう か . 及 馬 に この 固定 乃至 馴化 病 毒 を 接種 し た ら 如 何と いう 問題 に つい て 小 実 
験 を 試み た の で 報告 する . 


実験 材料 及び 方 法 


病 毒 材料 : 固定 毒 材料 と し て は No. 1 株 を 用 いた . マウ ス 接 種 材 料 に は 10%% 槍 思 マウ ス 脳 生 
理 食塩 水 乳剤 , 馬 復 元 用 材料 に は 財 化 鶏卵 難 尿 膜 10 多 生理 的 食塩 水 肖 渡 液 を と 用 いた . 

この 場合 軽く 遠心 し た 上 清 を Spinco 超 遠 心 器 rotor # 40 で 4 万 回 ( 約 100,000xG) 60 分 拉 心 し 
だ た 沈 溶 を 生理 食塩 水 で 1/100 原 量 に 洋 遊 し , 軽く < 遠心 し た 上 清 で この 病 毒 液 の マウ ス に 対す る 力 価 
を Reed-Muench』 の 方 法 に よ つ て 検 べ た と ころ , 濃縮 前 の 液 は 10~-5 濃縮 液 は 10-@3 で あつ た 
これ は 10 槍 思 マウ ス 脳 乳剤 より や や 高い か , 略 匹 英 す る 程度 に ある . 

使用 マウ ス : 血液 検査 用 に は 主として 18g 内 外 の 成 熟 マウ ス を 用 い , 0.5cc づつ 腹 員 内 に 注射 
し た . カ 価 の 検定 に は 10g 内 外 の も の を 用 い , 脱 内 に 0.02cc づつ 注射 し て いる . マウ ス の 採血 
は 尻尾 の 笑 端 を 暖め て か ら 鋭 利 な 安全 剃 力 の 丸 で 出血 させ 採血 直後 火 燃 に て 封じ た . マウ ス 仙 料 は 
一 般 に は 小麦 及び 少量 の 野菜 を 与え た が , 第 2 マウ ス 実 験 で は クロ レラ 飼料 は 市 販 合 成 飼料 (< 10 
の 割 に クロ レラ 飼料 , 対 央 群 で は クロ レラ の 代り に 大 豆 粉 を 10% 加え 1 ヵ月 飼育 し た も の を 使用 
に 7 た 。 

使用 馬 : 健康 な 8 ヵ月 の 当 歳 馬 で 肝 肛 宣 刺 及 び 血 液 検査 に より 所 詩 伝 妥 症状 の な いこ と を た し か 
め た . 採血 は 常に 館 投 与 前 の 一 定時 間 に 行 つ た . 血液 検査 器具 は 日 本 血液 検査 器械 検定 協会 の A 級 
検定 に 合格 し た も の を 用 い 日 本 血液 学会 の 検査 指示 に 従 つ た . 血色 素 量 16g/d1 が ザー リ 100 外 と 
な つや で W い る 。 


実験 成 貫 


マウ ッ ス 腹 際 内 接種 成績 (T): 第 1 表 及 び 第 1 図 に 示す よう に , 5 匹 の 平均 は 接種 前 赤血球 数 995 
万 血色 系 量 13.15g/d1 で あつ た . し か る に 接種 3 日 で は 体重 平均 0.6g 増 , 赤血球 数 及び 血色 素 
量 は 838 万 及び 10.9g/dl に 対し , 対照 815 万 及び 13.2g/dl で 赤血球 数 に は まだ 差 は で て いな い 
が , 血色 素 量 は 相当 低下 し て き て いる . 7 日 目 で は 接種 群 は 1 匹 死亡 し た が , 平均 赤血球 653 万 , 
血色 素 量 9.8g/d| と 低下 し た の に 対照 は 938 万 , 12.8g/dl と 常態 に 復 し た . 両者 の 血色 素 量 は 危 
険 率 1 錠 以 下 で 統計 学 的 に も 有意 の 差 が ある . 接種 群 は 11 日 目 に は 2 匹 に な つた が , この 2 匹 の 平 
均 は 590 万 , 8.8g/dl と 著しく 低下 した. 





-※※ 本 研究 の 一 部 は 昭和 30 年 4 月 , 第 38 回 日 本 獣医 学会 に 報告 じ た 















































































































































Table 1. Inoculation ef mouse-fixed virus (No. 1-strain ) to mice. 
AA. Exsperimental grouD. B. Control group. 
Deele aco 2 。。 Depav ili 2 
0 ] BW (@) 18.0 | 19.0 | 18.5 16.5 」Bwe)_ 20.0」、 5 人 あ FRJ9 5 
1 | RBCCMGD | si6| 10 | e.00 | s.40 | | +|RBCGMMD | 20| 59| mm20 
Hb gl l 皮 了 1。3 省 19 」 9.7 「 9.7 Hbgal 15.0 15.2 Le 
|Bw @) 7.5| no | io | js lswe) | z.5| 2 
2 | RBC CMilD 9.60| 9.60 | s.60 | 6.40 2 | RBCCMiID) 9.90 | 9.70| 10.40 
Eb 了 人 自信 ある 天 訂 人 上 人 8 Hb g/dl 電 3 16 | 14.8 
| BW Ge) 。 | 17.5| 70 | 198 東 | | |BW@ 19.5| 20.5| 18.5 
3 | RBC CMil) | 9.30| 7.90 「 7.50 | 3 | RBCCMi) 8s-50| 8.90| 8.20 
_Hb g 刀 培 | 14.5 12.8 | 9.5 | | | gl 1t.3| 11.8 |.10.7. 
BWCg) | 9.5| zo | z0.0 | | Bw ee2『 17.0| 17.0| is.s 
4 RBC (Mil) 12.00. 7.90 7.04 | 4 |RBCCM) 6 9.40| 7.40 _8.40 
| Hb 半 4 15.2」 10.4 | 10.1 2 PD gdL _12.8| 12.0 11.3 
Bey、。)。。。 1620 。16。5 2 | |LBw cgy | 18.5 | 。18、0 |。。14.5 
5 | RBC (MD | 10.20| 8.40 5 | RBcdMiD | 9.60|。920 ト 。20 
bg Wi2igl| 9.7 | Rb gl . | 124 由 1 証 抽 .9 
BW (g) 17.7 1 83 | 17.5 (1600 | BW (@) 19.1| 19.7| 17.5 
8 | RBC (MiH) | 9.95| 8.88 、6.53 | sr90 | 8 |RBCCMiD | 990| ss| wss 
LHD d8| ke wlesB cdDt9 ebaog。8:NN894M tilatlouge 13.5 | 13.2| 12.8 
Note: BW: Body weight “ Mill ニ Million 
RBC.: Red blood corpuscles 
Hb: Hemoglobin content 


BI.: Before inoculation 





Fig. 1 Inoculation of mouse-fixed virus (No. 1-strain ) to mice. 


AA. Figure of hemoglobin contet. 
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B. Figure of erythrocytes number. 
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マッ ウス 腹 陵 内 接種 実験 2: クロ レラ 飼育 群 9 匹 , 普通 飼料 飼育 群 10 臣 に, それ ぞ れ 伝 貧 固 定 毒 和 患 
マウ ス 脳 10 易 聞 剤 可 心 上 清 0.5cc を 注射 し , 対照 と し て 普通 飼料 飼育 群 8 匹 を 使用 し , 病 毒 接種 後 
10 日 及び 20 日 目 に 第 2 表 及 び 第 2 図 の 如く 大 体 半数 ずつ 殺 し て 血液 所 見 を 検査 し た . 対照 群 で は 10 
目 目 で 4 忠平 均 で それ ぞ れ 体重 約 1g 増 , 赤血球 数 は 約 100 万 増 , 血色 素 量 に 変り は な か つた が , 
クロ レラ 群 で は 5 匹 平均 で 体重 は 2g 減少 , 赤血球 数 は 191 万 減少 , 血色 素 量 は 13.3g/dl か ら 12.2 
g/d1 と な り , 普通 飼料 飼育 群 で は 5 匹 平均 体重 は 1 g 減 , 赤血球 数 299 万 減 , 血色 素 量 は 13.9g/qI 
か ら 11.7g/dl と な つて いる . 盆 20 日 目 に な る と 対 賠 群 は 4 匹 平 均 体重 2g 増 の 他 赤 血球 数 946 万 
か ら 975 万 , 血色 素 量 12.5g/d1 か ら 11.9g/d1 と な つて いる . 即ち 血球 数 に 変化 な く , 血色 素 量 
に も 大 し た 変化 は 認め な い . 固定 素 接 種 普 通 飼料 群 で は 4 匹 平 均 で 体重 に 増加 な く , 赤血球 975 万 
が 885 万 に な り , 血色 素 量 が 12.7g/dl か ら 実 に 8.0g/d1 に 下 つ て いる . 固定 毒 接 種 ク ュ レ ラ 飼 育 群 
で は 3 匹 平均 で 体重 に は 大 し た 変化 は な か つた が , 赤血球 数 は 1,026 万 か ら 830 万 に , 血色 素 量 
は 14.2g/dl か ら 10.6g/dl と 普通 飼料 群 ほ じ ど で は な い が 矢 張り 減少 し て いる . 


Table 2. 


Inoculation of mouse-fixed virus (No.1-strain) to mic, II 


入 . Standard feed* proup. 





B 1 


Days 









































































































































Days 10 5 信 | 20 
BWCg) 16.0 16.0 | BWCg) 16.5 18.0 
1 RBCCMI) | 10.50 8.90 | 1 | RBC(Mil) 11.00 8.90 
Hb gd 12.8 10.9 Hb gdl Ji54 8.75 
| BWCg) 13.5 11.0 BW(g) 15.0 15.5 
2 | RBCCMil) 7.80 7.20 | 2 | RBcCMil) 9.80 9.00 
| Hb gA 13.2 3 | WhEbp gm き 28I8WW1 む 3 
| BRW(g) 15.0 5 | BW(g) 17.5 N 17.5 
3 | RBCCMill) 23.00 11.00 | 3 |RBCCMiMD 9.00 「 8.60 
者 鹿 WRI80 19s5Ma sin2.8 Hb gl 11.8 8.9 
BWCg) 16.0 13.0 BWCg) 21.0 20.0 
4 RBCC(Mill) 9.60 9.70 4 RBC(Mill) 9・.20 8.90 
Hb gd 12.8 12.0 Hb gl 12.8 | 10.4 
BWCg) 14.5 14.0 | BWCg) 18.0 
5 | RBCCMil) _9.80 9.50 5 | RBCCMi) 9.80 
Hb gd 12.0 委 胡 見 Hb gi 14.1 
BW(g) 14.7 18.7 | | BW(g) 17.6 17.6 
8 RBC(Mill) 12.10 9・.21 「 8 R BC(Mill) 9.75 8.85 
Hb g/ 13.9 11.7 Hb gd 12.7 8.0 











※: Wheat and vegetables 


本 実験 は 臓器 殊 に 腸 臓 と 時 臓 の 病理 所 見 を 検 す る 予定 で あつ た が , 
いし て あつ た 所 , 同 教 授 の 急 逝 に あい , 材料 の 大 分 が 行方 不明 と な つて 了 つ た の で , 何れ 再 実験 す 
る 予定 で ある . 


材料 を 故宮 崎 吉 夫 教授 に お 原 
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Table 2. 
B. Chlorella feed# ま group. 
> 際 Mt) 光 PLBwldH10 . | - 梓 。「Da 還 大 10 
RC | 層 5wlvdnro | na 還 証 還 証 
f RBCCM) | 12.00 」。』 9.60 | 1 RBCCMHD 「 11.50 
IHb gei | 12.8 19.9 IHb gas | 押 65 
| RWCg) 13.5 1.0 | 。』iRWCB0. 旨 還 議 時 14.5 
2 | RBC(MiL) 11.50 9.37 1 2 _RBC(Mi) ' 12.00 。 9.10 
| Hb gd Ji | 120 | 上 10 LlHb ga 15.2 10.9 
|RWCg) | 80 有 」RW(g) 13.5 13.0 
3 「 RBC(Mi) ua 10.60. 8.07 ] 3 RBCCMil) 9.60 6.90 
Hb gl 19.2 14.1 Hb gau 12.0 9.6 
| R WCg) | 14r5 14.0 | RWCg) | 14.5 13.0 
4 |RBC(Mil) | 10.80 | 10-00 4 「 RBC(Mil) | 920 8.80 
| Hb g/l 14.5lbuslg 下 0 Hb ge 提議 70 
RWCgDavKN | 13.5CgIWat3.0 間 科 軸 RgD 14.8 16.0 | 
53|RBCCMMO。 | tt 950 8 | RBCCMil) | 10.26 』 8.30 
| Hb g/dl 14.0 | 。 rd0.9 JUL ed 本 13.4 a0.6 
RW( g) 14.5 | 人 1 | consisted of 1. part of CordiMpd4Eal96ma 9 
生生 9 すら 0 ー! _  . | partS_ of complete feed EGO DGG GE 
8 | RBCCMi1) 11:22-・ | 9.31 | yeast co.)containing crude protein 24.93 ぢ ,fat 
に ( | 5.53% carbohydrate 48.12 め , fiber 3。58 ぢ ,. 
Hb g/ er キー 2.2 4 











| ash 6.29 労 。 and others. 
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Days し] 5 遇 | 10 | 「 Days B 1 20 “ 
ULDOOUUOUUUUUEE SB 且 中 RFP PF 
1 | RBCCMil) 20.10 | Hi:70 1 | RBCQAHID し 4| _9.25 。 店 260W2 
| Hb gl 人 朝 陳 で 本 4 NM gAL WM/ 6 間 守 2 7 
| RW(s) 人 | RWCg) 人 。 17.0 6 2 
2 「 RBC(Mil) 8.40 9.80 2 RB B CQGD 了 衣 9.70. いい 寺 9.50 
Hb wa TTP 電 開 昌 FTPTWP'Oy/SWITT 和 1 
| RWC(S) 14.5 6 ' 懲 吉 汗 「 】 | RWCg) と 滅 | _ 18.5 | 20.0 
き 「 RBC(Mil) 「 9.50 ' 10 | 3 | R 母 (MiU) | 8.70 8.70 
| Hb gl 本 0 に ド | 昌 四 Gu 13.2ー 二 15.8 
「 RW(g ) 17.5 17.5 し 5 「 RWCg) 、、 | Tv0 0 た 
4 「 RBC(Mill) c60 9.90. - 10.50 4 | RB KM > が 10.20 6 も ' 11.20 
Tb ga 隊 ま weGYE2U | し ms も lm - き *A 狗 あの 証 た 宮 0M 
RWCg) 時 トド 世 捧 が 月 ト _ 15.9 | | RWwCg) 8 を 17. 1 NN は M 1 
| ョ RBCCMil) 叶 WP ] 0.52 8 LRBCCMil) の た 9.46 」 5 | 
Hb gi 放 e 9- | 、| mmb Wu nA 
※: _consisted of 1part of soy bean- meal and 9 本 of ・ *complete feed for T1ce" COriental yeast CO. ) 


周 定 雪 任 馬 接種 成績 : 静脈 に 濃縮 液 110cc, 皮下 に 濃縮 し な い _10% 絹 尿 膜 食塩 水 乳剤 200cc 
を 注射 し た 熱 型 。 赤血球 数 及び 自 血 球 数 は 第 3 図 の 如く で あつ て , 熱 は 接種 前 の 38.2" し て か ら 翌 
還 3830 と な 第 9 ま 多少 上 上 り は や め , 第 5 日 及び 第 7 日 88.8"C じ と な つた が 、 一 時 低下 , 
第 5 目 に 再び 38.8?C に 上 り ) 翌 目 88.3"C に 下 つ た が , 第 17 目 に 39.3?C と 上 蝶 し , 翌日 か ら 下 
降 旭 第 25 且 に 89J1?⑥ 第 27 且 39.57C と 上 り , 駐 下 降 し た . 即ち 接種 17 日 と 27 日 に 発熱 が あり , 
狗 ち 下 熱し て いる . 音 oo や 衰え , 眼 結 膜 , 邊 粘膜 の 充血 が あつ た . 
第 3 目 食欲 快復 , 元気 も 多少 よく な る . 眼 結 店 , 鼻 粘膜 充血 あり . 第 4 日 食欲 , 元気 旧 に 復 す . 加 
便 . 眼 及び 上 鼻 粘 膜 充血 . 第 5 六 夫 交 決 用 し . 第 6 日 前 日 同様 第 7 日 食 欲 1/3 に 衰え , 元気 
な く , 第 8 目 以来 粘膜 罰 血 症状 あら は れ , 心音 に 雑音 きこ ゆ . 第 12 日 横 恥 が 特に 目立つ . 第 15 日 心 
音 の 雑音 強 し . 第 15ー17 日 干 草食 せ ず . 以後 漆 枯 復 に 向う . 本 馬 は 管理 の 都合 上 38 日 に て 他 へ 
移動 を 余儀 な くさ れ た の で 観察 を 中 止 し た . 

自 血 球 数 は 姜 種 前 の 6,400 か ら 第 3 日 8,500 で 多少 増 多 を みせ て か ら 減 少し , 第 5 日 に は 4,200 
を 低 選 し ) 以後 天 し た 変化 は な か つた が , 第 12 日 より 14 目 に か け て 7,400, 7,900, 8, 200 と 増加 , 
その 後 再 び 減 少し , 27 日 (発熱 当日) 前 月 の 4.000 か ら 6,000 に 増加 , 28 日 に は 6,600 と 上 葉 し , 
再び 減少 。 第 31 目 以後 状 次 68,000 に 眉 復 し て いる . 

赤血球 数 は 接種 日 720 万 か ら 尊 次 下降 し て 行き , 第 12 日 に 400 万 , 第 15 量 に は 実に 320 万 と 下降 
し た . 翌 目 660 万 と 急 に 選 復 し て 以後 500 万 と 600 万 の 間 を 上 下 し た . 血色 素 量 は 接種 日 12.0g/dI 
が 第 12 目 9.1g/d1 第 15 日 は 8.1g/dl と 下降 し た . 第 20 日 は 赤血球 数 600 万 と 居 復 し て いた が , 血 
色素 量 は 依然 8.8g/dl, 第 27 日 発熱 当時 は 10.9g/dl と 眉 復 し て いた . 

赤血球 沈降 速度 は 第 15 日 , 30 分 , 1 時 間 , 2 時 間 , 24 時 間 で それ ぞ れ 115, 129, 145, 154mm で 
あつ た が , 第 27 目 熱発 時 も それ ぞ れ 111, 128, 142, 153mm で あつ た 。 





Fig. 3. Re-transmission of mouse-fixed eduine・ 
infectious anemia virus (No. 1-strain) to a pony. 


考 察 


マウ ス に 固定 毒 を 注射 し て 貧血 を 起す か ど 
うか は 一 応 試 みる べき 実験 で あつ た の で , と 
りあ え ず 5 匹 に つい て 固定 毒 を 接種 し , 同数 
の 健康 マウ ス と 対比 した. 成績 で は 貧血 の 症 
状 を 臨 条 的 に みとめ る こと が で きた . 弥 に 接 
種 第 3 日 で は 体重 は 対照 と 全く 同じ 体重 増加 
を 示し , 赤血球 数 も 対照 と 変り な い の に 血色 
素 量 で は 明か な 差 を 示 し た . し か ぁゃ 1 週 後 で 
は 赤血球 数 は 対 で は 既に 眉 復 し て いる の 
に , 駐 血 色素 量 に 変化 が な い の に 病 毒 接種 群 
で は 赤血球 数 も 300 万 の 減少 を 示 し , 血色 素 
量 も 13.8g/dl か ら 9.8g/dl に 低下 し , 遂に 
11 日 で は 赤血球 数 500 万 台 , 血色 素 量 8.7 に 
な つて 子 つ た . マウ ス で は 血液 検査 の た め の 
採血 それ 自体 大 き な 出 血 で ある か ら , 自然 に 
倫 血 は 起す わけ で ある が , それ に し て も 対照 
で は 一 応 尺 復 し た 時 に 赤血球 340 万 , 血色 素 
量 4g/dl の 減少 を 来 し , 推計 学 的 に も 危険 率 
1 多 以 下 で 血色 素 量 の 減少 は 有意 で あつ た . 
更に 11 日 目 に は わずか に 2 匹 に 減少 し た が , 
は じ め よ り 赤 血球 数 400 万 , 血色 素 5.1 g/ql 
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v ぽ 減少 し 貧血 の 度 は 強く な つた . 

アン ミ 念 の 為 臓 器 就 中 肝臓 及び 腫 臓 の 病理 組織 学 

1 っ [ 的 所 見 を 検 す る 目的 と 飼料 (< よる ウイ ルス 耐 

E 性 の 効果 を 検 する 目的 で 固定 毒 接種 後 10 日 目 

N 20 日 目 と で 採血 及び 解剖 し て 調べ た 所 見 で も 

FIT 同じ く 対 照 は 体重 , 血球 数 。 血色 素 量 10 日 で 

J く い 交 化 な く , 20 日 で は むし ろ 増 加 を 示 し て いる 

っ NT し の の に , 固定 毒 接種 群 は 何れ も 減少 を 示す . ク 

1 8 Ss ロレ ラ 群 は 普通 飼料 群 に 比 し 多少 と ゃ 減少 の 

まい る 導 叶 度 が 少 か つた の は 栄養 素 に よる ウイ ルス 耐性 

ブッ ミ ら きき す の 影響 を 示唆 する . 肛 器 病理 所 見 は 宮崎 教授 

『 0 全 の 急 新 に より 不可 能 と な つた た め 後 目 再び 検 

9 | 討 し た い 。 た ゞ これ が 一 般 に 貧血 を 起き め 病 

ao る る さる 88 3 毒 を 対 央 と し て 検査 する こと が 必要 で あり , 

き 科 人 9 久 仙人 馬 昌 うず ト k 由 病理 組織 学 的 検査 も 行う こと が 望ま し いと 思 

au 弓 弓 紀 弓 呂 ら う の で , 今後 更に この 点 に つい て は 討 究 し た 

も fPeud 人 

Pepie 6 の 本 し 





馬 へ の 復元 試験 に つい て は 接種 12 日 目 頃 よ 
り 横 恥 が 眼 立ち , 赤血球 数 が は じ め 7 一 800 


万 程度 あつ た も の が 500 万 と な り , 血色 素 量 も 72g か ら 57g と 下 つ た . し か も 日 を 人 逐 つ て 赤血球 数 
は ます ます 減少 し , 第 15 日 に は 330 万 と な り , 血色 素 量 8.2g/dl, 赤血球 沈降 速度 も 30 分 115mm 
と 速め られ , 心音 に 雑音 を みる に 至 つた . 食欲 も 奏 え 王 草 も 食べ な く な つた . 第 17 日 に は 体温 も 
39.7?C と 上 穫 し た . 接種 前 は 38.0“C…38.2?C 程度 で あつ た か ら , これ は 相当 な 上 時 で あろ う . 唯 
赤血球 数 は 16 日 より や も 尺 復 し て いる が , それ で も 第 20 日 血色 素 量 は 8.3g/d1 し か な い . 反 之 第 27 
目 に は 発熱 39.6?C に 及び 赤血球 の 沈降 速度 も $ 第 17 日 の 時 の それ に 匹 区 し , 赤血球 数 630 万 で あつ 
た が , 血色 素 量 は 10.9g/dl と 多少 佑 復 し て いた と ころ を みる と , これ は 貧血 と は 特に 関係 は な い 
と 思 は れる . 

復元 試験 で 静脈 内 濃縮 液 110cc, 皮下 に 濃縮 し な い 液 200cc を 注射 し た こと は , 一 般 に ウイ ルス 
性 疾患 で は その ウイ ルス が 他 の 動物 に 馴化 し 難い の に 肌 化 を 果 し 得 た 場合 は 原 動 物 に 対す る 病原 性 
を 著しく 低下 させ る ( 例 へ ば 癒 靖 , 狂犬 病 ) 故 ぬ で きる だ け 大 量 を 注射 すれ ば 症状 を 発現 せしめ う 
る の で は な いか と いう 考え か ら で あ る . 

Dreguss 及び Lombard は マウ ゥ ス に 通過 第 5 代 の 肺 及 び 腫 臓 の 材料 2cc を 健康 馬 の 静 脈 内 に 接種 
し た 処 , 接種 前 99.5100.50F (37.5?C ン 38.1?C) あり し 体温 が 第 6 日 101.2F (38.4C) で あつ 
た が , 52 日 目 に 伝 貧 馬 血清 を 5cc 注射 し た ら 定 型 的 発症 を し , 後 慢性 型 に 移行 し た と いう . 

又 マ ウス 3 代 通 過 の 肝 , 有 , 腎臓 材料 を 4cc 注射 し た が , 熱発 すら 起き な か つた と いう . 之 を 毒 血 で 
攻撃 したら 遅 発 性 の 発症 を し , 42 日 目 に 死亡 し た . し か し マウ ス に 病 毒 が 多少 と も あつ た こと は マ 
ゥ ス 材 料 を 注射 し て か ら の 血清 の アル ブ ミ ンー グロ ブリ ン 比 A/G が 接種 か ら 接種 22 日 目 に 0.61 か 
ら 0.835 に 下 つ て いる . 又 次 の 還 で 発熱 し な か つた と いつ て 不 顕 性 感染 を 除外 し 得 な い . それ は 新 
し い 宿 詩 に 肌 化 する と この 病 毒 は 馬 に 対す る 著 し い 毒性 を 失う こと が 考え られ る と し て いる . この 
際 彼 は “貧血” の 症状 に つい て は 何等 記載 し て いな い . 彼 の 考 を 青 定 する に は 著者 待 の 如く 当然 大 
量 接種 を 行う べき で あつ た . この 点 に つい て 著者 等 は 彼 待 の 実験 に 一 歩 を すす め て いる と いえ よ 
う . し が し 彼 は 復元 接種 し た 馬 に は 四 馬 血清 を 注射 後発 熱さ せ , その 血液 を 健康 馬 に 注射 した. こ 
の 馬 の 発熱 時 の 血液 材料 に は 多少 マウ ス に 馴れ た 病 毒 も 混 つ て いる 管 だ か ら マ ウス に 如 化 し 易い と 
いう 考え で , 之 を マウ ス に 9 日 間隔 で 腹腔 内 及び 経 鼻 感 染 継 代 し た . その 5 代目 の マウ ス の 肝臓 及び 
肌 臓 材料 の 4cc を 馬 の 静 脈 内 に 注射 し た ら ,18 日 及び 19 日 目 に 熱発 が あり ,25 及び 34 日 目 に 再び 発熱, 
赤血球 も 100 万 強 ほ どの 一 時 的 減少 が み ら れ た と いう . 又 この 馬 の 接 種 8 日 目 の ク エン 酸 血 3cc を 馬 
に 注射 し た と ころ , 接種 4 及び 5 日 に 軽い 発熱 が あつ た と いう . この 馬 か ら 注 射 10 日 目 に 採血 し た 
血清 を 2 頭 の 馬 に 5cc づつ 静脈 内 に 注射 し た と ころ , 発熱 貧血 及び 病理 組織 標本 で 貧血 を 起 し た 
と いう . 即ち 最初 の 復元 試験 は 何と も いえ な い 成 績 で あつ た が , この 馬 を 毒 血 で 攻撃 発熱 し た 血清 
で マウ ス 通 過 を や り , その 材料 を 更に 馬 に 復元 し , その 発熱 後 の 血液 を 2 頭 の 馬 に 接種 し て 伝 貧 症 状 
を た しかめ 得 た と いう . これ が 真 で あれ ば 朋 化 病 毒 が 病原 性 を と り 戻 し た と いう こと に な り , 一 般 の 
定 則 か ら は は ずれ る . 恐らく この 程度 の 通過 で は まだ ウイ ルス の 馴化 は 行わ れ て いな か つた と みる 
べき で あろ う . 馴化 ウイ ルス 病 毒 な ら ば 大 量 接 種 で 比較 的 軽微 な 病 症 に 終り , 更に この 発熱 時 の 血 
清 を マウ ス に 接種 すれ ば マウ ス は 容 多 に 稚 思 する 管 で て, われ われ も これ を 試 むべ き で あつ た と 思 
う ・ 機 を 得 て 再 検 し た い . 

祥 騰 化 鶏 卵 共 養 7 一 11 代 即 ち 角 尿 膜 , 卵黄 要 , 尿 液 そ れ ぞ れ の 通過 方 法 で 菩 養 し た も の を 一 緒 に 
し た 材料 を 10cc 皮下 に 馬 に 接種 し た . 48 日 間 の 観察 期間 中 一 度 も 著しい 発熱 は な か つた . 有毒 血 
を この 目 に 注射 し た と ころ , 13 日 目 に 40.6"C の 発熱 を 以 て 定型 的 発症 を し た . し か し 鶏卵 材料 接 
種 6 日 目 に 約 100 万 の 赤血球 減少 を みた . 又 20 日 目 に 接種 前 に 比 し 同じ く 180 万 の 減少 が あつ た と 
いう . 血色 素 量 は 12.8g/dl か ら 10.4g/dl (第 8 日 ) 及び 10.6g/dl (第 31 日 ) に な つた . 自然 毒 
の 攻撃 接種 で も それぞれ 230 万 及び 3g の 減少 が 5 日 の 間 に み られ た が , 免疫 の 完全 成立 は 認め ら 
れ な か つた . し か も 時 化 鵜 卵 接種 で も 病 毒 は 含有 され て いる こと は 接種 馬 の 血 液 の 変化 か ら 強い 瞳 


示 を うけ る と 述べ て いる . 

又 予 備 実験 で 6 代 及び 8 代 通 過 材 料 の 混合 を 5cc 静脈 内 注射 し た と こ ろ , 接種 13 日 に 軽い 発熱 が 
あり , 35 か ら 41 日 に も 同様 に あり , その 後 の 4 カ 月 に も 3 て 5 是 の 発作 が 繰返し あつ た 。H4 目 目 に 
赤血球 数 は 170 万 , 血色 素 量 は 2.9g 減 つた し 自 正 球 数 は 低い 正常 値 用 至 減 少 定 を 示し た と れ は 
定型 的 伝 貧 に み ら れ る 像 で ある と いう . 1cc の 毒 血 静脈 内 注射 で 通常 より 軽い 発症 で あつ た . 上 上 記 
2 頭 の 接種 前 の 血清 を 一 緒 に 健康 馬 に 注射 し て も 異状 は な か つた ・ つま り 遇 化 鶏卵 培養 で は 瞳 示 的 
な 結果 を 得 た に 止ま り , 吾 人 の 成績 の よう な 判 き り し た 貧血 は みとめ な か つう だ: 

これ は 馴化 毒 が 馬 に 対 し 弱毒 化す る こと を 指摘 し 生 ら , 注射 し た 量 が あま り に も 少量 に すぎ た た 
めで あつ た こと は 特 人 の 成績 か ら 首 衣 きれ る と 思う 。 


誤 


小曲 


伝 貧 マ ウス 問 定 毒 は マウ ス に 貧血 症状 を 起 さ せる . 叉 同 固定 毒 の 大 量 を 仔馬 に 本 元 接種 すれ ば 当 
血 症 状 を 起き せ う る 
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Experimental stundies on equine infectious anemia (IA ) 
TIV、Alteration of blood jn mouse inoculated with the mouse- 
fixed equine infectious anemia virus and re-transmission 
test of the virus to as pony 


By 


Seijl Arakawa, Susumu Muto, 十 sunehiko Muraoka, Noboru Tsurumi, 
Tiaki Kaneko, and Tomio Seki 


The Institute for Infectious Diseases, The University of Tokyo 


Adult mice weighing about 18gm inoculated intraperitoneally with 0.5cc of 10 saline 
suspension of mouse-brain infected with mouse-fixed equine infectious anemia virus. The 
mice inoculated with the virus showed remarkable decrease in number of red blood corpuscles 
and hemoglobin content while that of the control mice remained almost unchanged. 

A pony was inoculated subcutaneously with 100cc of suspension of the fixed virus 
cultured in fertile hen's chorioallantoic membrane concentrated 100 times (LDs。 : 10-6.3) and 
subcutaneousIy with 200cc of original suspension (LDs。: 10-5). Fever attack with cardiac 
murmur, marked decrease in red blood corpuscles and hemoglobin content, leukopenia, 
lateratiort of mucosuSs membranS etc. appeared at 17 days after virus inoculation. 
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起 伝 染 性 貧血 ( 伝 貧 ) に 関す る 実験 的 研究 
第 5 報 マウ ス 固 定 伝 貧 病 毒 を 抗原 こす る 愚 馬 面 清 を その 他 の 
補 体 結合 反応 (CEFT) 及び 洗 隆 反応 (PT) に つい て 


東京 大 学 伝 落 病 研 究 所 
荒川 清二 , 兼子 千秋 , 武藤 進 , 鶴 見 登 , 村上 勝俊 , 関 富雄 


Hempel (1909)? は 患 馬 髄 の 抽出 物 を 抗原 と し て , 伝 貧 馬 血清 の CF を 試み . この 反応 は 伝 
谷 の 診断 に は 価値 が な いこ と を 報じ た . Wirth (1918)2 も CF に つい て 見 る べき 成果 を 得 て い な 
い . 然るに Lihrs (1921)3) は 少数 の 患 馬 の 腎 , 腫 及び 肝臓 か ら の 抽出 抗原 は 発熱 中 に 採血 し た 血清 
に は 陽性 で , 無 熱 時 の 血清 で は 陰性 で ある と いう . Zeller (1924④ も 同様 な 結果 を 得 た が , 無 熱 時 の 
血清 で は よい 抗原 を 使用 し て も 極少 数 陽性 に 出る だ け で ある と し た . Mohler (1936)5) は 患 馬 の 肝 
臓 蒸溜 水 抽出 物 を 抗原 と し て 陽性 の も の が ある こと を 報じ た . し か し 採血 の 時 期 に よ つ て 陽性 陰性 
が 定か な ら ず , 又は つき り し た 実験 的 伝 貧 で 陽性 に 出 な か つた と いう . Traub 等 (1941)9 は 伝 貧 
材料 で 超 免 疫 し た 馬 は 肝 臓 抽出 抗原 で 陽性 で あつ た が , 野外 の 成績 で は 25 頭 中 1 頭 の み が 陽 性 に 出 
過ぎ な いと いう . 並河 (1943)2 は 血清 材料 を その まま 又は 電気 泳動 抗原 を 用 いた が , 実用 上 みる べ 
き 成 果 を 得 て い な い . Dreguss 及び Lombard (1954)8 は 患 馬 の 肝 , 腎 , 腫 , 肺 , 沙 血 々 球 等 を 抗 
原 と し て 行 つ た が , 陽性 度 が 不 規則 で 一 貫 性 が な く , か つ 実 用 上 余り に 力 価 が 低い と し た . 双 急 性 
期 の 血清 を 抗原 と し た 場合 も 健康 馬 が 陽性 と な り 和 失敗 し た . 然るに Altara 等 (1952)9) は 患 馬 の 肝 
臓 ア ル ュ ー ル 抽出 物 を 抗原 と し た 補 体 結合 反応 を 行い 良 果 を 得 , 葵 来 各 国学 者 の 追試 を うけ た . 本 
折原 は 市 川 等 (1956)1) に よる と 脂質 に よる も の で あつ て , ウイ ルス が 含ま れ な いこ と を 示唆 し 
た . Ulbrich (1956)② に よる と 本 抗原 は 非 特典 的 で 健康 馬 の 有 抽 出 抗原 と 等 価 で カル ジオ ライ ビン 
に 一 番 近 いと いう . 

沈降 反応 に つい て は 了 臨時 馬 疫 調査 委員 会 (1914)③, Lihrs (1921)3 並 河 C1943)2, 村 村 (1943) 
等 の 試験 が ある が , みる べき 成果 を 得 ず , Dreguss 及び Lombard8) も 初発 熱 待 の 血清 を 抗原 と し 
で 愚 馬 血 清 に つき 行 つ た が , 判然 た る 結果 を 得 ら れ な か つた . 根 涯 等 (1955)9 は 伝 貧 馬 臓器 より 得 
た 美 脂 質 抗 原 に よる 沈降 反応 が 有望 で ある と いう . 

汚 川 筆 (1952, 1953)@ は 伝 貧 病 毒 が マウ ス 脳 駐 は 遇 化 鶏卵 に 分 離 で きる こと , 本 病 毒 を 抗原 と 
し で 患 馬 血 清 が 特異 的 CF を 起す こと を 報じ た . 夢見 (1955)?⑦ は 患 馬 よ り 得 た 自然 病 毒 を 抗原 
と し て CF 下 を 行い 陽性 の 成績 を 得 て い る . 

し か し 上 記 荒 川 等 が 試み る 迄 は 多く は 病 毒 その も の を 抗原 と せ ず , 従 つ て 陽性 度 は 高く て も 非 特 
壮 的 で ある か , 愚 馬 を 材料 と する 為 に 常に 容易 に 一 定 の 抗原 を つく る こと が むず か し か つた . 病 毒 
その 物 を 抗原 と する 意図 は あつ て も 病 毒 その 物 の 確認 に つい て は 必ず し も 明か な ら ず , まし て 力 価 
力 至 抗原 価 の 決定 な ど 及 び も つか な か つた . 荒川 等 は この 点 に 鑑み 1954 以 来 マ ウス 固定 毒 又は 時 化 
凌 卵 通過 病 毒 を 抗原 モ そ す る CFTT 又 は PT を 引 つ づき 行い , 実際 の 診断 に も 利用 し うる こと を み と 
め 得 た の で 報告 する . 





実験 材料 及び 方法 


CFTT の 術 式 は 第 1 報 に 記し た 如く で , Kolmer 法 の 変 法 で 所 詩 ア メリ カ 陸 軍 軍 医学 校 法 に より , 
科 体 は 2 充 単位 , 抗原 は 4 単位 , 溶血 素 は 3MHD を 用 いた . 


血清 の 非 働 化 は 60“C 20 分 水浴 に よ つ た . 標準 血清 は マウ ス 脳 を 抗原 と する 時 は 謀 尿 膜 材料 此 
尿 膜 抗原 を 用 いる 時 に は マウ ス 脳 材料 を 以 て 正常 モル モツ ト (体重 500g) の 脳 内 に 0.15cc 注射 
し , 3 週間 後 採 箇 し た も の で ある . 抗原 は 租 思 マウ ス 脳 又は 答 患 北 化 鶏卵 尿 膜 を 10 め の 割 に 0.85 
食塩 水 CpH 7.6) で 乳剤 に し , 之 を 5 回 凍結 融解 し, 5, 000r.p.m., 60 分 遠心 し た 上 清 で ある 。 上 
清 に は 56“C 20 分 加 温 し た 正常 モル モッ ト 血 清 を 2 の 割 に 加え た . 対照 の 正常 抗原 に は 稚 思 し な 
い 健 康 な マウ ス 脳 又は 映 化 鶏卵 妊 尿 膜 を 同様 に 調製 し た も の を 用 いた . 

判定 は 100, 75, 50, 25 溶血 阻止 を それ ぞ れ 4, 3, 2 1 で 示し , それ より 多少 強い か 弱い 次 
血 度 は 右 肩 に それ ぞ れ 二 か ー を し る し た . 溶血 阻止 50% 以上 を 陽性 と 判定 し た . 血清 及び 抗原 対 
照 が 基 か で も 抗 補 体 作用 を 示 し た も の は 成績 か ら 除 外し た . 

沈降 反応 に は 径 1cm 長 さ 12cm の 小 試験 管 に 1cc の 倍数 稀釈 され た 各 血 清 を 入れ , 1 欠 の ア 
ラビ アゴ ム 溶 液 の 0.5cc を 重層 させ て か ら 1cc の 抗原 を 重層 させ た . 抗原 は CFT の も の と 同じ 
で ある . 反応 陽性 の 時 に は アラ ビア ゴム 層 に 自 輪 が 生ずる . 

馬 接種 材料 に は 家電 衛 生 試験 場 よ り 分 与 され た New Hampshire 株 を 健康 馬 に 接種 し , その 発作 
時 血清 で ある . 接種 馬 は 当 歳 馬 で 予め 血液 及び 肝臓 刺 材料 検査 で 伝 貧 所 見 な きも の を 用 いた . 

豪州 馬 血 清 は 横浜 税関 繋 留 中 の も の か ら 採 箇 さ れ た も の で , 入江 所 長 の 御 厚 意 に よる . フラ ンス 
馬 血 清 は G. Ramon 教授 の 御 厚意 に より Alfort の 仏 国 農務 名 Laboratoire central de recherches 
yeterinaires 所 長 〕. Veree 教授 より 荒川 へ 宛 送 附 され た も の で , 健康 馬 よ り 得 られ た も の , 患 馬 血 
清 は 一 頭 よ り 得 た 2 種 (A, B) の 血清 で ある . 

カル ジオ ライ ピン は 住友 化学 工業 K.K. 製 の ガラ ス 板 法 抗原 を 用 いそ の 定性 法 に よ つ た . 対 冊 
に 用 いた 人 梅毒 患者 血清 は 予 研 村田 良介 博士 の 御 厚意 に よ る. 











実 験 成 績 


1. 接種 稚 患 馬 の CF 芽 成績 

New Hampshire 株 接種 発作 時 の 馬 血 清 415cc を 皮下 に 接種 し た 健康 当 才 馬 の 熱 型 及び 血液 所 見 
は 第 1 図 の 如く で , CFT は 接種 前 , 接種 6, 10, 15, 18 日 目 と 検査 し た . 接種 し た 午後 より 多少 
37.8?C 38.19C) の 上 昇 を 示し , この 38?C 台 が 1 週間 ほど 続い た が 接種 10 日 後に 更に 0.5 て し 












































Table 1. 
Complement fixation test of pony serum inoculated with native YiruSs. 
Day of ( 語 > 計 」 E 8 | S 3 | で (の ヶ ク が 
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BTI: Before inoculation of Virus 
Ai: After inoculation of virus 
SC: Serum contro1l 

AC: Antigen control 
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内 外 上 用 , 接種 15 日 に 突然 熱発 作 (41.2 っ 41.4"C) 
を 起 し た . 接種 15 日 後 及 び 18 日 後 は 担 鉄 細胞 それ 
ぞ れ 白血球 10, 000 視 野中 2 筒 及び 6 簡 出 現 , 接種 
20 日 目 に 全 採血 し た . 肝 及 び 肛 臓 に は 特別 の 変化 
を みとめ な か つた . 血液 所 見 は 接種 前 赤血球 782 
方, 自 血球 8, 400 及び 血色 素 量 10.9g/dl 以下 そ 
れ ぞ れ 6 日 後 は 814 万 , 6, 000 及び 13.6g/ql, 10 
日 後 715 万 , 4, 000 及び 9.6g/dl 15 日 後 696 万 , 
4,200 及び 12g/ql, 16 日 後 573 万 , 4.600 及び 
12g/dl, 17 日 後 609 万 , 5, 000, 12g/qdl, 18 日 後 
720 万 , 4, 900, 12g/d1 で あつ た . 赤 血球 沈降 速 
度 は 接種 前 10 分 20mm, 30 分 117mm あり し も 
の が , 接種 15 日 後 で は 10 分 125mm, 30 分 135m 
m, 18 日 後 で は 10 分 で 90mm, 30 分 142mm, と 
な つて いる . 即ち 貧血 所 見 は さほど 強く な か つた 
が , 「 血 沈 」 は 促進 され て いた 程度 で ある . し か し 
CF 華 所 見 は 第 1 表 に 示す よう に 接種 15 日 より 陽 
眉 :4 な つた 。( 第 1 表 ," 第 1 図 )、 

2. 愛 州 輸入 馬 血 清 の CF 

喪 州 より 輸入 され て 税関 緊 留 中 の 血清 を 横浜 税 
関 入江 所 長 の 御 厚意 で 頂戴 し た も の に つい て みる 
と 第 2 夷 の 如く で 1954 で は No. 1 一 No. 30 中 No. 
18 が 1:4 で 1 度 の 藩 血 阻止 を みた の み で 全 
く 陰 性 で あつ た . 又 1955 一 6 で は No. 1 一 No. 20 
の 20 頭 あ り , この うち No.4 No.10, No.13, 
No. 15,。 No. 19 に 25%% 内 外 の 沙 血 阻止 を 血清 
対照 乃至 抗原 対 冊 に みとめ , 即ち 多少 の 抗 補 体 作 
用 を 被 検 血 清 に みとめ た 他 は 全部 除 性 で あつ た . 
(第 2 表 ). 

3. 1956 芝 浦 層 殺 場 に 伝 健 馬 と し て 送ら れ た 馬 
の 必殺 処分 時 の 血清 の CF 生 と 肝臓 病理 組織 所 見 
と の 対比 . 

CF 芽 の 成績 は 第 3 表 の 刀 く で 屋 殺 上 是 の 初期 即 
ち 一 斉 検査 の 行 は れ は じ め た 頃 の 馬 は 100% 陽性 
で あつ た が , 以後 状 減 の 傾向 を 辿 つ て いる . 即ち 
7 月 5 日 採血 の 分 10 頭 中 10 頭 , 9 月 8 日 の 分 13 頭 
中 13 頭 , 9 月 10 日 の 分 9 頭 中 8 頭 (89), 9 月 19 
日 の 分 7 頭 中 6 頭 (86), 9 月 21 日 の 分 2 頭 中 1 
頭 (50%), 9 月 22 日 の 分 7 頭 中 4 頭 (56) 陽性 , 
9 月 28 日 の 分 2 頭 中 2 頭 共 際 性 (0), 10 月 3 日 
の 分 6 頭 中 2 頭 , 10 月 4 日 の 分 7 頭 中 5 頭 (71 め ) 
陽性 , 10 月 12 日 6 頭 中 6 頭 共 陰性 , 全体 と し て 68 
頭 の うち CFT 陽性 49, 陰性 判定 不能 1 頭 で 陽 





Table 2. 
Complement fixation test between imported horses sera and mouse-fixed virus antigen. 
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Table 3. 
Complement fixation test with mouse-fixed virus antigen and serum of horses 


which were diagnosted as E IA by regular esamination (1956). 































































































































































































「 CA) 
Day oi 「 No. of | Dilution of serum 

ingr horse 「 和信 「 1・ 「 16 ・ 32 「 9 

Jaly 5, 1956 2 基 9 は ん 30 0W 上 0 

1 66 了 4 4 0 を 4 杏 に 0 

67 0 2 表 前 0 「 0 

は 68 0 4 w [ 0 / 0 

| 69 09 el 」4 4 0@I 3 

「 81 09 四半 4 0 09 半 i9 

「 82 0 4 4 3 | 0 

| 84 0 4 4W | 54 M0 

「 86 0 3 4 DI 、【e io0 

' 88 0 4 4 本 | キ 0 0 

「 IGP 0 4 40 4 0 

「 1-1 09 ょ 10 0 | 0 0 

Sept. 8, 1956 311 0 4 3 0 0 

310 0 4 2 2 0 

309 0 4 9 0 0 

「 308 69| 4 7 0 0 

307 8 el 2 0 | 0 0 

306 0 4 4 3 0 

| 305 0 2 2 2 記 補 0 

304 0 2 2 "Pi 

303 0 3 2 MI 大 

「 218 Ni 2 2 1 0 

217 60013 1 1 0 0 

216 に 0 4 3 と 重い 

215 0 2 1 狗 Gi ま 4 

1- 2 0 0 0 0 0 

『 1 本 So 10 0 0 | 0 

Sept. 10, 1956 304 0 4 3 0 拉 20 

305 人 6 2 0 0 | 0 

' | | 306 識 記 2 0 0 人 WW 
























































































































































(A) ん 避 う 
Day 了 「 No 夫 Dilution of serum 
NO っ okae NE 741 DS NN : 32 / の 
307 を 旨 半 : 0 0 | 0 
' 308 0 4 4 0 0 / 0 
等 309 0 2 六 『 1 0 | 0 
310 上 。 表 4 1 0 | 0 
二井 「 311 0 4 4 2 0 / 0 
312 0 0 0 0 0 | 0 
Sept. 17, 1956 026 0 ウ 1 0 0 「 0 ' 
5 7 324 0 0 電 、 2 1 | 0 
245 0 4 2 0 0 / 0 
247 0 4 4 2 電線 本 
Sept. 21, 1956 302 0 0 0 0 0 | 0 
303 0 2 1 0 0 「 0 
Sept. 22, 1956 | 261 0 4 4 4 0 | 0 
| 262 0 4 4 2 0 0 
「 263 0。 MI 全 0 0 0 | 9 
264 0 3 1 1 0 0 
265 ! 還 4 4 4 4 | 0 
「 266 0 0 0 0 0 0 
267 0 0 0 0 0 
Sept. 17, 1956 | 326 0 湯 閑 | .。e98 0 0 0 
247 0 4 1 0 0 0 
315 0 0 0 0 0 0 
_Sept 28, 1956 189 Hp 0 0 | 0 0 
( 188 0 0 0 0 0 
W st 0 0 「 0 0 0 0 
4 全 境 還 28 0 0-。9| Je 0 0 0 
Oet. 3, 1956 312 0 0 0 0 0 0 
・ 314 0 0 Os Ra 動 0 0 
「 346 0 0 0 0 0 | 0 
ド | 313 0 0 0 Lo 0 / 0 
306 2 4 4 2 | 0 
5 348 0 4 0 0 2 | 0 
ae 






































































































































(CA) (3.3 
| Dr of 本 放 作 bn of serum 

| bleeding horse の 1 4 1・8 隔 16 「 39 に 

| Oct. 3, 1956 X383 0 「 ME し 0 

| X321 2 し | が 1 ド 重病 遇 9 

「 340 吉 導 4 交 訂 | 前 

Oct. 4, 1956 298 laetu@ か 
301 0 / 0 0 0 
299 0 | 0 0 1 剤 1 
297 所 0 ' て | 0 も 8 
296 0 0 0 0 
300 0 | 2 2 、 電 % 
295 0 「 2 kJ ala 冶 
Oct. 12, 1956 305 0 / 0 全員 t@ 0 
300 | 8 0 [ 0 0 0 0 
302 か / 0 0 。。 相 。。0 
301 人 PAN0 | 0 0 0 
325 | 0 「 OH 0 拉 NG 
「 304 0 「 0 0 。 放 も. 回 
INotes:。。 AG Antigen control 
SC : Serum control 
1 : Imported horse 
TGP: Immune guinea Dig 
※ Other diseases 
芽 able 3. 
(CB) Summarized list (1956). 

Day of bleeding | Positive / Negative [ Dubious Total dk0RIR 
July 5 10 0 0 10 100 
Sept. 8 13 0 0 13 100 

ヶ > 10 8 1 0 9 「 89 
2 を 。 47 6 1 0 7 86 
2 細 ・ 26 1 1 0 2 50 
ま 。 事 4 3 0 7 | 56 
ヶ 28 0 の 0 2 0 
ct 3 2 3 1 5 33 
* 。 埋 5 2 0 4 71 
し 0 6 0 6 0 
Total 49 19 1 69 72 























性 は 72 で あつ た . この うち も 東大 医学 部 病理 学 教室 大 津 助教 授 の 御 厚 意 に よ つ て 検 鏡 さ れ た 肝臓 


の 病理 所 見 は 31 頭 中 肝臓 鉄 反 応 . CEF 華 (WI お 
応 陽性 CF 工 陰性 は 7 例 , 鉄 反 応 . CF 下 共に 陰 5 例 あ り (第 4 表 , 第 5 表 A). 即ち 殺 処 分 


を うけ た 16 包 の うち に は 伝 仙 に あら ず し て 殺 2 と を 示唆 し て いる . 
各 標 本 に つい て 周 記す る と 下記 の 如く で あつ て , 表示 する と 第 4 表 の 如く な る . 


Table 4. 


Pathological change in iver and CFT-titer of horses diagnosted 
as EIA by regular examination (1956)・ 












































































































































| | 甘 : 叶 の qa | 本 | 導 に 品 | 百 分 の の 
| ぎ | VS 人 | さき Me SNN 0 二 |、 8 9 INESS | る 還 語 | 関 還 語 間 細 
Sa | 暗 委 9 還 8 5k 1 58| 9 | 者 了 
に 矯 こ 呈 志 っ の の と 他 8 fp 8 回 紀 | 介 世 の せ ど | 8 つ .@4SO5| 8 
| 才 全 | 避 叶 ? 8 回 | 由 6 | き 乙 記 ? | 紀 史 | 導 后 記 と 
| 当 ト ME 138 條 SP | ! | Elo | 6 90 還 旨 細 還 
al 827 | Em| +o』 「 64K | 17 312 | 圭 詞 半 | 一 
2| 266 | 詩 | He 本 | - | 1s| 295 | - |+<ー キ | > 革 16 x 
39| 346 | 記 。 | +a」 昌 | 9 297 | 2 昌 陸 0 「 寺 8x 
| 久 e+ | jm」 「 sx | 20|,296 |-ー 株 計 ー 
| 主 307 | w- | tal | 8&x | z1| 298 | - 上 上 + ド 半 32x 
串 。 s4 | 』H 下 楊 5 語 22x 1 22』265 | 「 ま 和 32 x 
補 引 | 還 - | 上 Ax | 28|。262 | 剛 四 当 当 失 16 * 
| 261 |w- | 半 1ex | 2z4|.264 | 所 請 時 記 議 昌 4x 
%w| ss le- | el # |+ |szx | ssi2e68 | - 軸 詞 也 間隔 
NON22078 較 = + | 掛 | せ | - | ze| 340 nh 原語 証 硬 ー 
MIU9 更 6 が es 27 ] 324 re 16 x 
112.| 800 : + = 28 1 902 の 末 Ei em 
| 13| 299 ー キ 、 人 性 | キ 4X 629 | 308 | 壮一 掛 本 詳 間 2 の 則 | 較 8* 
職 紹 が は 細 陣 9 We 2 8x | 30| 306 | 一 ー + | 攻 二 科 % 
7S0 トー ー 由 - 負 | 305 1 キー 半 ず PRN 導 | 主 | 2 
| 16| 188 | + | 半 -| 半 2 「 
但し : ヘマ トキ シリ ン エ オジ ン 人 染色, Fe: 鉄 染 色 . No. の 次 の 数 字 は 馬 の 番 与 を 示す ・ 
NO 0 前 27700 も 2 264 
HH: 白血球 が 多少 グリ ソン 氏 珍 , 小葉 の 中 に 浸潤 し て いる が 軽度 ・ 
Fe: クッ ペー 氏 (以下 ク 氏 ) 星 細 胞 に 僅か に ある か も 知れ ぬ が , 染色 等 の 手技 に より 確実 な こと は 云え な 
い ・ 
No. 2, 266, CFT: 一 
H: 前記 の 変化 が 著 明 . 所 々 に ク 氏 星 細胞 の 増強 に よる と 思 は れる 肉芽 腫 が 小葉 の 中 に 散在 し て いる ・ 
Fe: ク 氏 星 細 胞 に 著 明 (No. 1 より 著しい ). 
No. 3. 346, CFT: 一 
H: ク 氏 星 細胞 に 潮 漫 性 の 増殖 が ある 。 肉芽 腫 は 余り 作 つ て いな い . 自 血球 等 の 浸潤 は 著 明 で な い 。 ク 氏 
星 細胞 に 褐色 の 色素 を と つて いる も の が 目立つ ・ 
Fe: それ 程 閉 明 で な い . ク 氏 星 細胞 に た まつ て お り , 肝 細 胞 に は 小さ な 上 昧 粒 が ある ・ 





OO 富み BI 8 

自 血 球 の 浸潤 が 目立つ 程度 (次 漫 性 ). 

ク 氏 星 細 胞 に 弱い 鉄 反応 が ある が 強く な い . 僅少 . 

2 o ・8 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 軽度 , 自 血 球 浸 潤 軽 度 . 

也 ea 圭 。 

二村 OBPTS| 1・92 

多少 ク 氏 星 細 胞 の 反応 (増殖 , 浸 潤 等 ) と 白血球 の 浸潤 も ある が 強く な い . 
ク 氏 星 細 胞 に 僅か に 比較 的 軽い 鉄 反 応 が ある . 肝 細 胞 に は な い . 

間 EGT も 1 4 

No. 6 と 殆 ん ど 同 程度 . 

殆 ん ど 陰 性 . 

060 生 記 T 1 1 

ク 氏 星 細 胞 浸潤 や や 著 有明, 肉 変 用 が 少し ある . 

陰性 . 

の GRMUEMIID SL 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 と 白血球 の 浸 潤 が 目立つ . 所 々 に 和 潤 , 増殖 し た り し た 細胞 の 集 り が ある が 。 肉芽 
腫 と いう 程 で は ほ は ない. 肝 細 胞 に は 多少 障 旭 が ある . 

だ) 

ウッ に 

肝 細 胞 に 解離 が 認め られ , これ が 所 々 か な り 強 い 変 性 を し て いる . ク 氏 星 細 胞 の 反応 が 強い . 自 血 球 
の 間 潤 は 多少 陽性 , 実質 の 障 徐 が 見 られ る ( 角 液 性 伝染 性 肝炎 に 似 て いる ) 


2) 

CKUe 4 

ク 氏 星 細 胞 に 増殖 , 膨 化 が 著 明 , 細胞 に , 黒褐色 の 色素 が 含ま れ て いる . 自 血 球 が 和 散在 し て いる . 肝 
細胞 の 障 化 は 少 い . 


黒褐色 の 色素 に 鉄 反 応 は 陰性 。 (この 他 反 応 の ある 細胞 が ある が 数 は 多く な い ). 
900.96BP ve。 

核 が 殆ど 染 ま つ て 居 ら ぬ . (除外 し た 方 が よい ・) 

ク 氏 星 細 胞 に 鉄 反応 を と る も の が 多い が , 増殖 その 他 の 程度 は 軽い . 

299, CET 1:4 

ク 氏 星 細胞 の 反応 は か な り の 程度 に あり . 自 血球 の 浸潤 ふ あ る . 肝 細 胞 が 多少 小葉 の 周辺 部 の も の が 
強く 染まる 傾向 が あり . 障 徐 を うけ て いる . 

陰性 . 

304。CFT: 1:8 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 と 細胞 浸潤 は 或 る 程度 陽性 . 肝 細 胞 は 余り 変化 が な く 中 等 度 
際 性 . 


(| SL 人 っ 
軽度 の 反応 . 

ク 氏 星 細 胞 に 軽 一 中 等 度 に ある . 
188 し で TP9・ー 


ク 氏 星 細 胞 の 反応 著 明 , 浸潤 細胞 が 著 明 . 自 血球 の 浸潤 中 等 度 一 高度 . 肉芽 腫 の 初 ま り の も の 少し 見 
ち れ る 』 

極 く 軽度 . 

BT 

肝 細 胞 の 変化 は 中 等 度 . 所 * に 肉芽 腫 式 の 変化 が 目立つ . 


Re: 
No. 18. 
貞 
上 GS 


INos 23. 
Fe・: 
No. 2 4. 


許 則 


No. 25 


INO27 


ク 氏 星 細 胞 に 僅か に ある か も し れ な い が 適 確 で は な い . 

295y の BIG2IESNNO 

全般 的 に 艇 液 性 浮腫 の 変化 が 著 明 . ク 氏 星 細 胞 の 反応 中 等 度 以上 . 細胞 浸潤 軽 乃 至 中 等 度 . 
のり 7 の EGO 

細胞 浸潤 が 潮 浸 性 に 高度 に ある . ク 氏 星 細 胞 の 反応 も か な り 強 い . 肝 細 胞 に は 強い 壊死 は な い . 
填 , pH 2. に 集合 し て 鉄 反 応 の ある も の が ある が 肝 細 胞 に は な い . 

296, CE 

肝臓 が ば ら ば ら に な つて お り , 空 胞 が ある . 細胞 浸潤 は 軽度 , ク 氏 星 細胞 の 反応 軽 慶 

208 還 OEI 且 上 92 

ク 氏 星 細胞 の 反応 は 強い . 細胞 浸潤 は 軽い . 凶 液 性 浸潤 目立つ . 


265,CFT: 1:32 


軽度 . 
ク 氏 星 細 胞 に 軽度 


262、 CET: 1:16 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 強 , 細胞 浸潤 軽 し . 

ク 氏 星 細 胞 が 増え , か な り 著 明 ( 持 ). 肝 細 胞 に は 極 く 小 さ な 上 粒 が ある . 
264. CEFT: 4 

ク 氏 星 細胞 が 潮 漫 性 に 増殖 し , 褐色 の 色素 が 附 着 . 細胞 浸潤 割合 に 少 い . 

褐色 の 色素 に 鉄 反応 が 著 明 . 肝 細 胞 の 中 に も 小 粒 状 に 少し ある . 

96 (CR 中 に 

ク 氏 星 細 胞 軽 一 中 等 度 . 細胞 浸潤 は 軽度 . 肝 細 胞 は 明 く , 空 胞 の よう に 見 える . 
340。CFT: 一 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 細胞 浸潤 は 中 等 度 . 浸潤 細胞 が 小さ な 病巣 を 作 つ て いる 

ク 氏 星 細 胞 に 軽度 

2946RPcn す で 16 

確実 な 鉄 反応 な し . 

9809 、@6PT・ 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 軽 . 細胞 浸潤 軽 . 

808. CR 8 

ク 氏 星 細 胞 の 反応 は 中 等 度 一 高度 . 黒褐色 の 色素 を も つ . 肝 細 胞 の 障 各 が ある 程度 あり . 細胞 浸潤 割 

合 に 少 い . 

褐色 の 色素 は 大 体 反応 が か な り 著 明 . 中 等 て 高度 . 肝 細 胞 に は 余り な い . 
306, CFT: 1:32 

ク 氏 星 細 胞 反応 軽度 , 白血球 浸潤 軽度 . 


2305。 (CET : 1)32 


ク 氏 星 細 胞 の 反応 中 等 度 . 細胞 浸潤 は 余り 強く な い . 肝 障 旭 も 多少 ある と 思 は れる . 
り 氏 星 細胞 に 軽度 . 所 に より 中 等 度 


Table 5. 


Fe-reaction in liver and CFT of horses diagnosted by regular examination as FIA. 






























































































































































AI 1956. B. 1957: 
に ee (ke 間 | 生 m(| 央 | Fe キ 、| + | nt. 陸 
0 bs ' 18 | 21 
ら 記 | し 音 ! C ま | + C 衣 l きま 「 
Fe-r. ー 二川 電 全 8 Fe- 了 . ー Tnfilt. ー 
内 SE5 半 キ ーー ー ] 1 2 / 10 10 
CE | 上 CM 人 | C 姫 4 Cl キ 
Re | ょ li | ae 本 。 導 | jp 佐 || 
IM ー テ ーー 一 | 11 「 3 上 
人 し CN | 人 CT | - CI 第 
Re の に 「 (本 和 is り 計 衝 作 き 作 本 
5 1 3 0 6 ( 議 5 0 
人 の 本 っ は | ば 穫 尊 / | 」 本 C 列 上 計 | 
計 31 半 13 | 計 40 計 34 | 
Note:_ on th 旬間 記 HEtStiOm BEO 中 


4. 1957 芝 浦 屋 殺 場 に 伝 答 馬 と し て 送ら れ た 馬 の 展 殺 処 分 時 の 血清 の CF 生 と 肝臓 病理 組織 所 見 
と の 対比 . 

1957 で は 第 5 表 B 及 び 第 6 表 , 第 7 表 の 如く で 検討 し た 194 頭 中 血清 の 抗 補 体 作用 に よる 判定 不能 
の 分 を の ぞい た 164 頭 中 陽性 126 頭 (76.82 ダ ) で あつ た . 即ち 陽性 は 6 月 13 日 分 12 頭 中 7 頭 , 同月 16 
目 分 31 頭 中 25 頭 陽性 , 同月 19 日 分 13 頭 全部 , 同月 21 日 分 23 頭 中 21 頭 , 同月 24 日 分 23 頭 中 10 頭 , 同月 
27 日 分 23 頭 中 19 頭 , 7 月 1 日 分 25 頭 中 21 頭 , 同月 10 日 14 頭 中 10 頭 陽性 で , 1956 の 如く 検査 末期 の 分 
を 調べ な か つた た めか 本 回 は 前 回 より 陽性 率 は 向上 し た . 病理 組織 所 見 と の 関係 は 第 5 表 B 第 7 表 
の 如く で 40 頭 の 検査 馬 中 肝臓 の 鉄 反応 , CFT 共 に 陽性 18, CF 条 の み 陽 性 10, 肝臓 の 鉄 反 応 の み 

Table 6. 


Complement fixation test with mouse-fixed virus antiegen and serum of horses 
which were diagnosted asETIA by regular examination (1957). 
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STPN 0 Pe 「 1:4 「 09 TTFO6 72 | T:64 の 
June 13, 1957 還 0fO ek 0 AM bg 0 GMA 0 昌 細 還 
oN UE MO 0 0 0 
3 0 1 0 0 0 0 0 
4 0 0 0 0 0 0 0 
5 0 4 7 拉 4k (ne 0 0 
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Sh 0 | al 5 旨 生 kl 0 0 0 
9 0 lk 0 0 。 和 誠 i0 0 
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13 0 0 0 0 0 0 0 
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(CA) (E 光 
1 を 2 | 96 | 人 寺 1 74 | 8 186 1159 | 1164 Fe | 
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50 0 4 M 「02 0 0 0 「 
51 2 4 4 | 2 2 0 x | 
52 間 NNIM の (0 01| 2 0 0 
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(CA) な 4 (7 の 
隊 PP -| 
「 抽 1 188 | 2 4 4 > 0 oi 倍 )pTbdg 
「 189 0 3 2 0 0 0 0 
| 190 0 0 0 婦 0 0 半 | 89 0 
191 0 0 0 0 0 0 0 
192 0 4 ちい 動 0 _0 0 衣 】 
193 0 2 0 0 0 0 0 
194 2 4 4 3 0 0 0 x 
| 195 0 ET' ま 館 2 0 0 0 
196 0 0 | 0 0 0 (8 
197 3 4 4 9 2 -0 _0 X 
198 0 4 4 2 0 8 9 75 
1 199 0 4 ci 0 0 0 
200 0 「4 4 1 0 0 0 
201 0 音 4 2 0 0 0 0 
| 202 ん しい 4 4 2 2 0 X 
203 0 2 0 0 0 0 0 』 | 
204 0 - 4 4 0 0 0 0 gl 
丁 able 6. 
BSuminarized Hst 人 97) 
RI Positive 「 Negative 「 otal Ge Dubious 
Jane 13 7 5 12 58.3 0 
2 16 25 6 31 86 0 
の 19 13 0 13 100 1 
21 21 2 23 91.3 6 
2 24 10 13 「 23 43.5 2 
の 27 19 4 23 82.6 6 
jmly 。 1 21 4 「 25 84 間 
Jaly 10 10 4 | 4 71.4 .4 
fotal 。 | 126 8 闘っ TI64 76.8。 MMP TS 

















Table 7. 
Pathological change in ]iver and CEFT-titer (1957). 
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preparstion | No. of horee | Fereaction | Snkocytes) Kur eS | CET 
1 1 181 寺 Fe ・ | 6 8x 
2 16 ー 寺 半 ve 8x 
3 | 125 北 壮 | 首 ( | 16 x 
4 182 本 + ト 有人 
5 168 訓 時 了 | 32x 
6 148 er 『 和 NN 1 中 4 
7 187 和 「 - 3 「 16 x 
ea 六 9 トド Oc 重幸 靖 科 PR な < nt 
9 17 Ph し 還 間 PINITNITE NN 
10 15 ー lm + ii 
11 9 TI + 寺 | キ 8x 
| 19 160 ー 内 「 隊 を 16 x 
3 生生 "07 PR 生か MR 時 よ 。】 4x 
14 126 寺 上 8x 
15* 境 コー ドット | の rwW \ 1 DA い 
16 # 6 | + 十 = 32x 
17 110 才 叶 寺 ・ 4 
18 175 ず 中 2 8x 
19 42 時 直 寺 * 4x 
20 5 + 笠 才 ーーYIReel 16x 
21 174 キ 寺 寺 oibak 
WP で rt02 と 電 電 + 8x 
23 182 3 6 8 4 時 
24 37 y ャ 16% | 
25 149 ー ー こら 人 WS 
26 180 提 - 本 ィ 寺 ー se iex 
27 134 和 志 寺 
28 28 時 + 中 | 
29 12 二 寺 二 | 
に 8 189 提 ミ | x 
31 141 届 8 | 2 
32 146 ー キ + | 電 
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信 kneoikdh NB の tuB9 特 例 k 抽 SAAeA 衣 1 Kercdl 1 CFT 
33 115 | ー 0 中 ・ 79 
34 108 | 1 か 更 誠 了 学 た | ぎ 
35 145 TE 2 京 錠 : E: 32 ※ 
36 183 填 pi Mi 64 
37 178 人 ke + ミ 
38 147 中 | = ci 科 8※ 
39 | 114 に っ 選 / g ! : 二 さき =a 
40 182 5 の 2 ・ 補 























陽性 3, 両 反応 共 陰性 9 例 で 40 頭 中 22.5 は 両 反 応 共 陰 性, 従 つ て この うち に は 伝 貧 馬 に あら ざ 
る も の が 入 つ て いる こと を 示唆 する . 1956 の 分 と 一 緒 に する と 71 頭 中 14 頭 (19.8 め ) は 両 反応 陰性 
と いう こと に な る . 叉 漫 潤 と CF 共 に 陽性 は 34 頭 中 21,。 CFT の み 陽 性 同じ く 10, 漫 潤 の み 陽性 
3 両者 共 陰性 は 0 で あつ た . [ 

各 標 本 に つい て 略記 する と 下記 の 如く で ある . 


INOW 
中 過 
Fe: 所 グリ ソン 氏 再 及び 血 量 中 . 

INO22 細 E6IORIDS 1: 8 
是 : リン ズバ 球 様 細胞 の 浸潤 つよ く 血 管 中 に も それ を 見 る . ク 氏 星 細胞 も 増加 し , それ が リン ズバ 球 様 細胞 と 

共に 結節 状 に な つて いる . 肝 細 胞 は 変化 が 少 い . 

症 25ESOU: 1 216、 

H: 細胞 浸潤 は 比較 的 つよ い . 


190、 し に ML: 18 


ク 氏 星 細 胞 も 腫 服 増 殖 が 著 明 で , 肝 細 胞 の 中 に 空 胞 を も つも の あり . 


Fe: 症 , 肝 細 胞 の 中 間 層 , 中 心 層 に 多い . 

No, 4。 182、 CET: 一, 
是 : リン バ 球 様 細胞 の 浸潤 , ク 氏 星 細 胞 の 増殖 は 非常 に 軽い . 
1 YE3 語 生 

NGNI9mIU6SNICK 上 直 :32、 


耳 : 高度 に リン バ 球 様 細胞 浸潤 あり , 所 々 結節 様 , No. 16 馬 よ り 軽 い . 


Fe: 十 , み 氏 星 細 胞 に . 
Noil6.。 148 CEFT: 一 , 
H: No.182 馬 と 同様 
Fe: 一 . 
222 2876 昌和 1 に 16, 
まく 
Fe: ク 氏 星 細 胞 に . 
NOW きせ 2 16, 
HH: 腸管 災 の 所 見 あり , 尽 肝炎 の 所 見 も ある . 他 の 因子 に よる 変化 か 『 
\e: コー 朋 場 あり . 
oO ポ 9。 7 @BM 了 U: 一 , 
を 
まま @: = 一 。 


No. 10. 


No. 14. 


Fex 
No. 15. 


Fe : 
No. 16. 


Fe: 
INO 二 7 


Fe: 
No. 18. 


No. 19. 


Fe・: 
No. 20. 


No. 21. 
則 騙 


No. 22. 


No. 23. 
則 孤 
Fe: 

No. 24, 

SB 上 
Fe: 


65 交 も MDW 仙 本 LGSMMSF 

所 々 に リン バ 球 様 細胞 の 浸潤 が 結節 様 に 見 られ , ク 氏 星 細胞 の 増殖 は 全体 に 少 し づつ 見 られ る . 肝 組 
胞 の 変化 も 多少 見 られ る . リン ぷ 球 様 細胞 の 反応 ( 寸 ). 

ONS 2M5RSN 

細胞 浸潤 は 軽く , ク 氏 星 細 胞 は 増殖 し , 腫 肛 し て いる . 肝 細 胞 は わずか に 変 化 あり . 

ク 氏 星 細 胞 , . 肝 細胞 , グリ ッ ン 氏 珍 に . 

160:…GBE 生 ューks 36。 

軽い 細胞 浸潤 , ク 氏 星 細 胞 の 動き は 少 い . 肝 細 胞 は 不変 . 


SHE EL 人 

細胞 浸潤 は 軽く , ク 氏 星 細 胞 の 増殖 は つよ い . 

填 , 肝 小 葉 中 心 層 , ク 氏 星 細 胞 . 

96. GROENe 1: 8 

リン バ 球 様 細胞 浸潤 は 高度 , ク 氏 星 細胞 の 増殖 著 明 . 

寺 , ク 氏 星 細 胞 , グリ ソン 氏 音 に . 

ほ 旨 RT 補 考 ! 

細胞 浸潤 は 軽い . ク 氏 星 細 胞 の 僅 な 増殖 , 腫 用 を みる . 肝 細 胞 の 中 に 脂肪 滴 を も つも の を みる . 


6 記 CEOSm1.399 

細胞 浸潤 は 軽度 , ク 氏 星 細 胞 の 増殖 は 中 等 度 . 

Pe。 

MOCO kk a NT 

わずか に リン バ 球 様 の 細胞 浸潤 あり , ク 氏 星 細 胞 増 加 , 腫 且 は 著 明 . 


圭 , 有 ク 氏 星 細胞 , 肝 組 胞 に . 


6 PT 9 電 H: 8 
リン バ 球 様 細胞 浸潤 は 非常 に 軽度 . ク 氏 星 細 胞 の 増殖 も 少 い . 
二 , ク 氏 星 細 胞 に . 

の 2 IRIS 簡 則 陸 2 

ク 氏 星 細 胞 は 著 明 に 多い . 細胞 浸潤 は 軽い . 

冒 , ク 氏 星 細胞 に . 

本 ま CRIHS2 計 UERIOE 

リン バ 球 様 細胞 浸潤 は 割 に 多い . 所 々 に その 集合 像 あり . 肝 細 胞 は 少 さ く , ク 氏 星 細胞 も 中 等 度 に 見 
られ る . 「 

Mc 3、[ 記 敦 

比較 的 強い リン バ 球 様 細胞 浸潤 を 見 る . 結 節 様 に 集 つ て いる も の も ある 。 ク 氏 星 組 胞 も 多い 」 その 増 
殖 , 腫 眠 を 見 る . 肝 細 胞 も 少し 染まり が 濃く , や せ て いる . " 
志 

04 CE 間 GO8 

反応 つよ ょ く , No. 16 馬 と 同様 で ある . 
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正常 . 

180.。CF エ < 1 16, 時 

細胞 浸潤 は 軽い . ク 氏 星 細 胞 の 働き は つよ い . 肝 細 胞 は 不変. 

3 人 MCFT:a% 一 。 

細胞 浸潤 は 各所 に 著 明 に 見 られ る . 用 氏 星 細 胞 は 少 い . 肝 細 胞 も 軽く 変化 を 見 る . 

88 も EE す ュー1:.4。 ' 

リン パ 球 細胞 の 浸 潤 が 所 々 に 見 られ る . ク 氏 星 細 胞 か な り 多 く , 鉄 を も つて いる . 肝 細 胞 そ の も の の 
変化 は 軽い . 

章 。 ク 氏 星 細 胞 に . 

DE 

リ ン バ 球 様 細 胞 の 浸潤 は 比較 的 軽度 。 ク 氏 星 細 胞 の 増殖 も 軽い . 

8297 CEPT:SK1:8。 

欠 。 

圭 , ク 氏 星 細胞 と 肝 小 葉 中 心 層 に . 

WE 本 

ある 程度 細胞 浸潤 あり , 星 細 胞 の 鹿 上 用 , 増殖 は 中 等 度肝 細胞 は や せ て いる . 所 々 に 細胞 の 結節 様 集会 
あり . ' 「 
ク 氏 星 細 胞 及び グリ ソン 氏 謀 に . 

86、 CET: 6@., 

程度 は 軽い , 細胞 の 浸潤 , ク 氏 星 細胞 も 少 い . 


生 二 ST 

細胞 浸潤 は 多少 多い 様 で ある . 所 々 に 結節 様 集合 , ク 氏 星 細 胞 の 増殖 も み ら れ る . 

9。 CWso 和 と, 

細胞 浸潤 は 軽度 , ク 氏 星 細 胞 の 増殖 あり . 

ンー て 92 | 
正常 | (0 
83 CET: 1: 64, 

細胞 浸潤 軽い , ク 氏 星 細胞 は 可 な り 腫 用, 増殖 し て いる . 

寺 。 ク 氏 星 細胞 グリ ソン 氏 朝 , 血液. 

478 CNT: 

細胞 浸潤 著 明 , 集合 像 あり , ク 氏 星 細 胞 も 増 妊 , 履 肛 し て いる . 

周 , ク 氏 星 細 胞 , 肝 細 胞 , 血液. 

07 CT : 4:8. 

ク 氏 星 細胞 の わずか な 動き ある の み . 

キク 氏 星 細胞 に 

に 4 ce 

ク 氏 星 細 胞 の 多少 の 動き ある の み , 細胞 浸潤 は 軽い . 

182NIG2BT-: ーー, 


4. フラ ンス 健康 馬 及 び 伝 貧 馬 血清 の CFT. 第 8, 9 表 及 び 第 10 表 に みる よう に 15 頭 の 健康 時 
血清 は すべ て CFT 陰 性 , 患 馬 血 清 B は 対照 に し た 正常 抗原 で 25 の 溢 血 阻止 が か られ て いる の 
で これ を 除外 し て も , A は 1 :16 の 陽性 で ある . 

即ち フラ ンス より 送ら れ た 健康 馬 15 頭 は 何れ も 伝 貧 固 定 毒 に 対し 陰性 , 叉 同じ く 倒 名 馬 は 陽 件 で 
あり , 陰性 の も の は な い . 


Table 8. 


CEFT on sera of normal horses in France. 
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hoyee jp 導 導 本 半 9 | 1:16 1: 32 Ti 旨 し 
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2056 3 3 0 0 0 0 0 x 
| 1 
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※。 See Table 10 


Table 9. 
Complement fixation test (egg-antigen of No. 1-strain ) and cardiolipine glass-plate 
test of human syphilis-, ETA-, immunized horse- and nomal-sera. 
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| A FM ーー ト 人 2 0 0 
France ーー ーーー 3 
B 0 | 2 mg 0 0 1 ド 
No. 2069 。 0 DE nA | 0 0 0 0 
0 動 境 29 9 (1。 0 ciS0s kc 0 Oxnsuzfo0 3 
- Normal, |- BE 【 本 8 
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ヶ 2030 の Aa か UN の 0 0 5 
IESOINOLO 訓 中 ト D 0 0 トド A0 ー 
Notes: ETIA: Equine infectious anem1a gl-pl. 丁 .:glass-plate Test 


1 是 : Immunized horse 


伝 貧 固定 毒 抗原 に よる CF 工 と カル ジオ ライ ピン ガラ ス 板 法 に よる 成績 は 第 9 表 の 如く で あつ 
た . 即ち 人 の 血清 に 対し て 固定 毒 抗原 に よる CF は すべ て 陰性 , カル ジオ ライ ピン で は 梅毒 吊 者 
血清 は 何れ る 陽性 で せ 3 名 , 時 1 名, 健康 人 は 険 性, 伝 貧 馬 血清 で は フラ ンス 馬 も 加え 7 頭 行 つた 
が , 固定 毒 抗原 に 対し 陰性 は 1 例 も な く , (1:32 陽性 1, 1:16 陽性 2, 1:8 陽性 3 )) カル ジオ 
ライ ピン 法 で は 二 が 4 頭 , 世 が 1 頭 , 陰性 の も の が 2 頭 あ つた . フラ ンス 健康 馬 は 5 頭 行 つ た が , 
固定 毒 ) カル ジオ ライ ピン 何れ の 抗原 に 対し て も 陰性 で あつ た . 伝 貧 固 定 毒 超 免 疫 馬 は 免疫 用 抗原 
が マウ ス 脳 乳剤 で も る か ら 陽 性 に 出 た の も 当然 で あろ う . 固定 毒 抗原 に 対し 1:32 陽性 , カル ジオ 
ライ ビ ピン 抗原 に 対し 工 で あつ た . 

要する に 固定 毒 抗原 は カル ジオ ライ ビ ピン の 如き 脂質 性 抗原 で は な く , か つ カ ル ジ オ ライ ビ ピン より 


特異 性 が つよ い . 
6. 純 商 卵 通過 伝 妥 固定 毒 No.6 及び No.12 株 の 鶏 胎児 抗原 に よる CF 華 及び No.1 株 マウ ス 
脳 抗原 と の 比較 . 


一 度 も マウ ゥ ス を 通過 させ な い , 映 化 鶏卵 許 尿 膜 材料 に よる 抗原 を 用 いて 患 馬 血 清 に 対す る 抗原 の 
特異 性 を 検 し た 結果 は 第 10 表 の 如く で ある . 即ち 患 馬 血 清 に 対し て は No.1 株 に よる も の より 多少 


ーー" 55 一 


Table 10. 
Complement fixation test with egg and mouse-brain antigenSs. 







































































ie 「 1 いも ro 間 証 MONN0oa。 ed 
D No.a 79.o 4 | ele 信じ NE 0I 請 下 良 間 間 衝 陣 
Mouse. | ヶ 。。。。84 | 0 9N 還 SN 原 『 す 7 0  ] 
Dr ce 生き っ 3 ーー ューーーーー- 
(毒舌 ) | 9 きま 8 3 い 二 - に 0 Mac を: 9 < 1 9 8 
No. 茸 ヶ > 2069※| 0 0 0 0 1 電 0 : 語 
| | 42 01978※| Wewwd as ee 0 Mewi owl ind0esl.09I 雷 DA Hu, 
NNE 2 0 2 2 0! 0 了 抽 5 
Se 94 tvk | 衝 3 0 度 お 3 0 
Cgg ーッ 85 0 NM" rm 0 0 0 
(olL_0ek-2009 と 08 華 NBC 0 0 0 
ae7s※ "0。 0 0 0 0 0 0 
No. 79 0 2 1 | 1 | 昌 0 _ 0 
本 84 0 が 商 中 0 0 0 0 
egg し が 1 陽 0 0 0 0 0 
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Note: ※: Normal horse in France 
CAM: Chorioallantoic membrane 


Table 11. 


Precipitation test of sera out of EIA or normal horse. 
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抗原 価 が 落ち た が No. 1 株 同様 特典 性 を も つこ と が 明 に な つた . 

7. 固定 毒 抗原 に よる 愚 馬 血 清 の 沈降 反応 に つい て . 
3 第 和 L 表 に 示す よう に 試験 管 の 後に 黒 紙 を あて て 判定 7 人 半 の 光 だ 
XX 


考 察 


序論 で 述べ た よう に 従来 伝 徐 患 馬 血 清 の CF 生 は 非 特異 的 CTF 耳 が 大 部 分 で , ウイ ルス その も の 
を 抗原 どす る CET は 其 だ 少 い . 診断 的 価値 に つい て 注目 を あつ め た Altara の 患 馬 肌 臓 アル ュー 
ル 和 出 抗原 も 健康 馬 と 伝 貧 馬 の 鑑別 上 概 め て 有効 で , Serra, 市 川 そ の 他 !2 に よる と 欧洲 馬 で 病理 組 
織 学 的 変化 な く , 臨床 症状 も な いも の は 97% 陰性 , 自然 感染 又は 実験 的 感染 馬 は すべ て 陽性 で あ 
る . 又 伝 貧 の 少な い 地 域 の 馬 の 大 部 分 は 陰性 , . 多 い 地 方 の 馬 は 名 は し い 反 応 を 星 する . 伝 貸 で な い 
か ) ある い ゆめ は 健康 で も か や 陽性 の も の は 手技 の 欠陥 に よる も の と する が , し か し 伝 筐 で な く て 血清 
反応 陽性 の 馬 の う ち に は 体 の 状態 の 悪い 場合 に 来る も の も ある と し , 組織 学 的 所 見 に 最後 の 根拠 を 
来 め て いる . これ は 抗原 の 性 質 上 非 特典 的 の $ の が 多少 出 て くる こと は 当然 と 考え られ る . 市 川 等 
に よる と 本 抗原 は 脂質 性 の も の で あり , UIbrich に よる と カル ジオ ライ ピン に 最も 近い と いう . わ 
れ わ れ の 固定 毒 に よる 抗原 は その 陽性 度 に 於 て Altara 抗原 に よる も の と 基 だ 似 て いる が , 脂質 性 
少く と も カル ジオ ライ ピン 性 の も の で は な いこ と は 今 詩 の 実験 で 明か に され た . 即ち 梅毒 者 血清 
は 勿論 ) 健康 人 吊 考 の それ と も この 固定 毒 抗原 に よる CEFTT は 陰性 で あり , その 特異 性 は 少数 例 で 
は ある が , カル ジオ ライ ビン に た ち 勝 つて いる . 叉 峡 化 鶏 卵 疹 尿 膜 塔 養 抗 原 で も 脳 抗原 に や や 劣る 
程度 の 抗原 性 を も つて いる . 

われ われ は 貴重 な 馬 を 材料 と する こと な く , 随意 に 随所 に 抗原 を つく り , か つ 一 定 度 の も の を 常 
に 比較 的 容易 に つく ぐり 得る こと は 実用 上 その 特異 性 と 共に 重視 し うる も の で は な か ら う か . 又 本 抗 
原 が マッ ゥ ス 脳 その 物 に 依存 し て いな いこ と は 正常 抗原 対 周 は も と より , 純 鶏 卵 通過 病 毒 抗原 を 以 つ 
て し て る 同様 に 特異 反応 を 量 す る こと か ら で も 明か で ある . 

接種 伝 徐 馬 の CF 陽 性 転化 は 担 鉄 細胞 の 出現 と 一 致し て お ちり, し か も 第 1 回 熱発 作 と 共に 陽 転 
し て きた こと は 本 反応 が 実用 上 相当 の 価値 ある こと を 示唆 する . し か も この 熱発 作 直 後 層 殺 し た の 
で あつ た が , 肝 及 び 腸 臓 に は 特別 の 変化 は みとめ て いな い . 際 床 症状 と し て は 熱発 作 と 白血球 の 
減少 , 血色 素 量 の 多少 の 低下 , 赤血球 沈降 速度 の 促進 と 担 鉄 細胞 を わずか に み と め た だ け で あつ 
た . し か も この 際 接 種 し た 馬 血 清 は 熱発 作 時 の 血清 400cc 以上 を 反 種 し , この 血清 か ら マ ウス へ の 
病 毒 分 離 に 成功 し た 良 材料 を 以 つ て し た も の で あつ た . 

1956 及び 1957 年 を 通じ 芝浦 必殺 場 に 送ら れ た 伝 貧 馬 の うち CTF を 行 つて 判定 可能 の も の 計 232 
頭 中 陽性 は 175 頭 (70.54) で あつ た が , この うち 被 検 馬 71 頭 中 14 頭 (19.71) が 肝臓 組織 に 鉄 
反応 も な く CETT も 陰性 で あり , 検査 の 日 が 遅く な る に つれ て 陽性 度 が 低下 する こと と 併せ 考え る 
と , 非 伝 妥 馬 を 伝 谷 馬 と し て 処分 され た も の が な いと は いえ ず , CF, 肝臓 鉄 反応 険 性 の 馬 の 中 
に は 伝 希 に あら ず し て 層 殺 され た も の が 相当 あり うる こと を 示唆 する . すなわち 非 伝 貧 馬 で あつ た 
に も 拘ら ず 馬 主 の 意志 に 反し て 行政 的 処分 を うけ た も の も 含ま れ て いる か と も 考え られ る . 馬主 の 
被害 を で きる だ け 少 くす る た め に は 本 法 の 併用 は 相当 宙 献 し うる の で は ある まい か . 

他方 この 伝 貧 馬 を 除外 すれ ば 上 記 両 反応 陰性 19.71 と 考え 合せ る と , の te 時 休 比 は 
ぐん と 高 ま つ て くる . 大 方 の 御 検討 を 類 は し た いと ころ で ある . 

沈降 世 産 は 手技 が 簡便 で ある か ら 若 し 特 箕 性 が 判 谷 こす れ は 野外 検査 の 上 か ら は 大 い に 便 利 で 
あろ う . 全国 の 守 際 で は あ は 居所 を も EAT は れる . - 今後 更に 討 完 さ 
る べき 問題 で あろ う . 


mo す ee 


結 論 


1.、 New Hampshire 株 稚 加 発作 時 の 馬 血 清 を 当 ず の 健康 馬 に 415cc 皮下 に 注射 し て 伝 貧 発 作 を 
起 さ せ た . この 際 熱 発作 出現 と 共に CF 華 陽 転 し , 担 鉄 細胞 も 出現 し た . し か し 肝臓 及び 牌 臓 に は 
特に 異状 を みとめ な か つた . 

2. 愛 州 より 輸入 され た 馬 50 頭 中 CF 陽 性 は 1 例 も な か つた . 

3. 1956-7 年 に 芝浦 屋 殺 場 に 伝 貧 馬 と し て 送ら れ た 司 計 263 頭 中 判定 可能 で あぁ つた 232 頭 中 陽性 
175 頭 70.54 昌 ) あり , 又 同 じ く 71 頭 中 肝臓 の 鉄 反 応 と CF 下 共に 陽性 26 頭 ,CFT の み 陽 性 21 頭 , 
肝臓 鉄 反応 の み 陽性 10 頭 , 両 反 応 陰性 14 頭 あり , 叉 同じ く 肝 臓 に 於 ける 細胞 浸潤 と CF 共 に 陽性 
37 頭 ,。 CTFT エ の み 陽 性 14 頭 , 肝臓 鉄 反応 の み 陽性 8 頭 , 両 反応 陰性 6 頭 で あ つて , 伝 貧 に あら ず し 
て 伝 倫 と し て 恒 殺 され る 馬 が 相当 ある こと を 示唆 し た . 

4. 固定 毒 抗原 は カル ジオ ライ ピン 又は Altara の 抗原 と は 異 り , 尽 特異 作用 も より 強い こと を 
光 地 涼 く | 

5. 純 鶏 卵 通過 固定 毒 抗原 も マッ ウス 脳 通過 抗原 同様 の 特異 性 を 示す . 

6. 固定 毒 CF 抗 原 は 沈降 反応 用 抗原 と し て も 使用 し うる 可能 性 が ある . 


終り に 本 人 研究 は 北海 道庁 伝 貧 研 究 費 に 負う と ころ が 大 きい . 計 ん で 田中 北海 道 知事 , 金丸 同 総務 
部 長 , 福岡 同 農務 部 長 , 田中 埋 産 課 長 , 高橋 同 次 長 , 山本 , 石本 両 技師 その 他 関 係 各 位 の 御 厚 情 を 
裏 心 より 感謝 する . 

久 本 研究 に 当り 軸 師 矢 追 教授 の 御 激励 , 並 に 本 学名 準 教 授 故 細谷 省吾 博士 , O.LE. の 長 G. Ramon 
教授 , フラ ンス 農務 省 Laboratoire central de recherches veterinaires の 長 」. Verge 教授 , 東大 
農学 部 山本 谷 太 郎 教授 , 同 医学 部 大 津 正 一 助 教授 , 横浜 税関 入江 動物 検疫 所 長 , 家畜 衛生 試験 場 市 
川 収 筐 士 その 他 関 係 各位 , 予 研 村田 良介 博士 , 芝浦 層 殺 場 中 島 検査 室長 の 御 厚意 と 御 協力 を 深く 感 
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Experimental studies on equine infectious anemia (IA) 
V. Complement fixation test and precipitation test of horse-serum 
with mouse-fixed EBIA virus antigemn 


By 
Seiji Arakawa, Tiaki Kaneko, Susumu Muto, Noboru Tsurumi, Katutos1i Mura- 
kami and Tomio Seki 


The Institute for Infectious Diseases, The University of Tokyo 


1) A Pony which was inoculated subcutaneously with 415cc of serum bled from a 
infected horse at febrile stage fell sick with infectious anemia at 15 days after inoculation. 
Complement fixation test of serum of the pony with fixed virus antigen changed to positive 
at the stage of the febrile attack. Siderocytes were observed at this stage, to0. Character- 
istic histopathologic changes were found neither in liver nor in spleen. 

2) All ffty horses which were imported from Australia showed no positive complement 
fxation test and also the 15 normal sera from France proved of negative complement fixation 
test。 But a infectious serum from France proved of marked positive reaction. The sera 
from France were kindly sent to us by Prof.J. Verge, Director of the Laboratoire Central de 
Recherches Veterinaires through the courtesy of Prof.G. Ramon, Director of the Office 
International des Epizooties. 

3) One hundred and seventy fve (70.54 め ) out of 232 horses which were transported 
as infectious anemia horse to slaughter-house at Tokyo in 1956-57 showed positive comple- 
ment fixation test. Twenty six out of 71 horses which were examined on histophathologic 
change in liver and complement fxing antibodies proved positive at both examinations. 
Other 6 horses were negatiye at both examinations. This result suggests the probability 
that some non-infectious anemia horses were killed as infectious anem1a. 

4) The antigen of mouse-fixed virus differs from that of Altara or cardiolipine and in 
more Specifity than the latter. 

5) The antigen of egg-adapted virus showed the same specifity as mousefixed ViruS. 

5) The antigen of mouse-fied virus can be used for precipitation test. 
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馬 伝 染 性 貧血 の 実験 的 研究 
第 1 報 
A- ウ イル ス の 馬 体 接種 成績 
横浜 医科 大 学 細菌 学 教室 
矢 追 秀武 , 永田 昭 , 後藤 宣 政 , 斉藤 勝 江 
ま WI の 

馬 伝染 性 貧血 ウイ ルス の 分 離 は Carre et Vallee (1906)? 以来 多数 の 人 々 に よ つ て 試み られ た が 
現在 な お 至難 の 業 で あり , 稀 れ に は 成功 し た と いう 報告 が あつ て も 結局 誰 で も 出来 る と いう も の で 
介 4 の か の が 

し か る に 最近 , . 特に マウ ス 接 種 に 関し て 有望 な 報告 が あら われ た . 即ち Hallauer u. Moosbrug- 
ger (1949)? は 10g 以下 の 幼 着 マウス の 伝 貧 ウイ ルス に 対す る 感受 性 を 認め , 次 いで 荒川 , 兼子 , 
関 , 武藤 (1952)56@) は 幼 若 マウ ス の 脳 内 接種 に より , 或 は 予め 問 化 鶏卵 (CAM) を 通過 し て マウ ス 
の 脳 内 に 接種 する と いう 羽 も 矢 追 , 荒川 29 の デン グ 熱 ウイ ルス 分 離 以来 の 手段 に よ つ て 比較 的 容 狐 
に 伝 和 谷 ウ イル ス を マウ ス ( 脳 ) に 固定 し 得 た と いう 極め て 重要 な る 報告 を し た . そして, 得 ら れ 7 
数 株 の 固定 毒 が 伝 和 谷 ウ イル ス 趣 免疫 家 束 血 清 に よ つ て 何れ も 中 和 され , 補 体 結合 反応 も 成立 する と 
述べ て いる . 

し か し , 右 井 , 園田 , 小林 , 田中 (1954) め : Fortner et UIlbrich (195219 : 田淵 , 小林 , 山本 
(195 志 は 何れ も 幼 着 マッ ウス の 脳 内 接種 に つい て 陰性 の 結果 を 示 し て いる . 実は 昔々 も マウ ス 脳 内 
接種 に よる 分 離 固定 を 試み た が な お その 目的 を 達し 得 な いで いる . 

他 面 。 Dreguss & Lombard (195)3 は 少く と も 5 代 ま で は 伝 貧 ウ イル レス の マウ ス 継 代 が 可能 で 
あり , 又 か か る 僅か 数 代 の 異種 動物 の 通過 に よ つ て 馬 に 対す る 病原 性 が 著しく 変化 する が 馬 体 を 通 
過す る と 次 第 に 病原 性 が 居 復 し た と 述べ て いる . 但し 彼 等 は 成熟 マウ ス を 供 試し , 鼻腔 内 及び 腹腔 
内 接種 併用 法 を も つて し て いる . 

これ を 要する に 荒川 氏 等 の 幼 着 マウ ス 脳 内 接種 に よる 伝 貧 ウイ ルス の 分 離 は 今日 な お 他 の 追随 を 
許さ ざる も の で ある . 

そこ で 細谷 博士 は 荒川 氏 等 の 固定 毒 の 馬 体 復帰 試験 を 企 て ら れ , 諸 人 準備 を 終 つ て 正 に 本 実験 に 着 
手 し ょ うと し て 不幸 急逝 され た . その た め 吾 々 は 政 細 和 谷 省 吾 名 準 教 授 に 代 つ て この 司 体 接種 実験 を 
行い 若手 の 成績 を 得 た の で 報告 する . 商 記 載 の 便宜 上 , 荒川 氏 等 の 固定 毒 を A- ウ イル ス と 略記 する 
こと に し だ た: ' 

実験 材料 及び 方 法 


荒川 坪 主 より 分 与 を 受け た 2 株 の 固定 毒 を 併用 し た が その 由来 は 下記 の 如く で ある . 

No. 1 株 : 1950 年 に マウ ス 脳 内 接種 7 代 で 固定 され た $ の で , 分 与 さ れ た 時 は その 後 僅か 3 代 し 

か 継 代 され て お ら ず , マウ ス 継 代 10 代 目 の 株 で ある . 「 

NO.12 株 CE。M。): 家畜 術 生 試験 場 よ り の 86 号 感染 馬 血 清 を 健康 仔馬 に 100cc 度 下 注射 (16/, 

1957), 更に 10cc 静脈 内 注射 (20/ 臣 , '57) し た と ころ 26/ ル , 57 に 40C の 熱発 作 あ り , . そ の 血 

清 を 英 化 鶏卵 此 選 膜 に 0.2cc 接種 し , 5 日 毎 に 9 代 継 代 し た 後 , マウ ス 脳 内 接種 2 代 で 固定 し た 

も の で ある . 

馬 価 接種 実験 に は 対 島 産 の 済州 島 純 系 馬 2 頭 <1 号 馬 及 び 2 号 馬 )- を 使用 し た 1 号 馬 は 4 
*ー。BW =ー 


$, 鹿毛 種 で , 2 号 馬 は 同じ く 4 才 , 税 , 栗毛 種 で ある . と も に 長期 に わた る 血液 検査 , 肝臓 容 刺 
試験 に よ つ て 伝 貧 感 染 が 完全 に 償 定 され て いる . 

飼料 の 1 日 量 は 1 頭 当 り 毅 2.0kg, 雅実 1.0kg, 乾 草 4.0kg, 菓 4.0kg ( 切 菓 と も に ), 水 適 
当量 で ある . 

飼育 場所 は (東京 都 北 区 西ヶ原 ) 農林 省 動物 医 楽 品 検査 所 構内 で 伝 貧 汚 染 の 危険 性 は 全く な く 極 
め て 好適 な と ころ で ある . 厩舎 は 間口 1 間 , 奥行 き 2 間 , 床 面 , 側面 は ュ ン クリ ー ト , 入口 に は 金 
網張 り の 開 戸 が あり , その 上 , 奥 に は 金網 張り の 窓 が あつ て 水洗 , 排水 , 通風 , 昆虫 放 断 な どの 点 
が 大 過 備 わ つ て いた . 

そし て , 1 号 馬 に は No.1 株 (マッ ゥ ス 株 ), 2 号 馬 に は NO. 12 株 E。M。 (鶏卵 株 ) を 夫々 接種 し た . 

即ち これ ら の 病 毒 株 を 夫々 多数 の マウ ス に 脳 内 接種 し , 発症 後 殺 し て 採 脳 ,。 Homogenizer に か 
け , 0.5%% 爵 加 生理 的 食塩 水 (pH 7.6) で 10 多 乳剤 と な し , 3,000r.p.m., 30 分 遠心 し て その 上 清 を , 
分 離し , これ に Penicillin 及び Streptomycin を 加え て 一 定期 間 水 室 に 保存 し た の ち 実 験 に 供し た . 

本 実験 材料 は いずれ も 普通 寒天 , ブ ド ー 糖 寒天 , ブ ド ー 糖 血液 寒天 , Thioglycollate 培地 等 で 雑 
菌 陰 作 で あつ た . 

因みに No.1 株 を マウ ス の 脳 内 に 接種 する と , 第 3 病 日 後半 に 於 て 一 部 は 過敏 性 を 帯び , 軽微 な 

音 に も 驚き , 往々 蓋 を と つた 途 端 に 通 走 する . 第 4 病 日 に は 毛 を 立て , 尾 を 立て , 育 を 丸く し, 
眼 を 潤 ま せ , 運動 不 活発 と な り , 食欲 は 急 に 減退 し , 呼吸 は 深く な る . 第 5 病 日 に は 上 記 の 症状 に 
加え て 腹部 緊張 感 が 失わ れ , 四肢 特に 後肢 の 逆 緩 性 麻痺 を 来たし 死亡 する に 至る . 尚 死亡 直前 に 於 
て 眼 を 閉じ , 不随 意 と 思わ れる よう な 四肢 の 運動 を 示す も の が ある . 


実 施 成 貫 


本 人 こつ WC 

1957 年 6 月 より 9 月 まで の 4 カ ヵ月 を 原則 的 な 観察 期間 と した. 

前 述 の よう に し て 作 つ た 10 多 マウ ゥ ス 脳 乳剤 (No. 1 株 ) を 左 頸 部 に 1, 171cc, 右 頸 部 に 1,058cc, 
計 2,229cc 皮下 注射 し , 更に 左 頸 部 静脈 内 に 同 材 料 を 4 万 回 , 1 時 間 の 超 遠 心 で 10 倍 濃縮 し た も 
の を 110cc 注射 し た . 


(1) 熱 中 
Fig. 1. Re-transmission of Arakawa's virus (No. 1) to horse: fever response, erythrocyte. 
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ウイ ルス 接種 前 は 37.2C て >38.2C を 上 下 し て いた が , 接種 1 日 後に 38.9"C に 上 須 し , その 後 
目下 降 し , 。 4 日 後 の 午 前 に は 37.9?C に な つた が , 午後 か ら 発 熱し 始め , 6 日後 39.0?C に 達し 
っ 

し か し 7 日 後に は 正常 体温 と な り そ の まま 15 日 後 ま で 正常 体温 を 保つ て いた が , 16 日 後に 至 つて 
急 に 39.5'C の 熱発 作 を 示 し た . . そ の 翌日 に は 38.2?C に 下降 し た が その 翌日 に は 再び 39.2?C を 
直し た : 

その 後 は 半年 以上 か か る 熱発 作 な く , 試験 を 中 止 し た (Fig. 1 参照 ). 

(《 み ) 』 赤 。 血 。 球 数 

接種 前 の 平均 値 は 840 万 /mm* で あつ た . 接種 後 も 大 し た 変動 な く , 多少 の 発熱 を 示 し た 接種 1 
日 後 及び 6 量 後 に も 著しい 変化 は な か つた . し か る に , 16 日 後 の 熱発 作 の 翌日 より 減少 し 始め て , 
更に その 翌 目 に は 最 底値 た る 536 万 を 示 し た . し か し その 翌日 より 准 次 恨 復 し て 正常 値 と な り , 最 
後 ま で 注目 すべ き 変 動 を 示さ な か つた . 

(3) 血 色素 量 

接種 前 の 平均 値 は 94 を で あつ た . 接種 直後 僅か に 減少 し た が , 5 日 後 は 正常 値 に も どり , 6 日 
の 体温 虐 後 に 再び 減少 し て 73 刀 と な つた . し か し , 11 日 より 14 日 に か け て 再び 正常 値 と な り 16 
日 の 熱発 作 後 に 再び 減少 し て 76 と な つた . し か し , その 3 日 後に 正常 値 と な り , 以後 は 著しい 
変化 を 示さ な か つた . 


Fig. 2. Re-transmission of A-vrus (No. 1) to horse: hemoglobin, leucocyte. 
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(4) 自 血球 数 

接種 前 の 平均 値 は 7,960/mm' で あつ た . 接種 化 も 余り 変化 な く , 8 日 後 (6,200) 及び 11 日 後 
(6, 850) に 軽度 の 減少 を 示し た が , その 後 は 人 復 し , 熱発 作 2 日 後に 再び 減少 し (6,600), 間 も な 
く 策 増 多 定 (10,200 て 10, 400) を 示 し た . その 後 (63<66 日 後 )) も う 1 度 5,950 に 減少 し た が , 
それ 以来 最後 まで 大 し た 変化 を 示さ な か つた . 

C5) 正 血 球 像 

自 血 球 数 は 下記 の 如く , 可 成 り 興 味 あ る も の と 考え られ る . 


少し , その 後 は 徐々 に 増加 し て , 16 日 後 の 熱発 作 時 に は 5.7 多 と な り , 再び 滅 少し て 19 日 後に は 
1.0 の 低 値 を 示し た . その 人 後 徐々 に 増加 し て 32 日 後に は 9.4, 42 日 後に は 12.4 多 と いつ た 甘 合 
に 茎 し い 単 球 増 多 症 を 示 した. し か し その 後 か か る 増 多 症 は 遂に 見 られ な か つた . 

b ) 好 酸 球 : 接種 前 の 平均 値 は 4.0% で あつ た . 接種 の 翌日 は 殆 ん ど 消 突 し た が 、 徐々 に 出現 
し , その 後 2 週間 は 正常 値 を 僅か に 上 下 し て いた が , 16 日 の 熱発 作 時 に 復 々 減少 し て 2.02 と な り , 
熱 分 利 に 従 つて 急激 に 増加 し て 12.1 の 高 率 を 示し た . し か し 発熱 日 より 6 旧 後 に は 正常 に も ど 
り , 以後 は 正常 より 生 高 目 の 値 を 持続 し た . 

c ) 好 中 球 : 接種 前 の 平均 値 は 49.9 で あつ た . 接種 後 多少 の 変動 が あつ た が 16 日 後 の 熱 発 
作 時 に は 87.3 多 と いう 高 率 を 示し , 熱 分 利 に 従 つて 徐々 に 減少 し , 29 日 後に は 汐 巴 球 の 増 多 に 伴 
う 比較 的 好 中 球 減 少 症 を 呈し 最 底値 の 19.7 多 に 達し た . し か し 32 日 後に は 正常 値 に 復 し た . その 
後 は 大 し た 変動 が な い . | 

d ) 汐 巴 球 : 接種 前 の 平均 値 は 42.7 を を で あつ た が , 接種 直後 より 減少 の 傾向 を 示 じ , 8 日後 に 
29.6 余 に な つた が , 11 日 後に は 正常 値 に も どり , 16 日 後 の 熱発 作 時 に は 比較 的 滞 包 球 減少 定 を 呈し 
た . し か し 熱 分 利 に 従 つて 復 た 正常 値 を と り も ど し , 29 日 後 の 好 中 球 減少 に 伴う 比較 的 包 球 増 多 
症 を 星 し た . その 後 は 大 し た 変化 が な い . 

e ) 好 塩 基 球 : 殆 ん ど 問 題 に な ら な か つた . 

(6) 担 鉄 細 胞 

接種 前 は 勿論 , 接種 後に 於 て も これ を 見 出し 得 な か つた . 

7?) 肝 臓 容 刺 

接種 前 は 勿論 , 組織 学 的 に 異常 を 認め な か つた . 接種 後 , 16 日 後 の 熱発 作 時 より 9 日後 及び 112 
日 後 の 両 回 に 肝臓 究 刺 試験 を 行 つ た が , と も に 伝 笛 と 思わ れる 病理 組織 学 的 変化 は 認め な か つ た . 

(8) 一 般 症 状 [ 

Fig. 3. Re-transmission of A-virus (No. 1) to horse: eosinophil, monocyte、 
neutrocyte, 1ymphocyte, siderocyte. 


a) 球 : 接種 前 の 平均 値 は 3.0 で あつ た . 接種 直後 多少 増加 し た が , 6 日 後に は 反対 に 減 
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a) 心音 : 接種 前 の 心音 数 は 平均 50/m. で あつ た が , 熱発 作 時 に は 56/m. と な り , 熱 分 利 後 は 
0 枝 吉 * ど つた, 

b) 有 眼 結 膜 : 特に 16 日 後 の 熱 発作 後 3 日 間 に わ た つて 著しい 充血 が 誤 め られ た . 

c ) 有 反 射 , 脳症 状 , 発汗 , 大 小便 に つい て 特記 すべ きこ と が な か つた . 

め - 号 選 (る ② ゆ いて: 

1957 年 7 月 より 10 月 まで の 4 ヵ月 を 原則 的 な 観察 期間 と し た . 

前 述 の よ う に し て 作 つ た 10 史 マウ ス 脳 乳剤 (NO. 12 株 E。M。 ) を 左 頸 部 に 750cc, 洛 頸 部 に 
758cc 計 1, 508cc 度 下 注射 し , 更に 同 乳 剤 を 左 吾 部 に 1.5cc 宛 8 カ所 対 12cc 皮 内 注射 し た . 

1 ) 熱 弄 

接種 前 は 37.4 て 38.07C の 間 を 上 下 し て いた が , 接種 1 日 後に は 38.6"C に 上 昇 し , 徐々 に 下降 
し て 4 目 後 の 午前 に は 37.8"C を 示し た が , その 午後 再び 38.5?C に 上 り , その 翌々 日 より 平熱 に 
復 し た . し か る に 15 目 後に 至 つて 再び 38.6*C に 上 上昇 し た . この 熱発 作 は 大 し て 高く は な い が 時 期 
的 に は 1 号 馬 の 場合 と 一 致し て いる . し か し , 間もなく 平熱 と な り 終 り ま で 特記 すべ き 体 温 の 変化 
は み ら れ な か つた . 

2) 塊 血球 数 

接種 前 は 平均 値 682 万 で 元々 少 か つた が , 接種 後 も や あま り 変 動 を 示さ ず , 15 日 後 の 熱発 作 時 に も 
著しい 変化 を 示さ な か つた . 接種 29 日 後に 至 つて 全 経 過 中 の 最 底値 540 万 を 示し た が , この 馬 の 正 
常 値 よ りす れ ば 強い 赤血球 減少 定 と は いえ な か つた . 

3) 血 色素 量 

接種 前 の 平均 値 は 72 で あつ た . 接種 6 日 後に 若干 減少 し た が 直ぐ 元 に も どり, 15 日 後 の 熱発 
作 時 に は 最低 値 た る 64 ダ を 示し た . し か し これ も 19 日 後に は 正常 値 と な り , その 後 は 注目 すべ き 
減少 を 示さ な か つた . 

4) 碧 血球 数 

接種 前 は 平均 7,480 で あつ た が 接種 2 日 後に 急激 に 増加 し て 10,900 に 達し た . し か し 間もなく 
平常 値 に も どり , 4 て 6 日 後 乃 至 15 日 後 の 発熱 時 に も 大 し た 変化 を 示さ な か つた . 

5) 自 血 球 像 

3 ) 単 球 : 接種 前 の 平均 値 は 3.2 で あり , 接種 4 と 6 日 後 で も 大 し た 変化 は な く , 15 日 後 の 熱 
発作 時 に も 僅か に 高い 値 を 示し た の に 過ぎ な か つた (5.4 め め ). 

b) 好 酸 球 : 接種 前 の 平均 値 は 4.8 を で あつ た . 接種 4 て 6 日 後 , 及び 15 日 後 の 変化 は 1 号 馬 
ほど 著しく は な い が 大 体 同様 の 推移 を 示 し た . 

c ) 好 中 球 : 接種 前 の 平均 値 は 54.2 を を で あつ た . 接種 の 翌日 に は 73.7 に 増加 し た が , 6 日 後 
に は 正常 値 と な り , 15 上 日後 の 熱発 作 時 に 於 て も 変化 な く , それ 以後 も 大 し た 変化 を 示さ な か つた . 
d) 汐 巴 球 : 接種 前 の 平均 値 は 40.0 で あつ た . 接種 3 日 後に 20 を まで 減少 し た が , 6 日 後 
に は 正常 値 と な り , 15 卓 の 熱発 作 時 に も , また その 後に お いて も 余り 大 し た 変化 を 示さ な か つた . 
6) 担 鉄 細 胞 

終始 検出 し 得 な か つた . 

7) 肝臓 容 刺 試験 

接種 前 は 勿論 「 陰 性 ] で あつ た が , この 馬 に 於 て は 熱発 作 が 著しく な か つた の で 888 日 後に 始め て 
肝臓 究 刺 検査 を 行 つ て 見 た が , 矢 張 り 伝 貧 を 思わ せる に 和 足る 組織 学 的 所 見 は 得 ら りら れ な か つた . 

8) 一 般 / 症 状 

a) 心音 : これ と いう 変化 な く , 1 号 馬 同様 心 雑音 を 開か な か つた . 

b) 眼 結 膜 : 1 号 馬 と は 違 つ て , 全 経 過 中 結膜 の 充血 を みとめ な が つた . 

c) 腫 反射 , 脳症 状 , 発汗 , 大 小便 等 に つい て 特記 すべ きこ と な し . 


Fig. 4. Re-transmission of A-virus (NO. 12-strain) to horse: fever response, erythrocyte, st- 


derocyte. 





| Siderocyte 


〔 附 ] 補 体 結合 反応 の 成績 

ント ル 、 NH 相思 Ei に て 1 記法 還 証 
体 の 消長 を 検 べ た と ころ , No. 1 株 を 接種 し た 1 号 馬 に 於 て は 当然 の 事 な が ら 本 抗原 どの 間 に 特 尋 
的 反応 が 認め られ た . 央 ち 病 毒 接種 後 22 日 項 よ り 抗体 価 の 上 叶 が みとめ られ 』 80 一 40 目 給 に 最高 と 
な り 以 後 徐々 に 下降 し た が , 160 日 後 で も な お 多少 の 抗体 が 認め られ た . 

し か る に , NO. 12 株 E。M。 を 接種 し た 2 号 馬 の 血清 は 本 抗原 に 対し て 極め て 僅か 反応 し た の み 
で あつ 、 
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1 号 馬 の 所 見 に つい て 

伝 谷 の 診 2 所 に えた つ て 生れ 2 に 切な 所 見 は 貧血 を 伴 つ た 熱発 作 で ある . 1 号 馬 に お ける A- ウ イル 
ス No.1 株 接種 直後 の 体温 上 昇 は , ウイ ルス より も 寧ろ 多量 の 異種 午 白 に よる も の と 考え られ る . 
し か し 」 接種 6 日 後 の 体 温 上 具 は 同 ウ イル ス を マウ ス に 接種 し た と き 3 て 3 卓 後 に 発症 する に と か 
ら も 異種 蛋白 の 影響 より ウイ ルス の 増殖 が 多分 に 問題 に な り 得 る と 思わ れる . 

し か ら ば , この 熱発 作 に 伴う 血液 所 見 は 如何 と いう に 赤血球 は 熱発 作 後 僅か に 減少 する が , それ 
も 生理 的 範囲 に 止ま つて いる 

血色 素 の 減少 は 顕著 で ある が , 白血球 像 の 変化 が これ に 伴わ な い 層 み が ある . 

その 上 担 鉄 細胞 の 出現 も な く , この 発熱 を 伝 答 ウ イル ス に 関連 する も の と 判断 する に ば は 不 充分 で 
ある . 

これ に 反 し て 接種 16 日 後 の 熱 発作 は 39.5?C と いう 可 成 り の 高熱 で あり , し か も 紗 張 型 と は いえ 
16 日 より 18 日 に わた る 3 日 間 の 熱発 作 で あり , 時 期 的 に も 伝 貧 に 応 わし い . 研究 着 に よ つ で て 区 々 で 
ある が , 石井 , 田中 ゆ は 伝 貧 の 潜伏 期 は 大 体 2 週間 で ある と いつ て いる 

赤血球 数 は 発熱 前 に 840 万 あつ た も の が 件 の 熱発 後 徐 々 に 減少 し て , 最低 借 の 530 記 に 達し 』 且 
つ そ れ が 熱 分 利 に 従 つ て 次 第 に 恨 復 し て いる . この 経過 は 正 に 伝 倫 の 像 に 一 致し て いる : 

更に 血色 素 は 先 の 赤血球 の 減少 と 併行 し て 減少 し て いる . 

白血球 は 熱発 作 に 関連 し て 多少 減少 し , その 後 約 1 週間 に わた つて 増 多 症 を 来たし で いる . 従 つ 
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て , 自 血 球 数 は 熱発 作 と 共に 増加 し, その 極 期 , 分 利 期 に 減少 する 傾向 か ある と いう 石井 , 渡辺 9 
の 記載 に 照ら す と 本 実験 の 成績 は 多少 ずれ て は いる が , 相当 注目 に 価 す る も の と 思わ れる . 

単 球 は 熱発 作 時 に は 増加 せ ず , 22 日 後 よ り 徐 々 に 増加 し て 42 日 後に 最高 値 の 12.4 多 を 示 し て い 
る . 諸家 も 伝 貧 の 熱発 作 時 に は 寧ろ 減少 し , 熱 分 利 か ら 間 歌 期 に か け て 増加 する 傾向 が か ある と いつ 
て いる . この 点 よ りす れ ば , 本 成績 は 非常 に 有意 義 で ある . ' 

好 酸 球 に 関し て は , 石井 , 渡辺 は 熱発 作 初期 に は 滅 少し , 熱 分 利 に 従 つ て 尺 復 する と 報告 し 
他 の 諸家 も 大 体 同様 の 所 見 を 述べ て いる . 

香 々 の 成績 で も 熱発 作 時 に は 2.0 に 減少 し , 熱 分 利 数 日 後に 12.1 欠 まで 増加 し た . 本 細胞 の 
増加 が 果して 熱 分 利 に 伴う 増加 で ある か , 或 は 凶 の 原因 に よる も の で ある か は な お 問題 で は ある が 
これ 赤 一 応 注目 すべ き 所 見 で ある . 

好 中 球 に 関し て は 熱発 作 前 に は 大 し た 変化 な く , 熱発 作 時 に 87.3 に 増加 し , 熱 分 利 に 従 つ て 
激減 し て , 29 日 後に は 汐 思 球 増 多 に 伴う 好 中 球 の 減少 が 明らか に 見 られ る ・ 

か く の 如 く 熱 発作 に 際 し て 好 中 球 が 一 且 増 加 し , 熱 分 利 に それ が 減少 する に 従い 光 巴 球 が 逆 に 増 
加 し て くる 傾向 は 伝 貧 発 作 の 経過 に 於 て 必 々 見 られ る 所 見 で あり , 本 成績 も 有意 義 な も の と 思わ れ 
る . 但し 香 々 の 場合 は 伝 委 の 診断 上 重視 され て いる 担 鉄 細胞 を 全 経 過 中 検出 で き な か つた . し か し 
明らか に 伝 貧 発 作 の 場合 で も 本 細胞 の 検出 で き な い 場合 も ある か ら , この 担 鉄 細胞 陰性 の み で , 1 
号 馬 の 伝 貧 発 作 を 否定 し 去 る こと は 出来 まい . 

肝臓 守 刺 検査 は 熱発 作 後 2 回 実施 し た が , ウイ ルス 接種 前 と 組織 学 的 に 何等 区 別 す る こと が で き 
ん も カド の チマ 。 

この こと は 伝 谷 を 確認 する の に 少 し で も 組織 学 的 変化 が な けれ ば な ら な い 病 理学 者 の 立場 より す 
れ ば 甘 だ 悲観 的 材料 で は ある が , 理 々 の 場合 は 具 1 回 の 熱発 作 で あり , 肝臓 の 病変 を 起す に 至ら な 
か つた か ) 或 は ウイ ルス 自体 が 既に か く の 如 く 変 豊 し た と の 推測 が 可能 で ある . 

先 に Dreguss & Lombard は マウ ス を 5 代 通 過 し た 材料 を , 馬 3 代 通 過 し て 初め て 伝 貧 固有 の 病 
理 組織 学 的 変化 を 証し 得 た と いつ て いる . 

一 般 症状 の 申 , 眼 結膜 の 充血 だ けが 注目 すべ きも の で あつ た が , 伝 賀 発作 時 に お ける 眼 結膜 の 充 
血 は 履 々 報告 され て いる . 

A- ウ イル ス No. 1 株 を 抗原 と する 補 体 結合 反応 は 初期 は 陰性 で あつ た が , 熱発 作 後 か ら 人 徐々 に 
陽性 と な り 長 期間 存続 し て いる . 

2 号 馬 の 所 見 に つい て : 

ウゥ イル ス 接 種 直 後 の 体温 上 蝶 は 1 号 馬 と 同じ く 異 種 午 自 の 影響 と み ら れ る が , 15 日 後 の 体温 上 穫 
は 1 号 馬 の 熱発 作 と 帰 一 し て お り , た と え 38.6"C と いう 低 熱 で あつ た に せよ 注目 に 値する と 思う ・ 

併 し 赤血球 及び 血色 素 の 減少 は さほど 強く な く , その 他 特 血球 数 並び に 像 に つい て は 殆 ん ど 注 目 
に 価 す る 変化 が な か つた . 

一 般 状態 で も 特記 すべ きも の が な く , 況 ん や 担 鉄 細胞 の 出現 , 肝 の 病理 組織 学 的 変化 に 於 て を や 
で あつ た . 有 又 , A- ウ イル ス No. 1 株 抗 原 に 対す る 補 体 結合 反応 が 極め て 微弱 で あつ た . 

即ち 2 号 馬 に 於 て は 比較 的 軽度 の 熱発 作 及び 赤血球 の 減少 以外 に は 伝 貧 の 発作 と 思わ れる 所 見 は 
殆 ん ど 得 られ な か つた . 

以上 の 如く , 1 号 馬 と 2 号 馬 と で 所 見 が 可 成 り 閉 し く 異 な つて いる . その 原因 が マウ ス の み で 分 
離 固 定 し た か (No.1 株 ), 或 は 黄 化 鶏 卵 を 介し て 分 離 固定 し た か (NO. 12 株 E。M。 ) と いう 国定 毒 化 法 
の 根本 的 相違 に よる か , それ と も 注射 量 乃 至 方 法 の 相違 に ある か に つい て は 今後 の 研究 に まち た い . 





結 論 
香 々 は 荒川 及び 協力 者 に よ つ て 伝 貧 感 染 馬 血清 より 得 ら れ た マウ ス 脳 固定 毒 2 株 (No. 1 株 及び 


NO. 12 株 EaM。 ) を それ ぞ れ 済州 島 系 馬 1 頭 ず つ に 接種 し た . ' 
No. 1 株 (マウ ス の み で 分 離 ) を 接種 し た 1 号 馬 は 16 日 後に 可 成り 定型 的 な 熱発 作 を 示 し , これ 
に 伴 つ て 強い 貧血 を 起 し た . 

白血球 の 像 に つい て も 伝 倫 に 一 致す る 点 が 多々 あつ た - 

し か る に NO. 12 株 E。M。 ( 野 化 鶏卵 で 分 離 ) を 接種 し た 2 号 馬 に お いて は 熱発 作 。 因 血 は 認め 
られ た が と も に 極め て 軽度 で あつ た . 


本 研究 の 実施 に あ た つ て は 格別 農林 省 動 物 医薬 品 検 査 所 , 川島 所 長 の 御 厚 情 に 浴 し まし た . 深謝 
致し ます . 同時 に , あら ゆる 御 援助 を 惜しま れ な か つた 同 所 々 員 山 日 部 長 , 鈴木 課長 , 佐藤 室長 
花木 技官 , 西村 技官 の 各位 に 厚く 御礼 申 上 ます . 

又 材料 。 技術 面 に お いて 数 々 御 協力 いた だ いた 農林 省 家 畜 術 生 試験 場 。 石 電 , 星 両 部 長 : 田中 
田淵 両 室長 , 園田 , 山本 , 桶 技 官 の 各位 に 厚く 御礼 申 上 げ ま す . 

最後 に この 報告 を 逆 細 谷 省 副 博 士 に 捧げ た いと 存じ ます . 

尚 本 研究 出版 に つき 特別 の 配慮 を 賜 わ つ た 田中 北海 道 知事 , 金丸 総務 部 長 , 福岡 農務 部 長 は じ め 
畜産 課 の 各位 に 深 甚 の 謝意 を 表し ます . 「 
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Experimental studies on equine infectious anemia (SWarmp Fever) 
t。 Re-transmission experiment of Arakawa's virus to horse 


By Hidetake Yaoi, Akira Nagata, Nobumasa Goto and Katsue Satto 


Yokohama University School of Medicine, Yokohama 


Two strains of a virus, ie., No. 1-and NO. 12-strains, which were adapted to mice by 
Arakawa and his collaborators from sera of horse infected with E.1.A. virus, were subjected 
to the present re-transmission experiment to horse. 

Of the said 2 strains of virus, No. 1 was fixed to mice by intracerebral inoculation for 
7 generations in 1950. And NO. 12. was fixed to mouse by 9 passages on CAM of fertile ch- 
ick eggs and 2 intracerebral inoculation of mice in 1957. 

To inoculate the horse with these strains of virus, 10 多 infectious mouse-brain-emulsion 
was prepared and centrifuged at 3.000r.p.m. for 30 minutes, the supernate of which was used 

Horse 1 was inoculated with 2229cc of the material subcutaneously and 110cc (10-time- 
concentrated) intravenously. No. 1-strain Was used in thiS case. 

Horse 2 was inoculated with 1.508cc subcutaneously and 12cc intracutaneously. NO. 12- 
strain was used in this case. 

Results Were:- 

Horse 1 showed a fever attack as high as 39.5?C after 16 days, accornpanied by strong 
anem14. 

Also the differential count of leucocytes showed similarities with E.1.A. in many points. 

But。 both siderocytes in peripheral blood and histopathologic changes in IiVver Were 
negatiVe. 

Horse 2, which received NO. 12-strain showed a slight fever reSDonSe after 15 days, fol- 
]owed by a slight anemia. 

But, notable changes in leucocyte picture Was not perce1Ved, to Say nothing of siderocytes. 
and histopathologic changeSs. 

In addition, in performing C.F. 工 . using No. 1-strain as an antigen, Serum from Horse 
1 responded strongly and specifically, but serum from Horse 2 responded only very slghtly. 
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山 伝 染 性 貧血 の 実験 的 研究 
第 2 報 
A- ウ イル ス No.1 株 を も ぁ つ て する 中 利 及 び 感 染 防 錦 試験 


横浜 医科 大 学 細菌 学 教室 
天 追 秀武 後藤 家政 佐野 腔 , 山 沢 六 子 


事 は えん 5. | き 
斉 々 は 荒川 氏 筆 の 伝 貧 感染 馬 血 清 よ り 分 離し た マウ ス 固 定 毒 2 株 , No. 1 株 及び NO. 12 株 CE。 
IM。) の 還 体 復帰 試験 を 行い 。 その 成績 は 既に 報告 し た が 今回 中 和 試 験 及び 感染 防 狂 試験 を も つ 
て 同 ウ イル ス (特に No. 1 株 ) の 特異 性 を 検討 し , 若干 の 成績 を 得 た の で 報告 する . 


実験 材料 及び 実験 方 法 


ウイ ルス 材料 と し て は 荒川 氏 の マウ ス 脳 固定 毒 No. 1 株 ), 日 本 脳炎 病 毒 中 山 株 ( 予 砕 よ り 分 与 
を 受 く ), マウ ス 脳 奪 請 膜 炎 病 毒 GD WI 株 (農林 省 家畜 衛生 試験 場 より 分 与 を 受 く ) 及び 教室 保管 
の エク トロ メリ ア 病 毒 を 使用 し た . 

伝 貧 感 業 馬 血 清 と し て は 伝 貸 ウ イル ス を 接種 され た 120 号 , 129 号 , 131 号 馬 の 血 清 を 使用 し 非 伝 
貧 健 康 馬 面 清 と し て は 豆 界 島 の 96 号 , 97 号 , 98 号 , 99 号 , 100 号 , 101 号 馬 の 血 清 を 使用 し た . 何れ 
ゎ 農 林 省 家畜 衛生 試験 場 よ り 分 与 きれ た も の で ある . 

その 他 , 予 研 よ り RI 用 和 8 迷 箇 清 (中 山 株 ) の 分 与 を 受け た . 尚 血清 の 非 働 化 は 60?C, 20 
分 の 加 温 で 行 つ た . 


実 験 成 績 


LT] 中 和 試験 

実施 方 法 と し て は , 小 試験 管 に 0.3cc 宛 の 被 検 血清 を 分 注 し , A- ウ イル ス の 各 十 進 稀釈 液 pH 
7.4 の 0.5 多 セラ チン 加 生 理 的 食塩 水 で 稀釈 す ) 0.3cc を それ ぞ れ に 加え , 良く 混和 し て 37?C の 
問 卵 内 に 2 時 間 置 き , 更に 4?"C の 氷室 内 に 一 夜 放置 し て 10-12g ( 各 群 数 匹 び ずつ) の マウ ゥ ス に 
脳 内 接種 し , 2 週間 観察 し た 上 , 対照 郡 の 力 価 と 比較 し て 中 和 対 数 及び 中 和 指 数 を 算出 した. 

対 照 郡 に 於 て は 健康 家 束 血清 を 使用 し た . 韻 , 日 本 脳炎 免疫 血清 で の 実験 に は 血清 , ウイ ルス 混 
合 液 を 37 て の 英 卵 器 内 に 2 時 間 放 置 後 , 直ちに マウ ス に 接種 し た . 

実験 1: 非 伝 佑 馬 血清 の 中 和 試 験 

微 検 血清 は 喜界 島 の 非 伝 谷 健康 馬 血 清 で ある . 

中 和 試 験 の 結果 は 第 1 表 の 如く , 夫々 2, 5, 3.2, 6.3, 3.2, 8, の 中 和 指 数 を 示す が , 恐らく 
正常 抗体 の 域 を 脱し な いも の と 考え られ る . 因みに この 吾 界 島 の 血清 は 別 の 試験 で A- ウ イル ス 抗 
原 と の 間 に 補 体 結合 反応 も 成立 し な いこ と が 判 つ た . 


Table 1. 


Neutralization test of A-virus (No. 1) with normal horse sera from Kikai-ga-Shirmna . 

































































に Dilution of virus | | 
SN 10 一 3 | 10 一 4 105 10 一 6 10 間 所 LDso N.1. 1og N.1. 
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た 旧 3 er- 還 も 還 」 由 
| orse ポ 97 95 955 4 1 員 0 証 全 0・.7 いい 
Horse 98 9% | 芝 | 第 | % | | 10- を 8 0.5 3.2 
Horse 99 。 | 欧 %6 4 % 10- を 5 0.8 6.3 
| Horse 100 54 9 2% % |] 10-48 0.5 3.2 
ke 束 EMI も Ui い 』 9 CN_ 
| Horse 101 5 96 % 9 10-44 中 0 6. 記 ) に 5 
(= ニー ニーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 ーーーーー ーー 一 ーー ーー ー ーー ー ー ーー に = ーーー ーー ーー 
Control ep | 江 か き 
| (A-virus, No. 1) | る 際 し | | 
実験 2: 伝 貧 感 染 馬 血清 の 中 和 試 験 


第 2 表 は 120 号 馬 血 清 の 成績 を 示す . 即ち 病 毒 接種 前 (4/T せ , 1957 採血 ) は N.1. 三 10 で , 病 毒 
接種 後に 於 ける 発症 前 (19/T エ , 採血 ) の 血清 は N.1. ニ ー1.3, 更に 発症 直後 (26/H せ 採血 ) の 血 


清 は N.1. 三 0 で ある . 

その 後 2 回 採血 (4/ 穫 , 及び 12/ 穫 , 1957) し て 検査 し た が 両 回 と も N.1. 三 2.0 を 示 し 僅か な が 
ら 快 復 が 認め られ た . 

聞く の 如く , 中 和 指 数 に よれ ば 中 和 抗 体 が 発症 に 伴 つて 減少 し , 発作 が 収まる と また 産生 きれ る 
と いう 傾向 が うか が われ る . 


Table 2. 


Neutralization test of A-virus (No. 1) with infected Horse 120'S serum. 


















































-、 Dilution of Yirus | 
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第 3 表 は 129 号 馬 血清 の 中 和 試 験 の 結果 を 示す . 即ち 病 毒 接 種 前 (24/XL 1956 採血 ) は N.+ 
ー 10 で ある が , 発症 後 7/1, 1957 採血 ) は N.1. 三 3.2 と な り , 120 号 馬 の 場合 と 同じ 傾向 を 


Table 3. 


Neutralization test of. 信 -yjirus (No. 1) with infected Horse 129's serum. 
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第 4 表 は 131 号 馬 血 清 の 成績 で ある が , 病 毒 接種 前 血清 (16/ 入 , 1957 採血 ) は N.1 三 3.2 で 
あり ), 発症 直前 (25/ エ ル , 採血 ) の 血清 は N.I. 三 1.6, 更に 40.3?C の 熱発 作 時 28/ エ ル ) に 採 つ た 
血清 は N.1. 三 1.6, 体温 が 39"C に 下降 し た と き (1/TV) の 血清 は N.1. ニ ー1.6 を 示す . 

その 後 採 つ た 2 種 の 血清 材料 は 夫々 3.2 (8/IV, 採血 ), 1.6 (15/TV 採血 ) の 中 和 指 数 を 示し て 
"いる . > 


Tale 4. 


Neutralization test of A-virus (No. 1) with infected Horse 131's serum. 
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以上 の 如く , 3 頭 の 伝 貧 病 毒 接種 馬 に お いて , 何れ の 場合 も 正常 , 特異 の 別 を 問わ ず 各 に 角 若 干 
は 存在 し て いた 中 和 抗 体 が , 発症 する と 一 時 減少 乃至 消失 する と いう 事実 が . ここ に A- ウ イル ス 
を 指示 子 と し て 示さ れ て いる . か か る 所 見 は 若 し A- ウ イル ス が 伝 負 に 由来 する も の で ある な ら ば 
当然 起り 得る こと で あつ て 非常 に 好ま し い 所 見 で は ある が , 中 和 抗 体 の 量 が 何れ の 場合 も 正常 抗体 
の 程度 で ある か ら , 少く と も これ 天 で A- ウ イル ス を 同定 する こと は 一 応 村 えて お ぐ 。" し か し , こ 
の 所 見 は 伝 谷 と いう 疾患 が 他 の 多く の ウイ ルス 性 疾患 と 根本 的 に 異 り , 感染 乃至 人 工 免疫 の 成立 が 
すこ ぶる 困難 且つ 不 確 実 で あり , 就 中 中 和 抗 体 の 産生 が まだ 確実 に 証明 され て いな いこ と と 相 通 ず 
る と 回 が ある よう に も 見 える . な お これ に 関連 し て , 後述 の 如く ,A- ウ イル ス の 不 活化 ウ ワク チン 
で 免 間 し た 動物 が 他 の 多く の ウイ ルス の 場合 に 比 し は る か に 低い 感染 防 舞 力 し か 示さ な いこ と も 上 奥 


味 あ る こと と 思わ れる . 

実験 3: 日 脳 旬 疫 血清 の 中 和 試 験 

日 脳 中 山 株 免疫 血清 及び 中 山 株 (マウ ス 脳 23 代 継 代 し た も の ) は 共に 予 研 リ ケチ ア , ウイ ルス 部 
より 分 与 さ れ た も の で ある . 

家 束 免疫 血清 の 日 脳 ウ イル ス に 対す る 中 和 指 数 は 3,200 (第 5 表 ) で ある . し か る に A- ウ イル ス 
No. 1 株 に 対し て は 1.6 (第 6 表 ) で あつ て 全く 中 和 和 関係 が な いと いう こと が 出来 る . よ つ て ムー- ウ 
イル ス No. 1 株 が 日 脳 ウ イル ス と 異 る も の で ある こと は 明らか で ある . 


Table 5. 


Neutralization test of 」. B.E. virus with the same immune Serumm. 
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Table ョ 6. 


Neutralization test of A-virus (No. 1) with J.B.E. virus innnmume serum. 
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LT] 感染 防 仁 試 験 

A- ウ イル ス No. 1 株 の Merzonin 不 活化 ワウ クチ ン で 免疫 し た マ 人 ルス (A- ウ 
イル ス No. 1, 日 脳 ウ イル ス , エク トロ メリ アウ イル ス , マウ ス 脱 春 請 膜 炎 ウ イル メス GD 中 株) を 
以 て 攻撃 し た . 

Merzonin ワク チン は 矢 追 2 等 の 狂犬 病 ウ クチ ン の 製法 に 準じ て 作 つ た .』 即ち AA- ウ イル ス No: 
1 株 (感染 マウ ス 脳 の 10 久 乳剤 ) を マウ ス の 脳 内 に 接種 し , 充分 発症 し た 所 で 採 脳 し , 食塩 水 DH 
7.4) に て 10 乳剤 を 作り , Merzonin を 0.1%% の 割 に 加え て 良く 混和 し て か ら 小 に 分 注 し て 毎 
日 数 回 振 柚 し つつ 5 日 間 37?C の 落 卵 器 内 に 置い て 不 活 化し た . 

感染 防 手 試験 は 狂犬 病 ウ クチ テン の Habel test? に 條 つて 実施 し た . 

即ち 上 述 の ワク チン を 食塩 水 で 20 倍 に 稀釈 ( 脳 組織 量 : 0.5) し て , その 0.25cc 多 を 10 て 12g 
の マウ ス の 腹 陵 内 に 1 日 置き に 6 回 注射 し , 最初 の 注射 日 より 2 週間 後に 各種 ウイ ルス の 稀釈 液 を 
も つて 攻撃 し た ( 脳 内 接種 に よる ). そし て 2 週間 和 観察 の 上 , 対照 の 各種 ウイ ルス の 毒 力 と 比較 し て 
最小 感染 防 仁 価 を 算出 し た . 第 7 表 は その 結果 を 示す 

表示 の 如く , 作れ NO 9 2 し 739SM ぶ 計上 革 3 と が 示さ れ 
た が , 他 の ウイ ルス の 場合 は 感染 防 祭 力 の 存在 が 全然 示さ れ な か つた . 

これ に よ つ て A- ウ イル ス No.1 株 が 少く と も 日 本 脱 炎 , エク トロ メリ ア , Theiler (GD WI 株 ) 
の ウイ ルス と 違う こと 丈 は 明らか で ある . 


Table 7. 


Protection tests of mice immunized with Merzonin-inactivated 人 AA-YiruS. 
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荒川 及び 協力 者 の 幼 若 マ ウス 脳 内 接種 に よ つ て 伝 貧 馬 血清 より 分 離し た マウ ス 固 定 毒 (A- ウ イル 
ス No.1 株 ) を 同定 する た め に マウ ス を 用 いて 若干 の 中 和 試 験 と 感染 防 余 試験 を 行い 下記 の 結 洒 を 
得 だ . 

1) 別 報 記 載 の 如く A- ウ イル ス 抗 原 に よる 補 体 結合 反応 が 陰性 で あつ た 豆 界 島 の 非 伝 貧 健 康 馬 
血清 は 今回 の 中 和 試 験 に 於 て も 2 て 8 倍 と いう 正常 抗体 の 域 を 脱し な い 中 和 指 数 を 示し , 恐らく 中 
和 関 係 は な いも の と みとめ られ た . 

2) 伝 谷 ウイ ルス を 接種 され た 患 馬 の 血 清 と A- ウ イル ス と の 間 に 関連 性 が ある らし い 所 見 を 得 
た が , 中 和 指 数 が 全て 余り 小さ く , 少く と も この 所 見 夫 で A- ウ イル ス を 同定 する こと は 無理 だ と 
考え られ た . 

3) A- ウ イル ス No. 1 株 は 日 脳 免疫 血清 (中 山 株 ) に よ つ て 中 和 さ れ な い . 

④ A- ウ イル ス の Merzonin 不 活化 レク チン で 活動 免 且 され た マウ ス は A- ウ イル ス に 対し て は 
一 定 の 感染 防 狂 力 を 示 し た が , 他 の 日 本 脳炎 , エク トロ メリ ア , マウ ス 脳 春 六 膜 炎 GCDVML の 3 ウイ 
ルス に 対し て は 認 む べき 感染 防 侍 力 を ボ さ な か つた . 

謝辞 : 本 出版 に つき 御 高配 を 泰 く し た 田中 北海 道 知事 , 金丸 同 総務 部 長 , 福岡 農務 部 長 に 深謝 す 
る . 
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Experimental studies on equine infectious anemia (SwamnD Pever) 
II. Neutralization and protection tests with Arakawa's virus 


By Hidetake Yaoi, Nobumasa Goto, Hitomi Sano and Ryoko Yamasawa 


Yokohama University School of Medicine, Yokohama 


SIX SDecimens of normal horse serum from Kikai-ga-Shima (a small island near 
Kyushu), which proved of a negative C.F. 丁 . test with Arakawa's virus (No. 1-stram) as 
the antiegen were confirmed to be negative also in this neutralization test. 

In 3 horses inoculated with E.1.A. virus defnite fall and rise as regards the neutralizing 
antibodies were observed, in accordance with fever attack and convalescence, respectively. 

But, the fipures of N.1. seemed to be too small for identifying any ViruSeS. 

Arakawa's virus (No. 1-strain) was not neutralized by Japanese B encephalitiS serum 
with N.1. of 3.200 to Nakayama-strain. 

Furthermore, the mice immunized with Merzonin-inactivated virus (No. 1-strain) in the 
mea way as Habel test for anti-rabies vaccine, showed a definite resistance to the challenge 
swlth No. 1-strain. 

On the contrary, the mice immunized in the like manner showed not any resistance to 


Japanese B encephalitis virus, ectromelia virus and Theiler's virus (GD VIDD. 


同 伝 染 性 貧血 の 実験 的 研究 
第 8 報 
AA- ウ イル ス No.1 株 を 撤 原 こす る 簡体 結合 反応 


横浜 医科 大 学 細 学 教室 
矢 追 秀武 , 後藤 宣 政 , 永田 昭 , 山 沢 湖 子 


ま え が き 
香 々 は 荒川 氏 等 の マウ ス 固 定 毒 (A- ウ イル ス ) に つい て 既に 2 回 報告 0 の し た が , 今回 は 特に 伝 
知 感 染 馬 の 病 毒 血清 で 超 免 商 さ れ た 家 束 血清 と A- ウ イル ス と の 間 に 補 体 結合 反応 が 成立 し た と い 
う 同 氏 等 の 報告 を 検討 し た . 即ち か か る 事実 の 存在 及び その 特異 性 (診断 的 価値 ) に つい て 各種 の 
血清 材料 を 集め て 討 完 し , 若干 の 成績 を 得 た の で 報告 する . 


実験 材料 と 実験 方 法 


1) 抗原 : Casals?? の 凍結 融解 法 に 準じ て 作 つ た . 即ち , A- ウ イル ス No. 1 株 の 10 多 脳 乳 
剤 (3,000r.p.m., 30 分 の 上 清 ) を マウ ス の 脳 内 に 接種 し , 充分 発症 し た と ころ で 頸 動 脈 を 切り 放 血 
致死 せしめ て 採 脳 し し これ に 健康 モル モッ ト 血 清 (60?C, 20 分 ) を 2 多 に 加え た 0.352 減 菌 食塩 
水 CpH 7.0) を 加え , ホモ ジ ナ イザ ー に か け て 10 め %% 乳剤 と な し , その まま 4C の 氷室 に 一 夜 放 
置 し て 3,000r.pm. 30 分 遠心 し その 上 清 を 約 10cc 多 , 中 試験 管 に 分 注 し , ドラ イア イ ス 及 び メ 
タ ノ ー ル で 凍結 10 分 間 , 次 いで 37?C の 温浴 中 に て 融解 10 分 間 , これ を 5 回 くり 返し て か ら 5,000 
r.p.m., 60 分 の 遠心 沈 濃 を 行い 。 その 上 清 に Merzonin を 0.01 の 割合 に 加え て 水 室 に 保存 し た 

本 試験 時 の 対照 抗原 は 健康 マウ ス 脳 を 上 述 と 全く 同様 に 処置 し て 作 つ た . 

2) 被 検 馬 血清 : 農林 省 家畜 衛生 試験 場 よ り 分 与 さ れ た 伝 貧 感 染 馬 血清 及び 喜界 島 非 伝 貧 健 康 馬 
血清 。 フラ ンス の Ramon 教授 及び Verge 教授 より 分 与 され た 非 伝 貧 健 康 馬 血 清 及 び 伝 貧 感 染 馬 
血清 並び に 荒川 助教 授 の A- ウ イル ス No.1 株 及び NO. 12 株 (E。M。 ) 接種 司 の 血清 を 供 試 し た - 
全て 60"C, 20 分 で 非 働 化し て 用 いた . 

3) 補 体 血清 : 5 匹 以 上 の 健康 モル モツ ト 血 清 を 混合 し た も の . 

4) 赤血球 洋 漠 液 : 脱線 維 し た 細 圭 血球 を 2,000r.p.m., 5 分 の 遠心 で 減 功 食塩 水 pH 7.0) で 
3 回 洗 つ た 3 洋 渡 液 

5) 沙 血 素 血 清 : 半 血球 で 免疫 し た 家 束 血清 . 
以上 の 材料 を 以 て 予備 試験 を 行 つ た と ころ , 次 血 素 血 清 の 最小 沙 血 価 は 1,500 倍 及 び 2,500 倍 で 
あつ た ( 表 略 ). ' 

抗原 の 抗 補 体 作用 は み ら れ な か つた ( 表 略 ). 抗原 の 沙 血 作用 も み ら れ な か つた ( 表 略 ). 補 体 価 
は 多く は 第 6 一 第 8 管 が 完全 深 血 を 来たす 程度 で ある ( 表 略 ). 

本 試験 は アメ リカ 陸軍 々 医学 校 法 2 に 準じ て 行い , 抗原 及び 血清 を 稀釈 する 一 次 元 法 を 採用 し た . 

即ち , 寝 検 血 清 を 倍数 稀釈 し , 縦列 に 各 稀 釈 液 を 0.25cc 宛 入れ た 後 , 2 充 単位 /0.5cc の 補 体 を 
全 試 験 管 に 加え , 次 いで 倍数 稀釈 し た 抗原 (0.25cc 宛 ) を 横 列 に 加え て よく 振 抽 す る . 

か くし て か ら 4"C の 氷室 に 18 時間 放置 し , 翌日 取り 出し て 室温 に 40 一 60 分 間 放 連 後 沙 血 系 統 
( 3 単位 の 沙 血 素 血 清 液 と 当量 の 322 細 羊 赤血球 浮 流 液 を 混 じ た も の ) を 0.5cc 宛 入れ て 再び よ 
く 振 提 し , 387C の 温浴 中 に 30 分 間 置 いて か ら 成 績 を 判定 し た . 

67ー- 


抗原 対照 正常 抗原 ) は 二 次 元 法 に より , 血清 対 央 (は 一 次 元 法 ( 抗 原 の 代り に 生理 的 食 才 水 0.25 


cc を 入れ た ) に 依 つ て 検査 し た . 「 SN 
判定 規準 は 下記 の 如く で ある . 
4 コ > 完全 不 藩 血 , 8 本 RS 25 次 血 , 


2 二 ……… 50 欠 溶血 , 1 十 …… 7 溶血 , 
エ …… 痕跡 程度 に 血球 が 残り , 殆 ん ど 溶 血 し て いる も の 
2 圭 以 上 を 陽性 と する . 


実 験 成 績 


実験 1: 伝 谷 感 菜 馬 碧 清 に つい て 
第 1 表 に 示す 如く , 伝 健 感 染 馬 血 清 (129 号 馬 血 清 ) は 明らか に 補 体 結合 反応 陽性 で ある . 
し か し , 甚だ 困 つ た こと に は 第 2 表 に 示す 如く , 病 毒 接種 前 血清 も これ に 劣ら ず 強 《 反 応ずる . 


Table 1. 


し onDln89 fixation test of Horse 129's serum bled immediately after fever 
attack, using 人 A-virus as antigen. 















































| Dilution 誕生 NIS of serumn 
「 oo 4 の 2 | 4 ※ 開 eb 『 軍 上 16x 1 「 926※ _ 64※ 
1 PU の 才 の 2x Re m ( 4 2 1 “ 3 ー 
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120 号 馬 血 清 に 於 て も 同様 の 所 見 が 得 ら れ た . 

更に 対 賠 の 目的 で 行 つ た オー スト ラリ ア よ り 輸 入 さ れ た 健康 馬 に つい て も 略 々 同 程度 の 陽性 反応 
が 現われ て いる . 

以上 の 如く , A- ウ イル ス 抗 原 と , 伝 貧 感 染 馬 血清 と の 間 に 補 体 結合 反応 の 成立 する こと が 判 つ 
た . し か し , それ と 同時 に 際 性 で あつ て 然るべき 病 毒 接 種 前 血清 及び 健康 輸入 馬 血 清 が 陽性 反応 を 
量 し た の で , A- ウ イル ス が 正真正銘 の 馬 伝 谷 ウ イル ス で ある と 仮定 すれ ば , 不 顕 性 感染 の 存在 が 
推量 され る . ' 

し か し , A- ウ イル ス が 何れ か の マウ スウ イル ス に 由来 する も の で は な いか と いう こと も 考え ら 
郊 る 。 

そこ で , 最も 考え られ る マウ ス の 脱硝 髄 膜 炎 ウ イル ス Theiler GD WI 株 を 抗原 と する 補 体 結合 反 
応 を 試み る と 同時 に , 各種 の 健康 動物 血清 及び 非 伝 貧 馬 血清 と の 間 に 於 ける 反応 を 検討 し て 下記 の 
成績 を 得 た . 

実験 2: 伝 貧 感 染 馬 血清 (129 号 馬 血清 ) と Theiler GD WI 株 抗原 と の C.F. 本 . 

第 3 表 に 示す 如く , 明らか に Theiler GD WI 株 と 伝 貧 感 染 馬 血清 と の 間 に は 共通 因子 は な いと 判 
断 さ れる . 依 つ て A- ウ イル ス は Theiler GD WI 株 で は な い . 

その 他 , A- ウ イル ス と 鑑別 すべ き エ クト ロメ リア , 日 本 脳炎 ウイ ルス に 就 い て は 既に 感染 防 綿 試 
験 及び 中 和 和 試験 に よ つ て , A- ウ イル ス と 共通 抗原 が 存在 する と は 考え られ な い 成 績 を 得 て い る 2. 























Table 3. 
Complement-fixation test of Horse 129'S serum using Theiler's virus as antigen. 
| 幸 - 宮 朋 、 00、 氏 1 | Serum 
| | Theiler GD VI | Antigen control | に 
「 | pilution | 問 時 = 和 l ほ ーーー+ ド TGM 
Serumn of of Dilution of serum 
antigen 人 | ] げ [ | | 還 6 | 局 | 半 3 4 穫 訂 が 胡 | 
12 X 14 18X 16 X 32X 64X 2X |4XI8X 16XI2X lx 18 X 
Horse 129 before inoculation | の 了 和 eS | 
Horse 129 immed. after 語 5 
fever attack | | 











実験 3: 各種 の 健康 動物 血清 に つい て 
第 4 表 に 成績 を 示す . 即ち オー スト ラリ プ ブ 輸入 健康 馬 血 清 , 健康 細 羊 血清 , 健康 家 束 血清 , 健康 
モル モツ ッ ト 血 清 の 中 , オー スト ラリ ア 輸 入 馬 以外 の 動物 血清 は 補 体 結合 反応 が 成立 し な い . 


Table 4. 


Complement-fixation test of sera from normal laboratory animals using 
AA-virus (No. 1) as antigen. 









































AA-Yirus antigen 「 Antigen control CE 
Dilution | 
SeTum of | of Dilution of serum 
antigen ] 
2x|4x |8xh6xBzxlex 2x|4x|8xH6x 2X 4 8 ※ 
Sheep 2 X 年 -Lwk nis0 才 AS EK kct さて IA 
Rabbit 2 ※ YKIT で ET 本 PR コリ Ka 1 を っ 3 者 
Guinea pig | 2 人 30e こ た 
Horse imported from Australial の 人 














以上 の 対 実 験 に よ つ て A- ウ イル ス が 何 か 伝 倫 と は 関係 の 無い ちゃ の で は ある まい か と いう 疑問 
は 陸 か 解消 し た が , 偶々 市 川 収 樺 士 の 報告 6 !( こ フラ ンス 及び 喜界 島 の 血清 は Altara 抗原 に 対し て 
険 性 の 反応 を 呈し た と いわ れ て いる の に 示唆 を 得 て , 旧知 の Ramon 教授 に 正常 馬 血 清 と 伝 貧 感 菜 
馬 血 清 の 分 与 を を うた と ころ 速記 快諾 を 得 , 10 月 (1957) に は 正常 馬 血 清 15 種類 が と どけ ら 和 , 
更に 12 月 末 に は 伝 谷 発 症 直 後 の 血清 1 種類 が Verge 教授 の 手 を 経て で と どけ られ た . 

又 , 家畜 衛生 試験 場 よ り は 喜界 島 の 健康 馬 血 清 (9 種類 ) の 分 与 を 受け る こと が 出来 た . これ ら 
の 血清 を も つて 行 つた 実験 成績 は 次 項 記載 の 如く で ある . 
実験 4: 非 伝 貧 健 康 馬 血清 に つい て 

(Ci) フラ ンス の 非 伝 貧 健 康 馬 血清 

第 5 表 に 示す 如く , フラ ンス の 健康 馬 血 清 15 種類 は 例外 な く 陰 性 で ある . その 中 No. 2030, 
No. 2036, No. 2066, No. 2067, No. 2068, な どの 血清 は 多少 陽性 の 如く みえ る が 抗原 対内 と の 差 
が 1 管 で あり , 問題 に は な ら な い . 「 ' 
又 、No. 1051, No. 2056, No. 2061, No. 2069, 等 の 場合 に は 抗原 対 周 の 所 で 抗 補 体 作用 が み ら 
れ 披 検 血清 と A- ウ イル ヌス 抗原 と の 反応 域 を 比較 し て 差 は 認め られ な い . 

(ii) 豆 界 島 の 非 伝 人 健康 馬 血清 

第 5 夷 に 示す 如く , 豆 界 島 の 非 伝 谷 健 康 馬 血 清 は 全て 明瞭 に 陰性 で ある ・ 


喜界 島 馬 の 血液 所 見 (検査 日 , 17/VI, 1955). 



































所 4 赤血球 数 (mm) 白血球 数 Cmm) SIDEROCYTE | 
98 て RGD 1 5 846 万 7 に ?000 芝 険 柏 Y 

99 1 953 ヶ 7,000 と で 

100 ? 862 ヶ 10,800 / 

101 ? 945 ? 13,600 

102 1 1.000 ? 7, 600 / 

103 ? 752 2 9,400 / 

104 ? 942 ヶ 7,600 

104 ? 816 / 7,400 る 

BS SM OO Si け 大 y < 











Gi) 健康 木骨 仔馬 血清 ( 木 営 錦 生後 5 ヵ月 ) 

第 5 表 に 示す 如く これ 赤 完 全 に 陰性 で ある . 

以上 の 如く A- ウ イル ス 抗 原 と 25 種 の 非 伝 貧 健 康 馬 血 清 と の 間 に は 補 体 結合 反応 は 成立 し な い ・ 
Gv) [〔 対 駒 〕】 フラ ンス の 伝 徐 感染 馬 血 清 

1957 年 12 月 28 日 に Verge 教授 より と どい た 熱発 作 時 の 血清 を 供 試 し た . 試 験 術 式 は 前 項 と 同 
じ で あり , 只 血 清 稀釈 だ けが 僅か に 異 つ て いる . 成績 は 第 6 表 の 如く で あつ て , 抗原 沼 で 1 管 だ 
け 抗 補 体 作用 が みとめ られ る が , 両者 を 比較 すれ ば 明らか に 差 が 認め られ , フラ ンス の 伝 貧 感 染 馬 
血清 と A- ウ イル ス No. 1 株 と の 間 に 補 体 結合 反応 の 成立 する こと が わか つた . 

実験 5: No.1 株 の 馬 体 復帰 実験 血清 (1 号 馬 ) に つい て 

第 7 表 に 示す 如く , A- ウ イル ス (No. 1 株 ) 接種 後 2 週間 まで は 陰性 で ある が , 22 目 後 か ら 初 ま 
つて , 29 日 , 32 日 , 42 日 , と 日 が 経つ に 従 つ て 反応 は 次 第 に 強く あら われ る . 42 日 後に は 2 一 4 億 


Table 5. 


Complement-fixation test of normal horse sera using A-virus as antigen. 














































































































| A-virus antigen Antigen control Serumn Control 
| Dilution | 3 
Horse serum of Dilution of serum 
antigen 
2 x | 4x |8x ex 32x |64x| 2x 14x |sx Hexlzx|4x |8x 
France NF 同人 M 3 | 8 2 に TE 
1975 本 イー し WM PWMiE Me kc 
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『/4 1 
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0 凍 W | “ 2 凍 間 ae を 
2062 ーー IO 
ヶ ーー ーー 
2066 ・ node ulyA| 
人 ケ | 】 に = 時 ここ に 3 ーー ee まし き 才 王 三 
る 0357 | ー 
2068 6 間 量 KID SO の 1 人 20 に ニー リード マッ マ 
2069 > 4 し 。 
。 Kikai-ga-Shima は =.』 ・・ Le 8 所 世 絹 oi R 0 8 本 昌和 私 で 
9 8 みく | 
ヶ | | = か ご 
9 9 ーー 
奴 | ーー ーー ーー こ 
100 b 韻 人 
ヶ ] 
3 1 は ヶ 一 一 一 = 3 5 に = 二 で に aw =ー < と 
な ーー ーーー ーー ーー ーー ーー 
、O' 9 庄 つ て H 枯 友 を 作 生 し ,、 テリ 9 カ 罰 
ヶ 7/4 | os に に ae た ピー om に ーー eo ーー es ーー ーー ーー 
10 3 
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104 
ヶ 2 ae ee = 寺 EE ag ーー di ey ーー ix ーー ーー es 
105 
ヶ 月 根 も 表 っ 区 き 1 ! 3 加 者 
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My 「 AE KT テー| = 











Table 6. 


Complement-fxation test of an infectious horse serum from 


France usine 人 AA-virus as antigen. 
































Dilution Dilution of serumn 
9 20 ※ 25 X 30 x 40 x | 80 ペ 
の 9 +1 3 い 1 2 ae 
4 ※ ト 4 me っ ここ 
A-virus antigen 8 X 1 っ ト き とっ 
7 の 叶 来 間 1 に に 
32 ※ 1 2 3 ce S 
2 3 ー ー で 
Antigen control 才 拉 聞 3 ど ー 区 回 
8 ※ こっ 1 5 9 : 
16 ※ も 嘆 ーー アマ 
Serum ntrot NaC1 ー 8 
Table 7. 


Complement-fixation test of sera from Horse 1 inoculated with 人 AA-virus (No. 1-strain ) 


using 人 A-virus (No. 1-strain) as antigen. 
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| / 人 AA-virus antigen Antigen control | Serum control 
ORIG 「 1 「 Dilution of serum 

after | antigen | | 

| 10x|20x |40xl60x ls0x h20xl10x |20x 140x 60x |10x|20x|40x 

p 2 days | 3 ea ー ー = 寺 に < = = こう で 6 P3 
2 8 ヶ ペペ 
3 14 ? | 4 4 = ェ ー 三 ニ ト し JNNINSIERRIRIE 
本 22 ? > | 4・ 4 1 まま ま ニ ! 5 に EE 
5 25 ? 2 4 8 よー ニー ーー 一 | 2 モモ 王 3 
6 29 ヶ 2 4 2 2 1 ーー -| 1 に MINI IN 
7 32- ィ / 4s そ *30 2- ュー ー| = ーー と に 上 諾 生 間 還 
8 42 ヶ へ 涼 4-25 押 っ 89 全 生 0 そる を li を 短 全 台本 記 拉 提 
9 63 ヶ ッ 攻 間 引 靖 こ に 一 ーー ここ | 、。 も | 8 
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稀釈 抗原 で 血清 の 倍 稀釈 まで 陽性 で ある . 

し か し , 63 目 後に は 2 倍 稀釈 抗原 で は 血清 の 40 僅 まで , 4 倍 稀釈 抗原 で は 血清 の 20 倍 まで 陽性 で 
多少 低下 の 傾向 が ある . 

し か し , 161 日 後 で も 未だ 抗体 が 多少 残存 し て いる よう で ある . 

弟 く の 如く 《, A- ウ イル ス No. 1 株 を 接種 され た 馬 の 血 清 は 同じ 株 で 作 つ た 抗原 に 対し て 特異 的 
に 反応 する こと が 判 つ た . 加 う る に 接種 後 30 て 40 日 目 に 最高 の 陽性 反応 の 場 を 示 し た . 
実験 6: NO. 12 株 (E。M。 ) の 遇 体 復帰 実験 血清 (2 号 馬 ) に つい て 

成績 は 第 8 表 に 示す 如く で ある . 

この 場合 は 32 目 後に お いて 初め て 陽性 反応 が みとめ られ る . 即ち 反応 の 出現 が 稽 お くれ る ば か り 
で は な く , その 程度 も 極め て 微弱 で ある . 


Table 8. 
Complement-fixation test of sera from Horse 2 inoculated with A-virus (NO. 12 E。M。-strain ) 


uSing AA-Virus re 1-strain) as antigen. 






























































AA-virus antigen Aadttgem control | Serem control 
Serum bled Dilution 
before or | of Dilution of serum 
after | antigen ' 
10X 20x|40x|60x 80xlh20xI10x|20x|40x|60x|10x|20x 40x 
1 (before) ′ | ' | 
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10 了 DS 褒 。 ク ク 3 ー 層 = 所 | : 3 | 














総 括 


荒川 氏 等 が 伝 貧 感染 馬 血 清 材料 より マウ ス 脳 内 接種 7 代 で 分 離 固定 し た 病 毒 (A- ウ イル ス No. 1 
株 ) か ら Casals の 凍結 融解 法 に 依 つ て 抗原 を 作製 し し, アメ リカ 陸軍 々 医学 校 法 に 準じ て 補 体 結合 反 
応 を 試み 下記 の 如き 成績 を 得 た . 

1) 伝 貧 感 染 馬 血 清 と A- ウ イル ス 抗 原 と の 間 に は 補 体 結合 反応 が 成立 する 

2) 伝 貧 感 染 馬 面 清 と マウ ス 脳 春 髄 膜 炎 ウ イル ス GD WE 株 抗原 と の 間 に は 補 体 結合 反応 は 成立 し 
な い 、. 

3) 健康 細 填 血清 , 健康 家 束 血清 , 健康 モル モッ ト 血 清 と ウイ ルス 抗原 と A- ウ イル ス 抗 原 と の 
間 に は 補 体 結合 反応 は 成立 し な い . 

4) 非 伝 貧 健 康 馬 血清 25 種 と A- ウ イル ス 抗 原 と の 間 に は 補 体 結合 反応 は 成立 し な い . 

5) A- ウ イル ス No. 1 株 を 接種 し た 馬 (1 号 馬 ) の 血清 と 本 抗原 と の 間 に は 特異 的 補 体 結合 反 
応 が 成立 し, ウイ ルス 接種 後 30 て 40 日 頃 が 最も 強く 反応 し た . その 人 後 状 減 し た が 160 日 後に お い 
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て も まだ 若干 の 抗体 が 残存 せる 如き 所 見 を 得 た . 

6) 遇 化 熟 卵 CAM 通過 9 代 及 び マ ウス 脳 通過 2 代 で 固定 され た NO. 12 株 (CE。M。) を 接種 し た 
馬 の 血 清 (2 号 馬 ) と No. 1 株 抗原 と の 間 に ゃ 補 体 結合 反応 は 成立 し た が 析 め て 微 懇 で あつ た : 

この 第 1 号 馬 及び 第 2 号 馬 に 於 ける 反応 の 相違 は 固定 方 法 に も と づく ウイ ルス の 人 性状 の 相 居 に よ 
る も の で ある か , 有 叉 , 接種 方 法力 至 量 の 相違 に 帰す べき も の で ある か に 関し て は 不明 で ある . 

7) フラ ンス の 健康 馬 血 清 及 び 豆 界 島 の 健康 馬 交 清 の 補 体 結合 反応 が 陰性 で あつ た と い う 点 で 市 
川 氏 の Altara 抗原 を も つて せる 成績 と 召 々 の A - ウ イ ルス 抗原 を る と の 包 し た 成績 と が 一 致す る こ と 
は 極め て 典 味 探 い こと で ある . 
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Rxperimental studies on equine infeetious anemia (Swan Fever) 
III. Complement fixation test usimg Arakawa's VITug 


By Hidetake Yaoi, Nobumasa Goto, Akira Nagata and Ryoko YamasaWa 


Yokohama University School of Medicine, Yokohama 


Antigen was prepared from No. 1-strain by freezing and thawing method. 

Results Were:- 

1) Two sera from Horse 120 and Horse 129 inoculated with E.1.A. virus proved of 
positive C.F.., but also the sera taken from same horses prior to inoculation showed 
existence of complement fxing antibodies. 

2) However, the said sera did not respond to Theiler's virus (CD VID. 

3) Also the normal sera from sheep, rabbit, guinea pig proved of negative C.F. 1. 

4) Fifteen serum specimens Which were made available through the good ofices of 
Pref。G. Ramon, and 9 specimens given by Gov. Exp. Station for Animal Hygiene, TokyoO, 
and one specimen from a foal (Kisonishiki by name, 5-month-old), i.e., total 25 normal 
horse sera were all proved of a completely negative complement fixing reaction to an antigen 
made of Arakawa's vViTuS. 

tn nice contrast, a serum bled at fever attack of an infectious horse which was kindly 
sent to us by Prof. ]. Verge showed a strongly positive compiement fixation reaction to the 
Same antigen. 

In this connection, it seems of great interest that our fndings well accord with that of 
Dr。 Ichikawa in the point that normal horse sera obtained from France and Kikai-ga-Shima 
showed negative C.F. to Altara's antigen. 

5) Specifc C.F. was observed in a horse serum inoculated with Arakawa's virus(No. 1 
-sStrain), as a matter of course. 

The maximum titer was reached after 30 to 40 days. But, even after 160 dayS some 
antibodies appeared still to remain. 

Also the serum from another horse inoculated with Arakawa's virus NO. 12-strain(P。M。) 


had complement fing antibodies but only very slightly. 
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貢 伝 染 性 貧血 の 実験 的 研究 
第 4 報 
A- ウ イル ス No. 1 株 の pH 次 定 域 
(pH-stabihty range) に つい て 


横 泊 医科 大 学 組 商学 教室 


天 追 秀武 後藤 宣 政 , 市 川 光一 郎 , 山 沢 涼 子 


表 えん が 

既報 の 如く 香 々 は 荒川 氏 等 の マウ ス 固 定 毒 (A- ウ イル ス ) に つい て 討 完 し , 第 1 報 の 馬 体 復帰 試 
験 で は 伝 谷 に 一 致す る 若干 の 所 見 を 得 , 第 2 報 の 中 和 試 験 及び 感染 防 狂 試験 で は A- ウ イル ス が 少 
く と る ゃ 目 本 脳炎 , Theiler GD WE, ニク トロ メリ ア の 何れ に て も 非 る こと を 示し め , 第 3 報 の 補 体 結 
合 反 応 で は 同 反 底 が A- ウ イル ス と 正常 馬 血 清 と の 間 に は 成立 せ ず , 伝 貧 感 染 馬 血清 と の 間 に は 常 
に 成立 する こと を 示 し た め . 

売 よ り A- ウ イル ス の 同定 に は な お 多く の 対 賠 実 験 を 必要 と する が , ここ で 一 応 方 向 を 転じ て A- 
ウイ ルス それ 自体 と し て の 性状 (免疫 学 的 性 状 以外 の ) を 新た に 討 完 し よう と 考え , その 第 一 歩 と 
し て 同 ウ イル ス の pH 安定 域 を 検 べ た と ころ 下記 の 如き 成績 が 得 ら れ た . 


実験 材料 と 実験 方 法 


病 毒 材料 と し て は A- ウ イル ス No.1 株 を 使用 し た . そし て A- ウ イル ス No.1 株 感染 マッ ウス 脳 
乳剤 (10) を 約 200 匹 の マウ ス に 脳 内 接種 し 充分 発症 し た と ころ で 採 脳 , HHomlogenizer で 磨 砕 , 食 
井 水 (pH7.0) を 加え て 10 多 乳剤 と し , その 遠心 上 清 (3, 000r.p.m., 30 分 ) を 試験 病 毒 材料 と し た . 

カ 価 の 検定 に は 各 十 進 稀 秋 を 1013g の マウ ゥ ス 5 匹 宛 に 接種 し 2 週間 観察 し た . 

駐 ,。 病 奏 の 稀釈 に は 特に Dulbecco の phosphate buffer saline DH 7.4) を 使用 し た が その 作 
り 方 は 下記 の 如く で ある . 

Cg) NaCl 8.0g, KC 0.2g, Na。HPO,・2H。O 1.15g, KH,PO』。 0.2g を 蒸溜 水 800cc に 沙 か 
し 高圧 減 菌 後 冷却 する . 

(Cb) CaCl。 0.1g を 蒸溜 水 100cc に 深 か す . 

(c) MgCl・6HO 0.1g を 蒸溜 水 100cc に 溶かす . (b) と (c) を Seitz 濾過 器 で 濾過 し て 
(⑧), (5), (c) 3 者 を 無菌 的 に 混合 する . 

メジ ウム の pH の 調節 は buffer を も つて し た が pH 2.0 より pH 8.0 まで は Mcllvaine の 
buffer (0.2M NajHPO,・2H。O 及び 0.1M 衝 和 酸 ), pH 9.0 及び pH 10.0 は Sorensen の buffer 

(0O.1M GIycine 及び 0.1n NaOH) を 使用 し た . そこ で 上 述 の 試験 病 毒 材料 を 大 試験 管 10 本 に 
夫々 54cc 宛 大 れ , これ に pH 2.0 より pH10.0 ま で の buffer を 6cc 宛 (9:1) 加え た . 

その 一 部 (20cc) を 他 の 試験 管 に 移し , 60*C, 30 分 の 加 温 で 不 活化 し て か ら pH を 測定 し , これ 

を 目的 の pH に 修正 する た め に 要する n-HCI, 及び n-NaOH の 量 を 滴定 し て , 残り の 非 加 熱 材 料 
(40cc) に 換算 し て 加え た . pH の 修正 に 要 し た 酸 及 び ア ルカ リ 量 は 第 1 夷 の 如く で あつ た ., 
な お , 60"C, 30 分 の 加熱 は 可 検 材料 の pH に 影響 を 呈 え な いこ と を 確 め た . 





Table 1. 


Meihod for preparing Virus SuSDensions of Yarying pH. 
























































Virus He 遇 前 EuuhiUEiNBN RT of acid and alkali 
| Suspension | も 1 人 Of needed for adjusting pH 
' (et639 | (cc) bu 寿 er pH は of virus suspension (40cc) 
| 54 6 | 2 5 n HCI aiGC 
AN / に こす 5595 JIO5J9-1 有 7 0269 
NM / 4 5.0 クー 2 
2 上 も ク 5 5.7 い | ヶ 0.18 cc 
| / ヶ 6 6.05 ヶ 0・.06 cc 
ト 有 7 7.0 に ー NO 
陣 ヶ 『 6 75 ー 9 7:1 n NaOH 0.06 cc 
yeK / 8 7.4 0.14cc 
「 1 ク ba も 9 5 7.5 「 か 0.26cc 4 
| ヶ ヶ 10 8.2 / 1 0.54 cc 
実 験 成 績 


前 項 記載 の 如く し て 調製 し た 試験 材料 を 37"C の 双 卵 器 内 に お さめ て 時 々 振 衝 し た . 

そし て , 6 時 間 後 或 は 48 時 間 後 に 20cc を 取り , その 大 半 (19.5cc) は 60*C, 30 分 加 温 不 活化 
し て pH の 測定 に 供し , 残り の 小 部 分 (0.5cc) は 力 価 検定 に 供し た . 

6 時 間 後 の 所 見 : 
第 2 表 は pH 並び に ウイ ルス の 活性 を 示す . 即ち pH 2.0 で は ウイ ルス は 完全 に 不 活化 し て いる が 

























































































ULGN25 
Effects of 本 on 人 AA-Yirus No. 1 RM RE of the virus incubated at 37?C for 6 の 
表 it | | 1 も WW。 Eo [ 
ー LDso 
人 | 4 10+ | 10-2 | 10-8 | 10=4 | 10 で 10 軸 隔 間 隊 計 
2 1.8 %7 光 st 9 ト 。 間 唱 >10-*5 
3 「 2x28 | % | % | あ 吊 隊 邊 「 | >10- を 5 
MPW 区 | 、 寺 。| 和 % 隔 0 00F 折 10-*5 
5 y 4.5 | Mt | 区 引 96 ' 将 4 「 26 暫 1 ン 1 10-+? 
BA ae 7 | ke ル 。 昌 <| | 瑞 -s ld 氏 10-5. 
7 6.8 「 % | | 中 | 0-saI 
ヵ 靖 下 ド 7.0 | 中 96 96 | 96 "10-@.2 
8 g ん 3 (95 So % | 10-s 
0 8.2 1 %e lo 。 |。 La% _ 10- 。 
19tc-& ト > sk 【 隊 を 華 FE 系 仙 85) 当 半 9 机 10-*5 
本 5 | き ュ ンー 千本 | 1 性 朴 抽 % | Mo-se | 





人 全 NGI 8 NIIHEN ま of mjce jn0eU 本 
2) Numerator : Number of mice died. 


pH3.0 で は LD ぁ 三 10-*5 以上 を 示し , pH 4.0 で は LD。。 = 10-*5, pH 5.0 で は LD。 三 10-“7 
pH6.0 で は LDs 三 10-『4 pH7.0 で は LDs = 10-52 で ある . 

pH7.5 で は LDs。 = 10-6.2 で 益々 好適 な る こと が み ら れ , pH 8.0 で は 10-58 で これ 赤 極 め て 至 
適 DH で ある . 

し か る に pH 9.0 (pH 8.2) で は LDs ニ 10-55 で まだ それ 程 悪い と は 思え な い が , pH 10.0 
(pH 8.9) で は LDs。 三 10-*45 と な り 既 に 至 適 pH の 賠 外 に ある こと が 分 る . 

以上 の 如く , 37"C, 6 時 間 の 所 見 で は pH 7.0 より 8.0 まで が 大 体 至 適 PH で ある こと が うか 
が われ る . 

48 時 間 後 の 所 見 : 

第 3 表 は pH 並び に ウイ ルス の 活性 を 示す . 

即ち pH 2.0 で は 勿論 活性 ウイ ルス を みとめ な い が pH 3.0 で も 活性 ウイ ルス を みとめ な い . 

し か し , pH 4.0 で は ~LDs 三 10-+5 で な お 若干 の 活性 ウイ ルス が 残 つ て いる . 

p 見 5.0 で は LDs 有三 10-30。 pH 6.0 で は LDs。 ニ 10-3.8 pH 7.0 で も LDs = テ 10-S6 で 大 体 
同じ 程度 の 活性 ウイ ルス を みる が , pH 7.5 で は LDs。 = 10-5.4 で 格段 と 多量 の 生 ウ イル ス が 残存 
し , 次 の pH8.0 で も LDs 10-55 で これ に 劣ら な い . これ に よ つ て みる と A- ウ イル ス の 至 適 
pH は pH 7.5--pH 8.0 で ある こと が 明らか で ある . 

し か る に , pH 9.0 (pH 8.2) で は LDs。 = 10-3.5,。 pH 10.0 CpH 8.3) で は LD。。 三 10-+5 で , 
ウイ ルス の 活性 が 著しく 傷害 され る . 


HaDlel3: 
Effects of pH on A-virus No. 1 (2②). (Activities of the virus incubated at 37?C for 48 hours)、. 
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第 1 図 は 6 時 間 後 及び 48 時 間 後 の 成績 を 曲線 で 表わし た も の で ある が , ここ で は つき りみ られ る 
よう に A- ウ イル ス が その 至 適 pH た る pH7.5--8.0 の 下 で 6 時 間 後 に 原 の 病 毒 材料 より も 若干 
高い 力 価 を 示し た こと は 尋 味 ある こと で ある . 

な お , 本 ウイ ルス は 酸性 側 に お いて も 比較 的 安定 で あり , pH3.0 で も 少く と も 37"C, 6 時 間 後 


まで は 比較 的 高い 力 価 を 保持 し て いる . これ ら の 所 見 は 本 ウイ ルス の 精製 ,。 或 は 保存 な ど に 役立つ 
こと と 思わ れる . ' 


Orto 二 上 
Effects of pH on AA-virus No. 1. 
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1) 荒川 氏 等 の マウ ス 固定 毒 (A- ウ イル ス No 1 株 ) の 37 "CNC お ける pH 安定 域 を 検査 し た 。 
2) 至 適 水素 イオ ン 濃度 は pH 7.5 一 8.0 で ある . 

3) pH2.0 で は 6 時 間 以 内 に 不 活化 する が pH3.0 で は 6 時 間 後 で も な お 可 成 り の 活性 を 保つ 
て いた . 

4) 本 ウイ ル ス は 酸性 乃至 アル カリ 性 に 対し て 比較 的 強い 抵抗 力 を 有する . 

講 辞 : 本 出版 に つき 特別 の 御 配慮 を 泰 くし た 田中 北海道 知事 金丸 同 総務 部 長 福岡 農務 部 長 及 
び 同 畜産 課 の 各位 に 深謝 する . 
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Experimental studies on equine infectious anemia (Swamp Fever) 
IV. pH-stability range of Arakawa's virus 


By Hidetake Yaoi, Nobumasa Goto, Koichiro Ichikawa 
and Ryoko Yamasawa 


Yokohama University School of Medicine, Yokohama 


Influence of pH from 2.0 to 10.0 on Arakawa's virus (No. 1-strain) was examined at 
人 
Results Were:- 一 

1) Optimal pH of this virus was in the ranges from pH 7.5 to pH 8.0. 

2) The virus is relatively resistant to acid reaction: At pH 3.0, rather high titer was 
maintained at least up to 6 hours, but a complete inactivation of the virus was shown after 
48 hours. 

3) From results after 48 hours, following order as regards the beneficial effect of pH 
on the virus was found : 一 

DEIN(7880D デメ pH (66.7.0.90.5.0)>pH (4.0,.10.0) >pH 3.0>pH 20. 
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馬 伝 染 性 貧血 の 実験 的 研究 
%% 5 報 
伝 貧 病 礎 の マウ ス 脳 内 接種 に よる 分 離 実 験 


横浜 医科 大 学 細 茜 学 教室 
天 追 秀武 後藤 宣 政 , 永田 昭 


束 ei 計 が , き 
斉 々 は 荒川 氏 等 や 2( に こよ つ て 伝 貧 感染 馬 血 清 よ り 分 離さ れ た マウ ス 固 定 毒 に つい て 検討 し , 且つ 少 
か ら ざ る 補遺 を 行 つ た 95)6). 

これ に よ つ て 同 マ ウス 固定 毒 と 伝 谷 と の 関係 が 一 定 度 明らか に な り , 少く と も その 範囲 が せ ば め 
られ た と 信ずる . 

ひる が えつ て , 伝 谷 ウイ ルス の 馬 以 外 の 動物 へ の 移植 実験 は 田島 2 の 説 に 挙げ られ て いる 素 で 
も すでに 200 以上 あり , Dreguss and Lombard の 説 め ,。 その 他 の も の を 加 う れ ば 恐らく 300 を 越 
す も の が あろ うと 思わ れる . 最 近 マ ウス の 感受 性 を 認め た 報告 が 若干 あら われ た が 9919), 本 ウイ ルス 
を 分 離し 得 た と いう 報告 は 恐らく 荒川 氏 等 の 幼 若 マウ ス 脳 内 接種 に よる 分 離 以 外 に は な か る べく , 
本 ウイ ルス の 同 法 に よる 分 離 固定 の 再現 こそ 追試 者 の 最大 任務 で あり , 伝 貧 問 題 解決 へ の 最近 道 で 
ある と も 考え られ る . し か も まだ その 目的 を 達し 得 な い の で ある が , 今 日 まで の 言わ ば 失敗 の 成績 を 
一 応 ま と め て 報告 し , 今後 , 更に 伝 倫 ウ イル ス の 分 離 と いう 一 線 に 向 つ て 努力 を 集中 し た いと 思う . 

実験 材料 と 実験 方 法 

実験 は 1955 年 及び 1957 年 の 前 後 2 回 実施 し た . 

実験 1 (1955) : 

材料 は 芝浦 展 殺 場 か ら 入 手 し た 伝 島 患 馬 の 血 清 で ある . そし て 伝 招 と 診断 され た も の の うち か ら 
成る べく 定型 的 の 熱発 作 を みた 材料 を 撰 ん で 使用 した. 

即ち 発熱 直後 に 採 つた 血清 を 40,000r.p.m., 60 分 問 趣 遠 心 し , その 沈 浴 を 原 血清 量 の 1/40 一 1/200 
(多く は 1/100) に 当る 0.5% 胎 加 生理 的 食塩 水 に 再 浮 閣 し た も の を 接種 材料 と し た . 

実験 動物 は D.D. 系 6 こ 7g の 幼 着 マウ ス を も つて し , 接種 は 全て 脳 内 接種 (0.03cc) に よ つ た . 
継 代 に は 発症 (死亡 を 含む ), 或 は 娠 わし い 症 状 を 星 し た マウ ス の 脳 を と り , 20-30 の 乳剤 を 
作り , その 3, 000r.pm., 10 分 間 の 遠心 上 清 を 使用 し た . 


実験 成 績 


12 種 類 の 伝 貧 感 染 馬 血清 に つい て ウイ ルス の 分 離 を 試み た . その 番号 は 芝浦 層 殺 場 に お ける 屋 殺 
番号 で ある . 但し 名 の ある 馬 は 特に その 名 を 付 し て お いた . 商 接 種 継 代 に は 毎 常 マ ウス を 5 太 宛 使 
用 し た . 

個々 の 成績 は 下 の 如 く で あつ た . 

1) No.2 血清 : 

第 1 代 の 1 匹 が 接種 10 日 後に 立 毛 , 無気力 , 流 涙 ( 眼 が 潤 む ), 腹部 緊張 感 ( 腹 張 感 と 略記 する ) 
の 減退 な どの 症状 を 量 し た の で 第 2 代 に 移植 する . 第 2 代 は 6 日 後に 全部 , 立 毛 , 無気力 を 呈し た 
の で 第 8 代 に 移す . 7 日 後 2 匹 が 先 と 同じ 症状 を 呈し た の で 第 4 代 に 移し た . し か し , 4 代目 も , 


更に 第 5 代 も 無 症状 に 終 つた . 

2) No.4 血清 : 

8 日 後に 初代 の 2 匹 が 生 毛 を 立て 眼 の 潤 み を きた し , 腹 張 感 減退 を 示し た の で 第 2 代 に 移す . そ 
の うち 3 匹 が 7 日 後に 妊 わ し い 症状 を 呈し た の で 第 3 代 に 移し , 8 日 後に 操 症 状 を 星 し た 1 匹 か ら 
第 4 代 に 接種 す . 3 日 後 2 匹 が 句 症 状 を 星 し , 4 目 後に 1 匹 死 ん だ が 夏 の 夜中 に 死ん だ こと と て 継 
代 を 断念 し , 糸 症状 を 呈し た 他 の 1 匹 より 第 5 代 に 移す . その 中 2 匹 疑 症 状 を 星 し これ を 第 6 代 に 
つい だ が 全部 無 症 状 に 終る . 

3) No.7 血清 (第 1 回 実施 )・ 

初代 の 中 1 匹 が 4 日 後に 死亡 し た の で 継 代 し た . 第 2 代 の 4 匹 が 疑 症状 を 星 し , それ を 第 3 代 に 
継い だ が 無 症状 に 終る . 

尚 初代 の 残り の 4 匹 の うち 3 克 疑 症状 を 呈し た が 観察 し て いる 中 に 常態 に も ど つ た . 

4) No.7 血清 (第 2 回 実施 ) : 

8 日 後に 2 匹 疑 症状 13 日 後に 3 匹 死亡 し た の で これ を 継 代 する . 第 2 代 は 無 症 状 に 経過 し た が 
10 日 後に 第 3 代 に つい だ と ころ , や が て 凶 症 状 を 呈し て きた の で 10 且 後 第 4 代 に つぐ 。 14 卓 後に 1 
匹 死亡 し た の で 第 5 代 に 移す . 4 日後 本 マウ ス に 名 症 状 を 見 た が その まま 待機 し て る うち に 蛋 常 
に だ つ て ル ま る 。 

5) No. 14 血清 : 

初代 は 無 症状 , これ を 5 日 後に 継 代 し た が 第 2 代 も 無 症 状 に 経過 し た の で 中 目 す る. 

6) No. 15 血清 : 

初代 の 1 匹 が 3 日 後に 過敏 と な り , 10 日 後に 1 匹 死亡 , 他 の 3 匹 も 過敏 症状 を 量 し た の で 第 2 代 
に 移し た と ころ 全部 無 症状 . これ を 5 日 後 第 3 代 に 移し た が , これ また 無 症状 に 終る .: 

7) No. 55 血清 : 

この 血清 は 40.5?"C の 熱発 作 を 示し た と き に 採 つ た 血清 で , 第 1 表 に 示す 如く 根気 良く 《 行 つて み 
た が 結局 固定 毒 を 得る こと が 出来 な か つた . 

A 一 系 列 : 
初代 で は 3 日 後 , 2 匹 が 立 毛 , 眼 潤 み , 無気力 を 示し た が , 4 日 後に 1 匹 死 亡 《 一 40?C に 保存 ), 
5 日 後に 更に 1 匹 死亡 し た の で , 両者 を 一 緒 に し て , 第 2 代 に 移す . 第 2 代 の 1 史 は 8 卓 後 に 立 毛 , 
腹 張 感 の 減退 を 示し て 5 日 後に 死亡 し た の で , これ を 第 3 低 に 移す (A+). 

更に 7 日 後に 2 匹 , 8 日 後に 1 匹 疑 症状 を 星 し た の で , 8 日後 に 第 4 代 に 移 し た . 3 政 疑 症状 を 
呈し , 6 日 後に 継 代 し た が 第 5 代 も 遂に 無 症状 に 終 つ た . ' 

又 先 の 第 2 代 の 残り の 4 匹 は 5 日 後に 至 つて 立 毛 , 無気力 を 示 し た の で 第 3 代 に 移 し た |〈⑭⑫5). 
この 第 3 代 で は 全 例 が 過敏 ( 疑 症状 ) に な り , 6 日 後に 1 匹 死亡 し た の で , 5 研 を 合せ て 第 4 代 に 
移す . 3 日 後に 2 匹 立 毛 し , 3 匹 過敏 と な る . 4 目 後に 死亡 し た の で , 5 匹 合 せ て 第 5 代 に 移し 
た . 第 5 代 で は 5 日 後 3 匹 疑 症 状 を 呈し , 6 日 後 1 正 死 亡 . 他 の 1 匹 は 後肢 の 麻痺 立 毛 , 立 尾 , 
眼 潤 み , 腹 張 感 減退 な どの 症状 を 呈し , 2 匹 は 名 症状 を 呈し た の で 第 6 代 に 移す . 

第 6 代 で は 5 日 後 2 匹 が 立 毛 , 無気力 を 呈し , 6 日 後に 継 代 し た が 無 症状 , よ つ て 6 日 後に 第 8 
代 に 移し た が 再び 症状 を 呈 せ ず 遂 に 固定 毒 が 得 ら れ な か つた . 

B 一 夫 列 : 

7 日 後 及び 9 日 後 の 両 夜中 に 死ん だ マウ ス か ら 採 脳 し て 継 代 し た . 

第 2 代 で 2 日 後に 死ん だ も の は これ を 乗 て , 3 日 後に 死ん だ も の か ら 第 3 代 に 移す ず 《B). 

第 3 代 は 2 日後 2 匹 死亡 し , その うち の 1 攻 を 第 4 代 に 継ぐ (Bi). 

第 4 代 で は 6 日 後 1 匹 疑 症状 を 呈し , 直ちに 第 5 代 へ 移し た が 遂に 発症 せ ず . 

な お , 第 3 代 の 残り の 3 匹 は 名 症 状 を 呈し , 5 日 後に 第 4 代 に 移す (CB。). 異状 な く 経 過 、 

PR 


EE 


Cー 系 列 : 


B の 第 2 代 に 於 て 句 症 状 を 星 ! し て いた 1 区 が 11 日 後に 死亡 . これ を 第 3 代 へ 移す (C). 


3 日 後 1 匹 死 記 , 他 は 疑 症状 を 星 し 4 代 に つぐ . 6 日後 全 例 疑 症状 を 呈し た の で , 第 5 


た が 遂に 目的 を 達せ ず . 


Table 1. 
Isolation experiment of E.T.A. virus from Horse 55's serum by 


mouse-intracerebral inoculation. (1955) 
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8 No. 72 血清 : 
初代 で 5 日後 2 匹 疑 症状 を 呈し , 7 日 後継 代 し た が 陰性 に 終る . 
9) No. 135 橋 清 : 

ュ . 凍 っ 


代 に 移し 


ML 


OO 〇 OOOO 


初代 , 6 日 後 症 状 .。 これ を 継 代 し た が 無 症状 に 終る 

10) No. 215 稀 清 : 

感染 馬 の 20 外 乳 剤 を 3 回 凍結 醸 解 し , 3,000r.p.m., 30 分 の 遠心 上 清 と 同 馬 の 血 清 を 等 量 に 混合 
し , 40,000r.p.m., 60 分 趣 遠 心 , 元 量 の 1/100 に 濃縮 し て 供 試し た (Streptomycin, PemieiHim を 加 
える ). 5 日 間隔 で , 一 括 し て 継 代 し た が 第 1, 第 2, 第 3 代 い ずれ も 異状 な く 継 代 を あき ら め る : 

11) “ 得 識 ” 血清: 

初代 の 2 匹 が 12 日 後 疑 症状 を 呈し , 継 代 し た . 第 2 代 中 3 匹 が 7 日 後 疑 症状 を 呈し た の で 継 代 す 
る (第 3 代 ). 4 日 後 1 匹 疑 症 状 を 呈し 再び 継 代 し た が 異状 な く 経 過 (第 4 代 ). 

12) “上 央 泉 ” 血清 : 

初代 の 2 匹 が 9 日 後 疑 症状 を 星 し , 継 代 す る (第 2 代 ). 2 匹 が 4 日 後に 同じ く 倫 症状 を 呈し , こ 
れ を 第 3 代 に 移し た が 結局 異常 な く 経過 する 。 

Table 2. 


A summary of isolation experiments of E.T.A. virus by mowse- 


intracerebral inoculation made in 1955. 













































































INo. No. or DS SE Generations No. of | 
| of | name of of ni Successful Result 
eZ horse Start | _ PE Tb1 2 「 8 を > 6 「 7 | 8 DaSSage 「 
1| No. 2 gs/WW| 40x |+0|+@|+⑦|1-| - 「 3 | + 
| 2| No. 4 |24/W| 100x |+⑧ (1 キ ⑧ | ま 働 | ま 5| ー | | に まもる 生き 
| 3| Ne. 7 4 本 | 100x |@@9 1 ェ @ 「 9 雪 | #e@| 一 
4| No。 7 he/| 100x | @@⑳ | -⑩ | 0⑳| @ 人 ょ ュー | 人 放 な 
| 』| ne. 25 ym| ox |-ml-gl-g| | | 中 | 戸 | 0 
6| No. 84 Ia/W| 100x | = の |+O| ele| | | 
| 7 | TowosHTKr |25/ 攻 | 100x | = 信 | = の =⑱⑲| = | -| 部 天 66 
1 am 2 0 ] 2E 條 ) 「 一 | 1 ] 0 ド 較 
9| No. 135 |so/x| 200x |=@| - 」 | 7 尚 に 
10| No. 14 |sr/xa| ox | | - ] 0 
Hm| No. 15 | em| 200x |=⑳|-9|- | | 0 し な | 
「 @④]| /@6] =@⑲ | ミ @ | | < 全 末 
| eoKrlee PD に がい)Jee 二 較 : 和 
12| No. 55 |12/X 氏 | 200x 二 和 の ト 6@ ka 「 「 2 「 5 | 
「 e9| ee る の | | - | に 「 
|13| Ne. 72 Ii 名 | 200x | ま @⑳| 一 | | 下 申 本 語 



































N.B.: (5) or 0: interval of transmission in day, 
・ death, 

) aDDarent Symptom, 

: dubious symptom, 


L 際 も 〇 


・ normal、 








〔 小 括 ] 

以上 を 要する に , 浦 屋 殺 場 か ら 入手 し た 伝 婁 感染 馬 血 清 材料 12 種 を も ゃ つて 行 つ た ウイ ルス 分 離 
実験 の 結果 は 第 2 表 に 示す 如く で あつ て , 被 接種 マウ ス が 若干 の 症状 を 呈し , 或 は 死亡 し た 場合 だ 
け を 陽性 と する と , 1 代 陽 性 2 例 , 3 代 陽性 1 例 , 4 代 陽性 2 例 , 5 代 陽性 1 例 と な る . 

そこ で 3 代 以 上 陽性 の 場合 を 仮り に 継 代 で きた と し て も 12 種 の 血清 か ら 僅 か 4 例 で あり , 荒川 氏 
等 の 報告 ?2 に 見 る 如く , 7 種 の 血清 より 4 株 が 僅か な マウ ス 継 代 で 完全 に 固定 する に 至 つ た と い 
う 成 績 と 較べ る と 宏 泥 の 差 が ある . 

実験 2 (1957) : 

接種 材料 は 農林 省 家畜 衛生 試験 場 及 び 伝 研 荒 川 研究 室 よ り 分 与 さ れ た 伝 貧 感 染 馬 血清 で , 初代 は 
その まま か 或 は 濃縮 し た も の を 使用 し , 2 代目 か ら は 概ね マウ ス の 20%% 臓 疾 乳 剤 (3,000r.p.m., 
10 分 の 上 清 ) を 使用 し た . 

実験 動物 と し て は 前 実験 と 同様 D.D. 糸 6 こ 7g の マウ ス を 使用 し た が , 全て の 場合 , 接種 の 2 
目前 に 100r の 全身 照射 を 行 つ た (30r/m). 

接種 は 脳 内 接種 (0.08cc), 腹腔 内 接種 (0.25cc), 度 下 接種 (0.25cc) を 以 て し , 継 代 は 5 目 間 
隔 で 一 括 し て 行 つ た . 


実 験 成 績 


個々 の 成績 は 第 3 表 の 如く で あつ た 
1) 129 号 感染 馬 血 清 ( 家 衛 試 夫 ) : 


Table 3. 


人 A summary of isolation experiments of E.1.A. virus from infectious 
horse sera by Yarious routes, using mice,made in 1957. 






















































































No、′ No. or | Date | Handling | Generations No. of 
of nameofl of of | successful| Result 
exp. horse Start | material | 本 の 9108 1 5 6 DasSage 
軸 MMledrd( お Le で = 人 Qi kn ーー 0 
14 2 KS に ーー oi ( 「 ] 
< 家 暫 E の ー⑮) | 間 WI 一 MOT で OJUN - 条 0 本 信人 の 
他 講 86h. 17 : 
| - 全 | @@.| ま @ | | リー 4 + 
| ( 加 % 
We Hiorse 8/ 和 
り 
120 | 2 | 記 | -9ー6 財 | つ @| 瞳 0 び 
1 1 
| | hon 0%」ー5| = トー-⑳|-@⑳| -@|-| 0 ー 
| ( | [ [ | | 
居 ESE 1T。gen。only 40xX | いこ 和 6 同 
16 | si 17W ED ⑤) | -⑤) | -⑯) | -⑤) や 
に | 1 [ 
| 《 心 ( 清 ) ー5) 人 5 一 65) た 古人 5) し 6 | 0 本 
Horse of | けい) | 【 
17 | Arakawa | 6/V (S・ 『 C う の | * 思 0 se 
eS . gen. only 100x | 。/| @6 | -⑤ | -@⑤ ' 2 が 
で OU 9 0 
N.B.: (5) or (4 interval of transmission in daYS, 
蟹 ) death, 
に ・ apDarent symptom, 
8 : dubious symptom, 


・ normal. 


マッ ウス 脳 の 左右 より 血清 を その まま 0.03cc ずつ 2 回 注射 した. 

そし て 5 日毎 に 採 脳 し て その 20 脳 乳剤 を 次 代 に 移植 し , 5 代 ま で 行 つ た が 何等 の 所 見 も 得 ら 
MK の な 、 

更に 同じ 血清 0.25cc 宛 を マウ ス に 腹腔 内 注射 し , 5 日毎 に 肝 , 肝 , 血液 の 20% 混合 乳剤 0.25 
cc 宛 腹 腔 内 接種 し 同じ く 5 代 まで 継 代 し た が 第 3 表 に 示す 如く これ また 陰性 に 終 つ た . 

2) 120 号 感染 馬 血 清 ( 家 衛 試 場 ) : 

第 3 表 或 は 第 4 表 に 示す 如く 稚 興 味 ある 成績 が 得 ら れ た . 但し この 際 は 血清 を 先ず 13,000frp.my 
30 分 遠心 し , その 上 清 を 再び 38,000r.p.m., 60 分 超 遠 心して 17.2 倍 濃縮 し , これ に Penicillim 
5,000 単位 /cc, Streptomycin 5007/cc の 割 に 加え て 10 匹 の マ ウゥ ス に 脳 内 接種 し た . し か し 初代 で 
は 所 見 を 得 ず , 5 日 後に これ ら の マウ ス の 脳 を と り , 10 多 乳剤 と し, 4 500r.D.m。 45 分 遠心 し , そ 
の 上 清 を 再び 38,000rpm., 60 分 超 遠 心して 25 倍 濃縮 し て これ に 超 音 流 を 3 分 間 か け (100<110V, 
15 mA, 560 k.c.), 0.03cc 宛 10 匹 の マウ ス に 脳 内 接種 した. 

2 代目 も 異常 を 示さ な か つた の で 65 日 後に 再び 接種 し よる 上 記 と 同様 の 方 法 で 25 
間 濃 縮 し た も の を 10 匹 の マウ ス に 脳 内 接種 し た と ころ , 日 後 の 朝 1 匹 死亡 し て いた が 既に 脳 の 軟 
化 が 稲 強度 で あつ た の で 断念 し た . 翌日 3 現 死 亡 OM 他 の 一 見 正常 の も の も 同時 に 殺し て 20 
脳 乳剤 を 作り , 第 4 代 に 継 代 し た . 2 日 後 1 匹 死亡 し た が 継 代 せ ず . 4 日 後 頃 より 残り 4 距 の う 
ち 3 匹 が 若干 症状 を 呈 し て きた の で 接種 後 6 日 目 に 20% 胎 乳 剤 を 作 つ て 第 5 代 に 移し た . 

et : 力 , 腹 張 感 の 減退 な ど ) 思わ れ た の 
で , これ の み 採 脳 継 代 し た が , その 後 は 症状 を 呈し た マウ ス は な か つた : 

生ま RE 

密 に 同じ 17.2 倍 机 結 自 湊 を 騰 内 及び 股 陵 内 に 注 自 し て ウイ ルス 分 離 を 企 て た (第 8 表 

但し 2 代目 以後 は 20% 脳 乳剤 (0.03cc) 或 は 20%% 肝 , 腸 混 合 乳剤 (0.25cc) を 継 代 材料 と し 
て 6 代 ま で 行 つ た が 陰性 に 終 つ た . 


Table 4. 
Isolation experiment of E.1.A. Virus from Horse 120's serum by mouse-intracerebral 


inoculation, using concentrated virus material up to 3rd generation (17.2-25※): 
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N.B.: 5) or ④⑳: 和夫 of hadhISS2 in dayS, 

て ) death, 

中 ・ apparent symptom, 

〇 , dubious symptom, 

人 す : normal. 


3) 131 号 感染 馬 血 清 ( 家 衛 試 場 ) : 
血清 を 38,000r.p.m., 60 分 10 が MM その 後 は 5 朋 目 毎 に 20 須 
脳 乳剤 の 遠心 上 清 (3,000r.p.m.。 5 分間) で 4 代 継 代 し た が , 各 代 と る 無 症状 で 陰性 に 終 つ た . 
4④ 生玉 時 「 ' 
に 、 を ー 


23/ 相 , "57 に 採 つた 血清 材料 を マウ ス 脳 に 接種 し 。 2 代目 より 20 脳 乳 剤 を 継 代 材料 と し て 5 
代 ま で 行 つ た が 陰性 の 結果 に 終 つ た . 

25/ 想 ,'57 及び 27/ 下 , 57 の 両日 に 採 つた 血清 を それ ぞ れ 5 匹 の マウ ス の 大 隊 度 下 に 0.25cc 宛 
注射 し , 4 週間 観察 を 行 つ た が 変化 は みとめ な か つた . 

27/ 息 , '57 に 採 つた 血清 を 40,000r.p.m., 60 分 超 遠 心して 1/100 に 濃縮 し , 脳 内 接種 で 分 離 を 試 
みた が 第 3 表 に 示す 如く , 第 2 代 で 5 日 後に 1 匹 死亡 し た . これ か ら 20%% 脳 乳剤 を 作り , 3 代 に 
移 征 し た が 異状 が な く , 更に 4 代 に 継 代 し た が これ 赤 際 性 に 終 つた . 

第 2 代 の 残り の 4 匹 か ら も 継 代 し た が 陰性 に 終 つた . 

〔 小 括 〕 

以上 の 如く , 本 実験 で は 家畜 衛生 試験 場 (3 種 ), 並び に 荒川 研究 室 (1 種 ) より 分 了 を うけ た 4 
種 の 伝 貧 感 染 馬 血清 材料 を 供 試し , 接種 は 脳 内 , 皮下 , 腹 陵 に 試み た . その 上 , X- 線 の 全身 照射 に 
よ つ て マウ ス の 抵抗 力 の 低下 を は か つた が , 4 材料 か ら 4 代 継 代 1 例 , 2 代 継 代 1 例 を 得 た の み で 
前 回 と 同じ く 3 代 以 上 陽性 の 場合 を 継 代 出来 た と すれ ば , 4 種 の 材料 か ら 只 1 例 で あり , 再び 恋 る 
悲 観 的 な 成績 し か 得 ら れ な か つた . 


総 括 

荒川 , 兼子 , 関 , 武藤 (1952) の 幼 着 マウス の 脳 内 接種 に よ つ て 伝 貧 病 毒 が 容 旬 に 分 離 出来 た と 
いう 割 期 的 報告 に 対し て は 既に 石井 , 園田 , 小林 , 田中 (1954) や : Fortner et Ulbrich (1954)): 
田淵 , 小林 , 山本 (1954)⑬ の 追試 々 験 が ある が いずれ も 耕 定 的 で ある . 

香 々 は 1955 年 及び 1957 年 の 両 回 に わた つて 本 追試 々 え 験 を 行 つた . 

実験 1 に お いて は 芝浦 必殺 場 よ り 入 手 し た 12 種 の 伝 貧 病 馬 血 清 材料 を 供 試 し. これ を 初回 接種 に 
限 つ て お お むね 100 倍 濃縮 (40-200 倍 ) し て , 6-7g の D.D. 系 マウ ス に 脳 内 接種 し た . 継 代 に 
は 20 脳 乳剤 の 3, 000r.p.m., 10 分 遠心 上 清 を 同じ く 脳 内 接種 し た . 

か くし て , 莉 干 の 症状 乃至 死亡 を 目標 と し , 主として 待機 潜 (3ー17 日 ) に よ つ て 継 代 し た が , 1 
代 の み 陽 性 2 例 , 3 代 陽性 1 例 , 4 代 陽性 2 例 , 5 代 陽 性 1 例 と いう 成績 を 得 た . 

実験 2 に 於 て は 農林 省 家畜 衛生 試験 場 の 感染 馬 血 清 (120 号 ,、 129 号 , 131 号 ) 及び 荒川 研究 室 の 
感染 馬 血 清 1 種 を 供 試し た . し か も 今回 は 接種 2 日 前 に 100r の XX- 線 全身 照射 を 加え て マウ ス の 
抵抗 力 の 低下 を は か つた . 

接種 は 脳 内 (0.03cc), 腹腔 (0.25cc), 皮下 (0.25cc) に 試み , 5 日毎 に 一 括 継 代 し た . その 結 
果 と し て : 

(1 ) 120 号 馬 血 清 で は 各 継 代 に 濃縮 材料 て 17 一 25 倍 ) を 脳 内 接種 し て 4 代 ま で 継 代 し 得 た が , そ 
れ 以 上 は 遂に 失敗 し た . 

又 初 代 だ け 濃 縮 (17 倍 ) し て 脳 内 又は 腹腔 内 注射 で 夫々 6 代 継 代 し た 場合 も 険 性 に 終る . 

(2 ) 129 号 馬 血 清 で は , 脳 内 又は 腹 陵 内 接種 で 夫々 4 代 ま で 継 代 を 行 つ た が 陰性 に 終る . 

(3 ) 1381 号 馬 血 清 で は 初代 だ け 濃 縮 材 料 (40 倍 ) を 使用 し , 夫々 4 代 ま で 継 代 を 行 つ た が これ 齋 
陰性 に 終る . 

(4) 荒川 研究 室 の 血清 で は 脳 内 接種 で 5 代 継 代 し て 陰性 : 皮下 注射 し て 30 日 間 観 察し て 無 症状 
に 経過 : 初代 に 100 倍 濃縮 材料 を 脳 内 接種 し た 場合 に は 2 代 ま で 成功 し た が , これ また 和 失敗 に 終る ・ 

以上 の 如く , 今回 は 双 - 線 の 全身 照射 に よ つ て マウ ス の 抵抗 力 の 低下 を は か り , 耳 つ 接種 も 脳 内 
の み で な く , 腹腔 , 皮下 に も 試み た が 結果 は 前 実験 の 場合 と 異 ら ず , 4 種 の 材料 より 4 代 陽 性 1 例 
及び 2 代 陽 性 1 例 を 得 た の に 過ぎ な か つた . 

以上 を 総括 する に , 香 々 は 全部 で 16 種 の 伝 貧 感 染 馬 血清 材料 を 供 試 し 主として 脳 内 接種 に よ つ 
て 継 代 , 病 毒 の 分 離 を 試み た が 遂に その 目的 を 達する こと が 出来 な か つた . 
ー( 前 一 


3 代 或 は それ 以上 継 代 出 来 た の は 16 血 清 よ り 僅か 5 例 で あり , 荒川 氏 等 の 如く 7 血清 の うち 4 例 
ゎ 比 較 的 僅少 な 継 代 で ウイ ルス が マウ ス に 固定 する に 至 つ た と いう 成績 に 較 ぶ れ ば 正 に 雲泥の差 
あつ て 全く 問題 に な ら な い 、 


遇 


ボロ 


16 種 の 伝 賃 感染 馬 血 清 を 使用 し て 同 ウ イル ス の 分 離 を 試み た が , 導 状 乃至 死亡 に よ つ て 3 低 以 上 
(5 代 ま で ) 継 代 し 得 た と 思わ れる 例 が 16 種 の 材料 か ら 5 例 得 られ た の に 過ぎ お 況 ん や 固定 毒 化 
に 於 cC を や で あ 員 * 
この 点 に 於 て 右 井 , 園田 , 小林 , 田中 (1954) , Fortner et Ulbrich (1954): 及び 田 辛 小 本 
山本 (1954) の 諸家 の 報告 と 一 致す る . 
謝辞 ・ 本 出版 に つき 特別 の 御 配慮 を 泰 く し た 田中 北海 道 知事 , 金丸 総務 部 長 福 了 共 務 部 長 及 び 
道 益 産 課 の 各位 に 深謝 する . 
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Experimental studies on equine infectious anemia (Swamp Fever) 
V。 』solation experument of equine infectious anemla 
Virus by mouse-intracerebral inoeulatiom 


By Hidetake Yaoi, Nobumasa Goto and Akira Nagata 


Yokohama University School of Medicine, Yokohama 


Exp. 1 (1955)・ 

For inoculation, infectious horse sera from Shibaura slaughter-house were used. These 
sera were first concentrated 40 to 200 times, 100 times in most cases, and inoculated into 
D.D. mice weighing 6 to 7g. 

Passage was made with supernate (centrifuged at 3,000r.p.m., for 10 minutes) of 20 欠 
brain emulsion of infectious mouse. 

The transmission was made in accordance with symptom or death in mice at intervals 
from 3 to 17 days after inoculation. 

And such results were obtained as infections were positive in 2 cases at 1st generation, 
in one case at 2nd generation, in 2 cases at 4th generation, and in one case at 5th generation. 

Thus, even 下 granting the passagse was successful with positive response through 3 
generations, the positive case would be only 4 out of 12 sera used. 

There jS indeed a great difference between the results of Arakawa et al. and ours: 


/ 


Arakawa et al. reported in 1952 that they could isolate 4 strains using 7 sera from infec- 
tious horseS. 
電 AE も 987 ) : 

Three sera of experimental horses obtained from Gov. Exp. Station for Animal HYgiene, 
and one serum from Arakawa's laboratory Were used for the purpose. 

At this time, all the mice used received the whole-body X-irradiation of 100r, 2 days 
prior to inoculation of virus material. 

And, inoculation was made by intracerebral (0.03cc), intraperitoneal (0.25cc), and subcu- 
taneous routes (0.25cc), using a pool of brains at 5-day-interval. 

The results were: 一 

1) Im case of Horse 120's serum, transmission was successful up to 4th generation using 
17-25 times concentrated materials. 

And, in case of transmnission through 6 generations, in which first generation only was 
inoculated with 17-time-concentrated material, either by intracerebral or intraperitoneal route 
it resulted in entirely negative. 

2) With Horse 129's serum, passage Was made through 4 generations by intracerebral 
route and intraperitoneal route, respectiVely, to obtain completely negative results. 

32) With 月 orse 131's serum, only the fst intracerebral inoculation was made with 40- 
time-concentrated material and transmitted up to 4th generation to obtain again negative 
Tesult. 

4) With a horse serum from Arakawa's laboratory, when it Was passed through 5 


generations by intracerebral route, using unconcentrated material, a completely negative 


一 開 一 


result was obtained. 

And, 10 mice which received subcutaneously the same virus material were observed for 
30 days without detecting any noticeable signs. 

And, when 100-time-concentrated material was eiven intraperitoneally only to 1st genera- 
tion, 2nd generation was positive but further generations failed to develop any symptoms. 

As stated above, despite of an aqditional efforts to lower the resistance of mice by the 
previous treatment like XX-irradiation, of the 4 serum Specimens, only one successful tran- 
Smission through 4 generations was achieved, not to Speak of fixation of the virus to mice. 

On this point, our experimental results agree with those reported by Fortner et Ulbrich : 
Ishii, Sonoda 層 Tanaka : Tabuchi, Kobayashi & Yamamoto. 
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素 mosnobtn 1ndeX。 er も hroc す te 。 1eucocyte。 b1ood p1ate1e も t。 


Hemato1og1oa1 dfferentTatTon -@E_oqu ま we 一 FafPoo も Forem キ 6 


- from other d1sease8。 98KGictda3 dtagnosis of the disease。 


om も he RS contrtbuttons to the 
mophologioca] aspeots of も the blood of the hor se Sufferlng 
fmom nfeo も Ooug aem1a 。 those tnformattons on the On@ocYte 
Hp も 1ocrto) and ek 1n circu1a も tnmg b1ood are the 
人 も attracttve ome8。 The demonstration 上 いこ 大 
ee1 ユ 所 euer yelin ( devtsed by Dr. Tshit1 ) has been 
used for the dtagno8is of nfect1ous anemta 3n 時 for 


ぐ 2 と た な 、 っ と 王 へ 。 


も he reason that rderoys not_-op-8oameeyr deteotab1e 1n 





も he b1ood of norma] horse8s ea 。 
Tn thetr dtscusston, the revtewerS Ss8Y that as 
mowadars they cannot ftmd sny speciftc a1teratton 1n 
-the b1ood of thts disease, 1 も 1s destrab1e to Te を mves も gate 
と / 
the 呈 mato1ootoa1 changes throughout the couYse of the 


disease apDp1Ying the 1atest 逆 tochem ca1 techntque き 。 
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ーn エ 08 898rOo e 可 は 3@ し た os reo1medood d 
er は ro aeonereTer esed は bewetyer verd て Temg っ ee 
Xebrt eo ・ す oede は amed よ srTwoTTo 和 4 og: 
re す rO ら 5 ctdoraommh の To dfooTey arE re "re 


ok pooTd 1 、@ す YS or は ゃ re kebgt ggor “ 





@- rro す gs『 す re 生ま b TaotaoTo ば 
。@8BeaTb er は 3o RDF 
@H は od grnof す rrdtr す roo gaenSd8b rmeoer ed: jO 
SrtreTTrg gacor ed は To booTd e は +o "oeeea reoimer 
e す て Sorrom ed け ro arof す smroTnt sodd ahmana grro よ す oe: 「 
@ 本 す @rg 0098 ST よ す TroYTo m+ 生起 衝 李 あ よ ぁ D 古 5 ( ea 0 

が 4 才 し 
re すす gyE--og は - To rodarynomeb edT ・5erto_ ey} す og っ 
人 計 み gg ( ょ fdaT .mG | bes+yeb ) rev 8」 






rt mof す sredTg ofTfoeqg vm bmtT す onrso Ye は 

ーe す gst す eeym ま er od eLdgsrtfaeb st まま ・9gg9e よ ち gt 可 す す @ peor 
@ 可 は 3o 9g 守 DO9 @ 可 す よ す Joetrord は gearngro ee 
。8@SrDfrroe す Tao medoo す で す 8g@ す gT @ 可 は 


er 介 科 


C1intc of 虹 quinme Tnfecttous Anemta 
( Ve1。 TTPp。 156=158 ) 
. で va 
Tn も this chapter 8 もら の 商科 Yeviewed 


ec1inica1] reports of thts dtseaase and 中 


106 import も an も 






esa'detat1ea 一 


生 放 3 
半 NnZPWMM ゆ っ mr-tirs owa- ま Mom 一 プ gmptomf cntca 


diagnos1s 。 dfferentta] dtagnosts, DPOgmO8ts 。 coOuY8e@ 





and morta1ity。 re1ation of thts di sease to PeDPOduct1 on 。 
、 ョ Pontaneous' disordergs caused by this qtsease 。 ab111ty 
の @XeYolse Or ]abour , prob1em of ecoverY Or enduring 。 
Regarding cl11ntca1 forms of this dtsease he has Sh 敵 lned 
1 も 18 more reasonab1]e to d#v1de 1 も #nto four Tomrma 。 8f も er 
Kasa1 and others, name1y acute s 介 t1 emtc f Or 。 pass1ng 
form。 perntcious form and 1atent form。 Tn 2 
he mas ephastzed, that the eTtnte a1 dtagmosts of thts 


_d1sease ou ぁ ght to be dectded by the demonstration @f sidero こ 


We 


」 
crt み 1n ctrou1atimg b1ood regard1ess 和 the c1intoa] forms。 
Teatment of Raquine Tnfecttous Anewmta 
(Yo1。 Tr, Pp。139-150 ) 
Kohanawa。 一 6Nc revtewed the treatment of the dfsease 
aa fo11ows : 1。 Out も 11ne of the hiastory on the treatment 
of Anemia, 2。 List of abou も 202 remedtes that been 
used for the treatment of the dtsease 。 1n a tab1e arranged 
_ alphabetioca11 ゞ ず referHtng te the numper of references 1 


parenthests, ら 。 Present therapeutics of も the dtseaae 


= GT = 3 


8 上 GA anuot さ oeTn エ enTrgp 叶 To ofniTO 
( 8 る 上 -3FT 。q9 。T エ T .ToV ) | 

すす roqdmmt 90T bewerver っ 近く eSWRSe す 8 Yr@ す qd8do gTH す n[ 」 
ーjBeTTg す eb ミー 下 本 @ ら 6 上 = 如 は +o 8 す rOd@Y TaotrEFo 

Pe Nb 

9 らら TUOO 。8B 上 BOO 。g よ goOrq8Tb [sgF す mere サ 3+b 。gTgon な きま 5 
TO すす orbord ee は eaaeg tb 上 ロ は 人生 Oo nrof は sgTFerr 。 で て よ よ Tg す com brrg 
すげ fd ea8es よ b gk は YO besrrso srobzos+5 "poene3moge 
ssSRErrbre ro vwrevooer 4o 困ら Tdord 。SUOd ST ro esToweX@ し YS 
Pereb よ ag 88 呈 ei eg8egTb gi は 1o gmmro 和 キ TgoFrTo an+braae 皇 
て 9 す † せ 8 BMWTO け TO 二 Cd 仙 よ よ す よ @bFV ま 5 od edsrrosger erom き #『 すず 
Sntag8d 。 の っ tmp td 導 je ら す roS ャ YT@mWSrT 。ared す o bnrs Faaga 芳 [ 
ToTggTorOo i 二  。mro 和 T ne す 8T brre mrro† agorornced 、mro 和 
gd は 1o ataonaatb TsoFntTo ed は す sd は 。bestasdGime 8 生 題 ed 
_-orebte 1@ ro は srdgrromeb ed て d bebtoeb ed od さす daruo egseg ま b 
Mu TsotrtTo er は 肝 ageTbreger booFd srnidsTrroro cieavo 
名 mm 人 片 erofdoeTrnr エ entrrp 可 1o す rem す serF 
「 (0aF-egF 。q3 。TT 。FoV) 

ら 8898+D oe は の O JremW は ser す ed bewetver >9 aw arrsnloX 
+mremids 9 は は ro vvo す ak ed は To enETduO  。f : gwoFroTn a8 
reed og す gi は gefbemer SOS よ ば rrods To す gfT  。S  。g#tmenA Tel 

bearrgrrg @Tdgd g 全 [ 、@g89gtb 9H け To nem す ger す ed は wo 告 besg 
rt geornereTer TO redmM ST は eo は afreen て T[sof す edsgiqTs 


9886=g 上 b ed は +o go よ す ed8re 本 す よ nreaer 守 。 ら  、ag 上 ae は rersd 


and some critios by the Yeviewe ヤ 。 4。 Some dtscusstons 
by the reviewer on the metho3s oftreatment hi therto 
-ee 馬 emp1oyed。 


Tmmunt ty and Tmmunt zatton ag81nst FRqutne 


Tnfecttous Anemta 
(し Vo1. TT 。 Pp. 1515-164 ) 
Soekawa,- relates after 8uYVeY1ng 76 references that 

及 / 欧 
も Re maSs1ve propagat1on of the vtrus or to srhanee グ 放 。 
4 Yirus 1 wi11 be the key to succeed 13n acqulring an 
@ffect1yve Yaco1ne。 

Th1s chapter consists of the fol1owing 1tems : 
T。 Whether or not there extst cases to]1erated も he 1nfection, 
T エ 。 T1mmun1tty of horses も olerated 3nfection。 TTT。 A ち ゎ も tude 
6f foa1s to the 1nfectton of EE。T。A。 ylrus 。 TV。 Tmmun1i = 
zatton,。 ( 1。 Active 1mmuntzatton : 1.。 pormo1 vacotme 。 
2。 Pheno1 yacctne , 3。 61yoerin2acetne。 4。 1e vacotine , 
5。 Vaocine added with some drugs,。6。 Heated yacotne , 
7。 1Lyopht11zed vaccine。 8。 P1asma factton containtng 
Vimus。 9。 Enveloped virus 。 10。 Virus PaS8Saged ie 
o も her anlima1s。 1]1。 MInute dose of the サ ユ や い 8 。 ます 。 まま gz 
81ve 1mmun1zation。) 
mmansmtsston of Bquline Tnfeocttous Anemtia 
to Man 


(Yoe1。 TT,。 Pp。 165=172 ) 
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erofaarostb emo ら g  。* rewetyr ei は vd g9 よ す cro e og 1 
o+aedd id す nemdaerdSo sbod は emm ed は mo wewetver ed 


ゃ ジジ ピ 


Si す anTaaB ao 9 b6y om 
g 上 merrA sno oeSnT 
( SrF-8T3T 3 「 ・ToV ) 「 
、 さす BR は す aeonore9en @Y 二 了 まま PP redT seaFer に 
9 orgrirre O す YO grr Fr erd +o cohemegea ey1 aagm e 
TB atrTJDoS r よ De9o9 り 8 は ea に @d Ftw た 


ー-sctooey 「 

: =me す + atworro+ ed は to ag す ggroo <e す qro st 
、rot す oeTrr よ ed は be す 8reLo す aggo す e+xe ee は す orr ro re 
Sb すす せ A  。 エ エ T 、rotdoert beeog sesrord 4O っ 
ー rr 上 .WT arrrfv 。A。 下 。 還 @ no は oe3rt ed は oJ g 革 l 
Srtoo8svy Tomyro 可 。T 3 no は mstnrmm 9Y よ す o4A < よ ) 、go 

、 enogwy eTt 日 。 ま ょ uenioopyNgtreovF9 。 で 、en よ oo8Y Tomer 
SrToosv be す seH  。9 Barb 9mOg は ま bebbg orToo8V 
3 二 よ ま g す pr@ rofdoBr 生 Bmmg8gTH 。8 eo bestTtgovT 
aorrd は bes8ggRG aurtV 。OT 。grrrtFv beqoTeVn 加 s@ 
= . 上 t  。arrrEy ed は to egob e す pg よ 穫 ・ 上 上 reminm aa 
[ Axe 


、 呈 上 merA eo よ す oeTtnt entrp 村 1o noteetmgnnm 
MM @ す を 
( swcee ま gt foW) 
人 


デ 


Kasal。 つ KC abstracted the repeorts on the cases of 


選 。 エ 。A。 1n man and suscepttb111ty of man ( ※ Lthrs'Case。 
プ 完 の ゃ ys 


(所 Peters'Case , 拓 / GaS8e8 foumdQ a セ も HanAover 余 ア ca8@e8 
/ 


SuSpected of 選 .。A。 and reported by Stein and Mott )。 


And 8 9 56ugs2d @ 電 the ぞ @ 土 生 Ow+mrー キ も er9 一 *ー compamtaon of 


Phe (attrtnde Oo 時 。A。 1n の and 1n horses: SuSCept1b1]1t 


上 man Eo R.r。 13 語 の まっ 8 も he at&ndpo3n も of pub1iec 


hea1th ( 1。 produocts from horses sand も tta Con8equence も Oo 
the pub11c hea1th。 2。 cauttons for 1mmune serum and meat 


dertived from 巨 。 エ 。A。 hopses ) ( 236 Referenees すさ 
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」 ego 人 88 ) ( gegyod 。A。 
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